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　夜の匂においは濃こくなったというのに空は紅あかいままだった。

　ネロの私室の窓からわずかに見えるドラゴンギルド──巨きよ大だいな檻おりを覆おおう紅こう炎えんが、重く垂れ込めた闇やみ色の空を容易に押し上げている。明らかな意思を持って燃え盛さかるあれは火竜サラマンダーの炎ほのおに違ちがいない。

『オリビエは諦あきらめろ。今後、うちの従業員に近づくことは許可しない。文句があるなら俺が聞いてやる、無む暗やみに殺すな。今夜以降、魔ま物もの・人間を一匹ぴきでも殺せばおまえが魔物であることを公おおやけにする』──今こ宵よい、姿を見せなかった筆頭バトラーは、くだらない伝言と脅おどし火ごときでネロを抑よく止しできると本気で考えているのだろうか。

「愚ぐ劣れつな……」

　唇くちびるで小さく嗤わらうだけで伸のびきった魔ま狼ろうの牙きばが剝むき出しになる。

　時刻は午前三時──。竜りゆうどもとサージェント法務将校がオリビエをこの部屋から連れ去って九時間ほどが経過した。自身の鉤かぎ爪づめで抉えぐった白い床ゆかも竜が割った窓ガラスも捨て置き、ネロは紅い闇夜を睨にらみつづけていた。

「………」

　何度同じ動きをしたか、わからない。掌てのひらに残るオリビエの感かん触しよくを逃のがさないためにまた拳こぶしを握にぎる。彼を四年ぶりに抱だきしめたからだろうか。追つい憶おくすることもなくなっていた、昔の風景ばかり思い浮うかんでくる──。

　広大な土地と海洋を保持するアルカナ・グランデ帝てい国こくには、人間と、〝魔物〟が棲せい息そくしている。太古から、人魚や魔ま海かい獣じゆうは海を、一角獣ユニコーンや魔鳥は森と山さん岳がく地帯を、吸血鬼ヴアンパイアや淫いん魔まや名もない魔物たちは夜の闇を棲すみ処かとしてきた。そして数多あまたの魔物の頂点に君臨するのが竜であり、ほぼ同等の位置に、強い魔力と知ち恵えを持つ魔女がいる。竜と魔女はともに魔物たちを統とう率そつし守護する絶対的存在だった。

　だがネロに言わせれば、竜が魔物の統率者などとは滑こつ稽けいを極きわめた虚きよ構こう──今や魔女は死に絶え、多くの種族も激減を余よ儀ぎなくされ、竜の一族だけが帝国の家か畜ちくとなってのうのうと生きている。それが真実だった。

　元げん凶きようは〝魔ま物もの狩がり〟と竜の脆ぜい弱じやくさにある。

『人類の進歩を阻はばむ魔物を殲せん滅めつせよ』──約五十年前、産業革命を興おこし莫ばく大だいな資産と強大な軍事力を手にしたアルカナ王家と政府は、人ならざる存在に統治者の座を奪うばわれることを恐おそれ、魔物狩りを発令した。

　帝国軍が駆く使しする巨大兵器や化学薬品を前に竜と魔女はなす術すべもなく、強きよう襲しゆうされた魔物たちは恐るべき速さで生存数を減らしていった。

　魔狼やグリフィン、狗いぬ鷲わしや鴉からすや大おお蜥蜴とかげの発はつ祥しよう地であるデュシス・エンドが崩ほう壊かいするのは一いつ瞬しゆんだったという。わずかな沃地オアシスと樹木を大切に守ってきた西の最果ての地は、帝国軍の侵しん攻こうを受け瞬またたく間に枯こ死しした。

　やがて二十年以上に及およんだ動乱の果てに、竜だけが魔物狩りを免まぬがれることになる。最強位にして最後の魔女・ジゼルが創立した結社〝ドラゴンギルド〟によって。

『ドラゴンギルドの竜を狩ったとき、アルカナ・グランデ帝国は滅亡する』──なぜジゼルはこのような浅せん慮りよな呪のろいを遺のこしたのだろう。竜を殺せなくなった帝国軍が竜以外の魔物を狩り尽つくすと、ネロたちの郷土デュシス・エンドが標的になることを、予見できなかったとでもいうのだろうか。

　結社を名乗るドラゴンギルドは、しかし帝国軍の末まつ端たんに位置づけられた。アルカナ・グランデ帝国の隷れい属ぞくとなった竜は世界最強の魔物である自覚を棄すて、デュシス・エンドの守護をやめた。魔物狩りは苛か烈れつの一いつ途とを辿たどる。

　これが、魔女が己おのれの命を擲なげうってでも守りたかった世界なのだろうか。

　ドラゴンギルド創立から数年後、帝国軍が魔物狩りを間断なく実行する最中に、ネロは魔狼の一族に生まれた。

　艶つやめく榛はしばみ色いろの毛並みとヘーゼルの瞳ひとみ。麗うるわしい容よう貌ぼうと治者に相応ふさわしい品格。

　そして、魔狼の最上位アルフアだけに与あたえられる、生き物の精神こころを掌しよう握あくする〝魅み了りよう〟の魔力。

　──二十年ぶりにアルファがお生まれになった！

　──これでデュシス・エンドは魔物狩りから解放される！

　西の果てに棲む魔物は皆みなが皆、ネロの誕生に歓かん喜きし涙なみだしたという。彼らを守り、灼しやく熱ねつの大地に寄り添そって生きていけたらと幼心に願った。だがネロを待っていたのは激化した魔物狩りから命いのち懸がけで逃にげる地じ獄ごくの日々だった。

　竜の一族に見捨てられ帝国軍に破壊された郷土の蘇そ生せいが幼い魔狼の双そう肩けんに重く伸のしかかる。蹂じゆう躙りんされ尽くしてもなお魔物狩りはつづき、デュシス・エンドの魔物たちは死の恐きよう怖ふと飢うえと渇かわきに苦しめられた。

　同どう胞ほうらのアルファへの期待が大きいほど落らく胆たんも激しくなり、それはやがてネロ自身への非難に変わる。

　──娘むすめが狩られた！　娘はあんたより幼かったんだぞっ！

　──教えてくれよ、いつになったら魔物狩りはなくなるんだ!?

　──ネロさまも竜と同じだ。特別な力を持ってるくせに、わしらを見捨てる。

「違う！　私はっ、奴やつらとは違う……！」

　思い出したくないのに次々と浮かんでくる。

　頭が割れそうなほどの憤ふん怒ぬに、ネロは窓ガラスに爪を立てた。ピシッ、ピシッ！　と音が鳴って幾いく筋すじもの亀き裂れつが走る。歪いびつな模様が入った窓ガラスに、独りで泣く榛色の髪かみの少年が映る──。

　かつてアルファの誕生に歓喜した魔物たちは、幼いネロを責めた。

　──何匹狩られたかわからないだと？　あんた本当にアルファなのか？

　──オアシスも木も消えて何年経たつんだ？　頼たのむよ、どうにかしてくれ。

　──俺らはどうせこの土地から離はなれられねえ。デュシス・エンドもろとも全種族絶滅だ！

　壮そう齢れいの魔狼やグリフィンや大だい蛇じやが挙こぞって責め立ててくる光景は本当に恐ろしかった。

　魔物狩りをしているのは人間なのに。両親が狩られても悲しむ時間すら与えられず、その日を生き延びるので精せい一いつ杯ぱいなのはネロも同じだというのに。

　同胞らは一方的に期待し、失望して離れていく。あとに残ったのは堪たえがたい孤こ独どくだけだった。

　──うっ、……ぅ、わあぁっ……。

　少年の姿でへたり込むネロの、悲鳴にも似た泣き声は、誰だれの耳にも届かず乾かわいた熱風に攫さらわれていった。頰ほおを流れる涙が次々と唇に入ってくる。痛みを覚えるほど喉のどが渇いて、ネロは自身の涙を嚥えん下かした。

　魔物狩りを発案したアルカナ王家と政府、実行しつづける帝国軍、魔物を見捨て人間に阿おもねるドラゴンギルド、離れていった同胞までも、なにもかもが憎にくい。

　湧わき上がった怒いかりと怨えん恨こんはみるみる膨ぼう張ちようし、小さな心は簡単に決壊する。

　ぱちん、となにかの爆はぜる音がネロの身のうちに響ひびいた。

　──私の……私だけの、特別な魔力……。

　涙が涸かれるまで泣き尽くしたネロは、立ち上がってデュシス・エンドを出る。

　魔狼の姿で隊商キヤラバンを襲おそい、奪った水と食料を持ち帰って同胞に与えた。そして、躍やつ起きになって水を飲み食べ物を貪むさぼり食う彼らに──〝魅了〟の魔力を使った。

　魔狼は生後十年で成体になり七十年ほど若さを保つ。ネロが初めて人間を殺し、〝魅了〟の魔力を使ったのは生後六年のときだった。

　デュシス・エンドの魔物たちは拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に洗脳できた。

　──死ぬなっ、私は必ず魔物のための新時代を築いてみせる！　だから絶対に死んではならない。なんとしても生き抜ぬき、その命を私に預けてほしい。

　熱風が吹ふく岩石の上に立ち、榛色の髪をなびかせながら唱えれば、非難の視線が一瞬で心しん酔すいのまなざしに変わる。並べ立てた虚言に皆が感動して涙する。

　嬉うれしくてたまらなかった。少年のネロは、成体の魔狼や大型のグリフィンを意のままに操あやつる快感の虜とりこになり、少しでも責めてくる者をことごとく操っていった。

　魔物狩りが始まると、これまで恨うらみ言ばかり叫さけんでいた同胞たちがネロを死守するようになる。

　──魔狼とグリフィンはアルファの盾たてになれ！

　──なんとしても砲ほう弾だんからお守りする！

　──私にかまうなっ、全力で駆かけろ！　心臓が破れても走れ!!

　ネロは、皆が抱いだく理想の治者像を壊こわさぬよう努めた。孵ふ化かしたばかりの鴉の雛ひなを背に乗せ、仔こ狼おおかみを咥くわえて硝しよう煙えん弾だん雨うを駆け抜ける。

　助けた幼生体たちに慕したわれるのはよくあることだった。しばらく経つと『一匹ぴきだけで外へ逃げるの？』『アルファのくせに』と文句をぶつけてくるようになる仔らを洗脳するのも、いつものことだった。

　ネロは、懐なついてきた鴉の幼生体・オリビエを背に乗せて岩山を駆け登る。

　頂へ着くと人の姿になり、有ゆう翼よく人に変容した小さなオリビエを抱き上げた。

　──岩ばっかりだね。

　──そうだね……。

　岩ばっかりなのはネロのせいだ──非難の言葉をひとことでも口にすれば即そく座ざに操るつもりでいた。いつも通り。

　しかしオリビエはにっこり笑って言う。

　──岩、きれいだね！　またいっしょに見にこようねっ、やくそくだよ！

「私のオリビエ……」

　夕ゆう陽ひに照らされた愛らしい笑え顔がおを、今も鮮せん明めいに憶おぼえている。

　デュシス・エンドに生まれた魔ま物ものは帰き巣そう本能が殊こと更さらに強く、一族発祥の地を棄てることができない。だがネロは帰巣本能などとうの昔に壊した。異国で過ごすようになっても頻ひん繁ぱんに帰郷していたのはオリビエが待っているからだった。

　デュシス・エンドに戻もどるとオリビエは必ず飛びついてきた。あの美しい鴉だけは一度も非難することなく、純じゆん粋すいな心でそばにいてくれる。安あん堵どが胸に広がる感覚を教えてくれたのも彼だけだった。

　そしてネロは気づく。魔ま狼ろうやグリフィンの狂きよう信しんも、淫いん魔まや雌めすの魔物が向けてくる恋れん慕ぼも、魔力を使って形成した贋にせ物ものに過ぎない。

　同胞らは心の底からネロを崇すう拝はいし敬愛しなくてはならない。魔女が消え、竜りゆうが帝てい国こくの家か畜ちくに成り下がった世界で、魔物たちを生き永らえさせることができるのは魔狼のアルファだけなのだから──。

「そう、必要なのは新世界だ」

　愚おろかで低てい俗ぞくな人間に協議や交こう渉しようなどという生なま温ぬるい手段は不要である。凶きよう悪あくな軍事力はそれを凌しのぐ魔力と能力で捻ねじ伏ふせる。魔ま物もの狩がりの終結も必要ない。

　必要なのは〝魔物が人間を狩る新時代〟だ。

　新時代を築けば、〝魅了〟の魔力を使わなくても魔物たちはネロを崇拝する。

　なにものにも脅おびやかされない世界でオリビエと愛し合ったとき、ネロはようやく怒りと怨恨を手放し、錆さびのようにこびりついて離れない孤独を消し去ることができるのだ。

「私は新世界へ辿たどり着く」

　オリビエの手を取り、数多あまたの魔物を従えて。

　そのために同胞の犠ぎ牲せいは必要なものだった。

　キマイラ・ドラゴンの研究を継けい続ぞくさせるための提供物となったグリフィン、一角獣、大蛇、狗鷲、鴉からす、獅し子し。〝要人連続殺人事件〟の首しゆ謀ぼう者しやとして自じ尽じんした夥おびただしい数の大蛇たち。帝国軍や周辺都市に潜せん入にゆうさせている同胞もいずれ必ず……皆が新世界の礎いしずえとなる。

　ネロが選ばれた魔狼の最上位アルフアであるように、彼らもまた選ばれし犠牲者なのだ──。

「──、……」

　ヘーゼル色の瞳ひとみに太陽光がぶつかってきて、ネロは陶とう酔すいから覚める。

　気がつけば夜が明け、ドラゴンギルドを覆おおう紅こう炎えんも消えていた。

　長い追つい憶おくだった。もう思い返すこともない。忌いまわしい過去は、この滅ほろびの帝国に置いていく。思いを馳はせるべきは眩まばゆい未来だ。

　新時代を迎むかえた最初の暁ぎよう天てんはえも言われぬ美しさをしているだろう。ネロはオリビエの肩かたを抱だき、オリビエはネロに寄り添って、ともに黎れい明めいの空を見上げる──間もなく現実となる風景を想像して吐と息いきをついたとき、思いもよらないものが視界に入ってきた。

「竜っ？」

　ドラゴンギルドからあらわれた二匹の竜が高速で飛行する。

　このような早朝にどこへ向かうのか。事前許可を得ずバトラーも付けずに竜のみで行動する場合、帝国軍は竜を狩ることができる。同どう胞ほうたちに追つい尾びさせるべきだろうか──思案しながら目で追うネロは、あまりの驚きよう愕がくに声を荒あららげた。

「オリビエ！」

　目を見開き、みるみる遠ざかる竜を懸けん命めいにとらえる。見誤りではない、深緑色の竜の背にオリビエが乗っていた。

「よくも……私のオリビエをっ」

　四年ぶりの再会と抱ほう擁ようがようやく叶かなったというのに。夜すがら語り合い、ドラゴンギルドの破は壊かい方法を二人で決め、今ごろはひとつの寝しん台だいで眠ねむっているはずだった。

　オリビエを連れ去った罪は贖あがないきれぬほど重い。特にあの深緑色の竜はオリビエだけでは飽あき足らず、鴉の黒こく翼よくまで強ごう奪だつした。

「深緑色の竜、ガーディアンという名だったか……っ」

　怒りに任せて窓まど枠わくを殴なぐりつけると、亀き裂れつの入っていたガラスが力ちから尽つき、ガシャンッと音を立てて砕くだけ落ちる。その拍子に、我われに返った。

「………」

　贖いがたい罪を犯おかしたのはネロも同じだろう。

『翼はここに置いていく。ネロが持っていて』──彼の熱い想おもいを受けて、一時の別べつ離りを決断した。それが大きな過あやまちだった。檻ギルドには別の鴉を送り込み、オリビエは異国へも同どう伴はんさせるべきだった。

　オリビエがドラゴンギルドに毒されたのは、誤った決断を下した己おのれの責任だ。

　竜に捕とらえられてこの部屋から連れ出されるとき、オリビエはただひたすらにネロを見つめてきた。洗脳されながらも「助けて」と懸命に訴うつたえかけてきた。

『同胞の命を使い捨てにする奴やつの力にはならない。〝魔物が人間を狩る新時代〟はいらない。ガーディアンと竜の兄弟にデュシス・エンドを守ってもらう』

『俺は、ドラゴンギルドのバトラーだから』

　彼の紅あかい唇くちびるから発せられた言葉に激高を抑おさえられなかったが、冷静に考えればすぐわかることで、これらはドラゴンギルドに無理やり言わされている。

　去り際ぎわに見せた、縋すがりつくような瞳こそ本心だ。

　鴉の黒翼に未練はない。あれは、オリビエの代わりにネロのそばにいるという役目を全まつとうした。今この瞬しゆん間かんもオリビエは苦痛に苛さいなまれている。速すみやかに助け出し、竜の洗脳を解いて目を覚まさせ、安心させてやることを最優先とする。

「少し、予定を変へん更こうしよう」

　ネロは榛はしばみ色いろのまつげを揺ゆらしてまぶたを閉じた。昨夕の、オリビエを拉ら致ちした犯罪者たちの言葉が蘇よみがえる。

『魔狼の最上位アルフア・ネロ。レンヴィートル侯こう爵しやく家の養子になったのは遠とお縁えんであるオーウェン枢すう密みつ院いん議長に推挙させるためだな？　〝魅み了りよう〟の魔力を全面的に使用したとはいえ、短期間で陸軍元げん帥すいに上り詰つめたことは称しよう賛さんに値あたいする』

『おまえが夢見ている〝魔物が人間を狩る新時代〟とやらも、ふいにならない？』

　ドラゴンギルドとサージェント法務将校に機密事じ項こうを知られたことは計算外だが、二十年に及およぶ計画はすでに最終段階に差し掛かかっている。帝国の家畜ごときが今さら止められるはずもない。あの法務将校の正体が吸血鬼という事実も、どうでもいい。

「手始めにガーディアンとやらを殺すのも一興……」

　ここまで至れば計画の微び調ちよう整せいなど思うままだった。策を廻めぐらすのは嫌きらいではない、筆頭バトラーと竜どもを陥おとしいれるための計略ならなおのこと、愉ゆ快かいささえ覚える。

　計略の細部や同胞への指示は今夜に考えると決めて、ネロはまぶたをゆっくり開いた。

「ふふ……。式典がたまらなく待ち遠しい」

　十日後に執とりおこなわれる、マリーレーヴェの成人祝賀式典。

　その日は人間の血に濡ぬれた美しく輝かがやかしい一日となる。

　数多の同胞が帝国軍とドラゴンギルドを壊かい滅めつさせ、ネロは三人の王子を殺し、王おう妃ひと二人の王女を殺し、そしてレカレド・アーギベルス・オル・アルカナの血ち飛沫しぶきを以もつて新時代の開かい闢びやくとする。

　立会人は国内外から参列している人間たちで、半数ほどを生きて帰してやればネロが新時代の主となったことが世界中に知れ渡わたるだろう。

　そう、十日後の夜、魔物が人間を狩る新世界で、ネロとオリビエは心も肉体も永久に結ばれるのだ。

「あぁ、オリビエ……」

　ネロは恍こう惚こつに身を震ふるわせる。想像するだけで凄すさまじい歓かん喜きが込み上げてくる。嬉き笑しようを止めることができない。

「ふ……はは、っ……」

　何時間も生えたままだった牙きばと爪つめがようやく収まっていく。

　愚かしく愉快なことに、アルカナ王や議員らは若い元帥にずいぶん期待している。ならば一いつ斉せい蜂ほう起きを号令するその一瞬前まで、アルカナ・グランデ帝国を守護する軍隊の統とう率そつ者を演じきってやるとしよう──。

　落ち着きを取り戻したネロは完かん璧ぺきな〝レンヴィートル陸軍元帥〟の顔を作って私室を出た。
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『リーゼ、頼たのむっ、ファウストと私を今すぐ本社に呼んでくれ！』

「さっき言ったばかりだろう、今おまえたちが本社へ来ることになんの意味がある？　まだなにも起きてないってのに」

『事が起きてからでは遅おそいっ、陛下の御おん身みになにかあれば、私は……っ』

　アルカナ・グランデ帝てい国こく最さい北ほく端たんの地フェンドールを治める公こう爵しやくであり、支社の責任者でもあるリシュリーが、いつになく声を荒あららげる。リーゼがドラゴンギルド・フェンドール支社へ電話をかけたのは、サリバン、ガーディアン、オリビエとともにエトナ火山へ行き、鴉からすの黒翼を弔とむらった日の午後のことだった。

　鴉の一族であるオリビエの郷土、最西端デュシス・エンド。リーゼは、度たび重かさなる魔ま物もの狩がりによって枯こ死しし、灼しやく熱ねつの奇き岩がん地帯が残るだけとなったデュシス・エンドの警けい邏らと支し援えんをオリビエに約束した。

　本格的な支援を始める前に現状調査が必要で、それをフェンドール支社所属のリシュリーと雷竜ヴオルトファウストに委任するための電話だった。

　竜りゆう結社で働いて四年が経たつオリビエは、かつてはドラゴンギルドの破壊を最終目的として送り込まれた諜報員スパイだったこと、現在はギルドのバトラー以外の何者でもないこと、そして、本来なら知り得ない、極きわめて重要な情報の数々を齎もたらしてくれたこと──リーゼが口早に話す内容を、リシュリーは驚きよう愕がくしながらもよく理解する。

　リシュリーはデュシス・エンドの支援に強く賛同した。「現状調査を任せたい。電話した理由はこれだ」と説明するリーゼの依い頼らいを快く引き受け、『今日中にファウストの仕事を調整して、明日さっそくデュシス・エンドへ行くよ。測量機器やシャベルも用意しないと』と意気込むほどだった。

　しかし、この春に二十八歳の若さで陸軍元げん帥すいに就任したネロ・フーリオ・レンヴィートルの話をすると、リシュリーは穏おだやかな声を一変させる。

　レンヴィートル元帥の正体は魔ま狼ろうの最上位アルフアで、四年前にオリビエをギルドへ送り込んだ首しゆ謀ぼう者しやであること、アルカナ王家の転てん覆ぷくとドラゴンギルドおよび帝国軍の壊滅を謀はかっていること、オリビエの口から「一いつ斉せい蜂ほう起き」の言葉が出たこと──これらを伝えた途と端たんに声を荒らげて『本社に呼んでくれ』しか言わなくなった。

『信じがたいっ……〝魔物が人間を狩る新時代〟などと……なんという恐おそろしいことを。フェンドールが試みていることと真逆ではないか。それは新時代とは言わない、時代を退行している……』

　嘆なげきの中の『フェンドールが試みていること』という言葉が気になったが、リーゼが訊きくよりも早くリシュリーが捲まくし立てるように訊たずねてくる。

『陸軍トップを外部から採用するのは異例中の異例で、帝都から遠く離はなれたこのフェンドールでも話題になったほどだ。将官らは陛下の御ご意い見けんを伺うかがって何度も協議を重ねたはず……なぜそのような者が選出されたんだ？　誰だれも魔物と気づけなかったのだろうか？』

「レンヴィートルの擬ぎ態たいは完璧だ、竜でさえ匂においを嗅かぎ分けられない。唯ゆい一いつアンバーが『魔物かもしれない』と直感できただけだった。魔狼のアルファは、生き物の心を思うまま操あやつる〝魅了〟の魔力を持っている。オーウェン枢すう密みつ院いん議長が操られたと見てまちがいない。実際に奴やつを強く推おしたのは枢密院議長だ。議長の推挙に高官や議員が賛同し、陛下も承しよう認にんされた」

『あぁ……まさかこんなことが、現実に起きようとは……』

　受話口から漏もれてくる声はひどく悲痛だった。

　帝都を濡ぬらす霧きりや雨には初夏の匂いが含ふくまれつつあるが、最北端フェンドールは春の盛さかりを迎むかえたあたりだろう。ほのかな冷気が漂ただよう居城の執しつ務む室で、受話器を片手に肩かたを落とす──そのようなリシュリーの姿が容易に想像できた。

『陸軍元帥なら、帝国軍の総司令部に──アルカナ大帝の宮きゆう殿でん群内にいるということではないか。今この瞬しゆん間かんも魔狼が同じ敷しき地ち内で陛下の御身を狙ねらっているかと思うと、私は……居ても立ってもいられぬ……！』

「少し落ち着け。レンヴィートルの標的は人間と我が社と、アルカナ・グランデ帝国そのものだ。陛下おひとりが狙いならとっくに事を起こしてる。王家転覆も蜂起もさせるかよ。手を打つ時間はまだ残ってる」

『考えがあるなら聞かせてくれっ、リーゼの指示通りに動く、だからどうかファウストと私を本社に呼んでほしい！』

　堂どう々どう巡めぐりに陥おちいって、リーゼはほんのわずか天を仰あおいだ。

　応接セットのソファに座るサリバンが先ほどからずっと「電話、代わって！」と身み振ぶり手振りで訴うつたえてきている。みたび無視して時間を確認しようとしたが、執務机の上にある置き時計はいつも通り書類の山に埋うもれて見えない。ウェスト・コートのポケットから金色の懐かい中ちゆう時計を取り出し、結社の紋もん章しようが彫ちよう刻こくされた蓋ふたを開けた。

　時刻は午後三時五十分──。かれこれ一時間三十分ほど通話している。来客の予定時刻が近づいていた。

　リーゼは心の中で小さな溜ため息をつく。

　──混乱するのは無理もないか……。

　二十一歳で突とつ如じよ一角獣ユニコーンの血に目覚め、廃はい嫡ちやくを経てフェンドール公爵となったリシュリーは、半年ほど前までアルカナ王家の第四王子だった。父親であるアルカナ大帝の危機を知っても、二度と相あい見まみえることが叶かなわないから余計に心乱れるのだろう。

　耳みみ許もとでガチャガチャと音が鳴る。手に汗あせをかいているのだろうか、リシュリーが受話器を握にぎり直したようだった。

『リーゼ、教えてくれ。一斉蜂起というのは、いつ、どこで……？　オリビエはなんと言っていた？』

「具体的なことはなにも知らされていなかったそうだ。これから日時や場所を探さぐっていく。明日でも明後日あさつてでもないことは確実だから安心しろ」

　オリビエがなにも知らされていなかったのは本当だが、これから探っていくというのは噓うそだった。

　先ほどオリビエから受け取り、今はリーゼのテール・コートの内ポケットに入っている、皺しわだらけの便びん箋せん。書かれていたわずか三行の文を読んだリーゼは、レンヴィートルが一斉蜂起を決行する日と場所を確定させた。しかし今それをリシュリーに言えばさらに混乱し、まちがいなく今夜のうちに本社へ飛んでくる。

　リシュリーの心痛はよくわかるが、フェンドール支社が優先しておこなうべきはデュシス・エンドの現状調査だった。

　あらためて伝えようとしたとき執務室の扉とびらがノックされた。

　懐中時計を仕し舞まって「どうぞ」と返事をする。扉を開けたのはバトラーのメルヴィネで、つづいて入ってきた帝国軍の法務将校が孔雀緑ピーコツクグリーンのマントを揺ゆらし、ソファに座る。

　リーゼは、ティーセットを用意するために出て行こうとするメルヴィネへ片手を上げ「少し待て」と目で伝えながら、リシュリーに口早に話した。

「サージェントが来た、電話を切る。本社には折を見て呼ぶ、おまえとファウストはまずデュシス・エンドの現状調査に集中しろ。いいな」

『調査は綿密におこなう。リーゼ、頼む、一日でも早く──』

「我が社はデュシス・エンドの魔物たちの信用を得られていない。ど真ん中に黒竜の姿で降り立って彼らをびびらせるような真ま似ねすんなよ。ファウストは境界付近に着陸、人型に変容して衣服着用、徒歩でデュシス・エンドに入れ。ああ、それと、測量機器も必要だが、日ひ除よけや水、可能ならフェンドールの山に残ってる雪も固めて持っていけ。西の果ては灼熱地帯だ、ファウストは問題ないだろうが、おまえ暑さにからきし弱そうだからな」

「あーっ、切っちゃった！　ぼくもリシュリーとおしゃべりしたかったのに」

　電話の相手に軽く驚おどろいたサージェントがサリバンに訊ねる。

「リーゼはリシュリーさまと電話を？」

「うん。リーゼくん、代わってって何回もお願いしたでしょ」

　受話器を置いたリーゼは三社分の新聞を持って黒くろ革かわの椅い子すから立ち上がり、応接セットへ移動してサリバンの隣となりに座った。

「近いうち本社に呼ぶからそのとき好きなだけ話せ」

「ごくたまに聞く電話越ごしの声が色っぽくていいんだよ、わかってないなぁ」

　ローテーブルに新聞をばさっと置き、サリバンには返事をせずメルヴィネに声をかける。

「今日は茶はいい。しばらく俺宛あての電話はつなげるな、あとでかけ直す。事務室に伝えといてくれ」

「イエス・サー。失礼します」

　メルヴィネはぺこりと頭を下げ、扉を静かに閉めて出て行った。

「………」

　いつもソファに座るより早く雑談を始めるが今日ばかりは口を噤つぐむ。

　突然訪おとずれた沈ちん黙もくに、サリバンが唇くちびるを笑えみの形にしたまま不思議そうにぱちぱちとまばたきをする。

　昨日一日だけでオリビエを巡る驚愕の真実がいくつも明らかになり、さまざまな出来事が起きた。それらを整理するために時間を設けたのだが、話し合うべきことが多すぎて、どこから切り出すか、リーゼ同様にサージェントも決めかねているようだった。

　レリウス・ウェル・ゴートン・サージェント──東方レト・ルー・ヴァニアの名門貴族サージェント家の出身で、法務将校だけに与あたえられる孔雀緑の軍服とマントを纏まとうこの端たん整せいな顔の男は、帝国軍に潜せん入にゆうしている吸血鬼ヴアンパイアだ。

　総司令部で初めて会ったとき、彼のことを魔ま物ものと見み抜ぬいたリーゼは、気骨のある面おも白しろい若者があらわれたと思った。当時サージェントは十八歳の下級士官だったから、〝帝てい国こく軍の人間〟を完璧に装よそおいつづけて間もなく十年になる。

　昨日、ガーディアンから〝オリビエの告白〟を伝えられたリーゼが、サージェントに『急を要する』と電話したのは午前十一時のことだった。

　午後三時にドラゴンギルドへ駆かけつけたサージェントは、レンヴィートル元げん帥すいの正体と、オリビエの過去と現状を把は握あくする。そして午後五時四十分、サリバン、ガーディアン、バーチェス、アンバー──四機の竜りゆうで編制されたオリビエ奪だつ還かん班の指揮を執とってレンヴィートルの私室に乗り込み、ギルドへ戻もどってきたあとは警けい戒かいをつづけた。

　サージェントは一いつ睡すいもしないまま、夜明け前の暗い時間に自身の屋や敷しきへ帰った。そこから普ふ段だん通り自動車で総司令部へ出勤し、レンヴィートルの行動を気にしながら執務をこなして、今ふたたびギルドへ来ているのだから相当な忙せわしなさだっただろう。若く強きよう靭じんな吸血鬼はこの程度のことでは疲ひ労ろうしないが。

　珍めずらしい沈黙を楽しんでいたサリバンだが早々に飽あきたようで、組んだ脚あしをぶらぶらさせて喋しやべりだす。

「サージェントは今日は魔ま狼ろうのあの仔こに会わなかったの？」

「ああ。向こうも顔を合わせたくないだろう。リーゼの指示通り、仕事中は一人でいる時間を極力減らしたよ」

「昨日の今日だ、しかもレンヴィートルはサージェントがヴァンパイアということを知った。同どう胞ほうたちを使って襲しゆう撃げきしてくる可能性は大いにある、総司令部では単独行動は避さけたほうがいい。今レンヴィートルが最も手にかけやすいのはオリビエでも我が社でもない、おまえなんだからな」

「わかった、充じゆう分ぶんに気をつける」

「新聞を読む時間はあったか？」

「ばたついていて、一面の見出しを確かく認にんしたくらいだ。昨夜のナインヘルの炎ほのお、派手に載のっているな」

　サージェントが揶揄からかうように笑ったのは、三社の主力新聞社が同じ話題の大見出しを第一面に掲けい載さいしているからだった。

【結社ドラゴンギルドよりマリーレーヴェ王女殿でん下かへ最大級の祝意！】

【帝都の夜空を明るく照らしつづけた祝福の炎！　都民も見守る】

【竜結社の筆頭バトラー、アルカナ王家の式典に初参列。鮮あざやかな炎には謝意と敬意も含ふくまれる】

　昨夕、レンヴィートルは第三王子のエウリックを利用し、オリビエをアルカナ大帝の宮殿群に呼び出した。四年ぶりの再会を喜んだあとは、ギルドの具体的な破は壊かい方法や蜂起当日の手順などを、長い時間をかけて話し合うつもりだったのだろう。

　レンヴィートルにとって〝オリビエの変心〟は絶対に起こり得ないことだ。

　そのオリビエに計画をやめて故郷へ帰るよう説得され、別べつ離りを告げられ、再会からわずか四十分でガーディアンたちがオリビエを連れ去ったのだから、魔狼の怒いかりは頂点に達したに違ちがいない。

　リーゼは、オリビエ奪還班が任務を遂すい行こうして帰還したのち、全機の竜に『巣で待機。寝ねずに朝を待て』という業務命令を、そして火竜サラマンダーのナインヘルに『夜明けまで炎を絶やすな』という特別任務を発令した。

　夜すがら燃え盛さかるサラマンダーの紅こう炎えんは、レンヴィートルへの〝万ばん事じ、抑よく止しする〟という宣言だったが──。

　サリバンが自身の長い三つ編みをいじりながらつぶやく。

「吞のん気きだなあ、【祝福の炎！】って……あんなめらめら燃えてたのに、花火にでも見えたのかな？　謝意とか敬意とか好き勝手に書かれてるのも気に入らないよねえ」

「光り輝かがやくギルドが珍しくて新聞記者たちが写真を撮とりにきてたものな。祝福の花火みたいに扱あつかわれるのは悪いことじゃないと思うぞ。マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであと十日だ、これから帝都じゅうがどんどん華はなやかに賑にぎやかになっていくだろうな」

「ねえねえサージェント、マリーちゃんってすっごく綺き麗れいなんでしょ？」

「それはもう。目を奪うばわれる美しさだ。筆頭バトラーが初めて招待されたアルカナ王家の式典、同どう伴はん可能な竜は一名のみ……もちろんサリバンが参列するんだろう？　近くで御お目めにかかれるな、よかったな」

「うんっ。あぁー、早く会いたい！」

「おまえたちのほうがよっぽど吞気じゃねえか。この話はあとだ」

　リーゼは新聞を広げ、第三面の見出しを指先で弾はじいて見せた。

【強ごう盗とう殺人またも発生！　金きん塊かい蒐集家コレクターで有名なグラハムズ発電所所長、絞こう殺さつ体で発見。夫人と子女、五名の使用人も全員死亡。七台ある大金庫はすべて空に】

　サージェントは銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみを見開き、サリバンも「えっ」と驚いて、いじっていた三つ編みを放す。

「まさか魔狼のあの仔がまた殺したっていうの？」

「レンヴィートルに操あやつられた人間たちによる犯行でまちがいない。金塊を奪わせたのはダミーだ、奴やつの真の狙ねらいは所長を同胞に挿すげ替かえて発電所を押さえることにある。金塊は廃はい棄きしたか、あるいは軍資金にまわすくらいはするかもな」

「警告した数時間後に八人も殺害するとは……理解しがたい」

　サージェントが眉み間けんに深い皺しわを刻み、新聞記事に目を走らせる。

　約十日前に始まり、まだ収束していない連続強盗殺人事件もレンヴィートルの画策である──この情報を〝オリビエの告白〟から得たリーゼは、オリビエ奪還に向かうガーディアンに警告を託たくした。

『オリビエは諦あきらめろ。今後、うちの従業員に近づくことは許可しない。文句があるなら俺が聞いてやる、無む暗やみに殺すな。今夜以降、魔物・人間を一匹ぴきでも殺せばおまえが魔物であることを公おおやけにする』

『私の正体が魔物であることを公表したところで、誰だれが筆頭バトラーの言葉を信じる？　言いたいなら言うがいい、帝国軍を使し役えきしてギルドを潰つぶすまで』

　警告に対するレンヴィートルの答えは、昨夕、オリビエを連れて帰ってきたばかりのガーディアンとサージェントから聞いた。

「伝言ひとつで奴を止められるとは微み塵じんも思っちゃいなかったが、こうも〝待て〟ができないとはな」

「リーゼくん。魔狼が元帥になってどれくらい？」

「二か月ほどだ」

「ふぅん。魔狼が来てからずっといやな感じがつづいてるよね。要人連続殺人事件、ギルドは夜間警固、解決したと思ったら次は連続強盗殺人事件、また夜間警固。人間が大きらいなぼくでもさすがにうんざりする。あの仔は殺しすぎだ、人間も、──魔物も」

　サリバンが声を低くする。竜特有の守護の本能が荒あら立だっているのがわかる。サージェントとリーゼは揃そろって深くうなずいた。

　サリバンの言う通りで、ずっとつづいている。個々に起きたようにしか見えない事件や出来事は、つながっていた。

　リーゼがガーディアンから伝えられた〝オリビエの告白〟は、思し慮りよ深い彼の落ち着いた語り口で聞いてもなお大きな衝しよう撃げきを伴ともなうものだった。本来なら知り得ない、極きわめて重要な情報の数々をオリビエが齎もたらしてくれたから気づくことができた。

　サージェントが調査し、土竜ゲノムスたちとともに解決した要人連続殺人事件。

　帝都警察が未いまだ解決の糸口を見み出いだせていない連続強盗殺人事件。

　そして、四十年にわたって繰くり返しおこなわれた禁断の錬れん金きん術じゆつ──帝国軍による魔物のキマイラ化の研究までも、すべてレンヴィートルが夢見る〝魔物が人間を狩かる新時代〟へつながっている。

「本当に、この二か月は異様だった」

　言葉をこぼすサージェントと、サリバンとリーゼは、これまでの出来事を思い起こした。

　始まりは、春──。

　新元帥の就任から二週間後、将校と政府の高官が殺害され、サージェントはレンヴィートルから直接この〝要人連続殺人事件〟の調査命令を受けた。奇くしくも同日に幼生体から成体へ変化したアンバーが、レンヴィートルの思おも惑わくに巻き込まれていく。

　不自然な形で始まった執しつ拗ような面談は、アンバーを引き込むための策略だったに違いない。魔ま狼ろうのアルファが持つ〝魅み了りよう〟の魔力はそれなりに強いようだが、世界最強の魔物に通用すると考えるのは浅慮だろう。

　あどけなさを残すアンバーは、しかし非常に聡さとい竜りゆうで、サージェントやリーゼは思いつくこともできなかった可能性に気づいた。

『レンヴィートルは、──人間じゃないかも。魔物かもしれない、って思ったの』

『レリィの調査をすり抜ぬけられる人間がいるなんて信じられないね……特とく殊しゆな魔力を持ってる魔物でも難しいのに』

　アンバーの言葉が、難航していた調査に転機を齎す。人間の犯行という考えを捨て、魔物による犯行と仮定して再調査をおこなったサージェントは、大だい蛇じやの一族が主犯であることを突つき止めた。

　リーゼは犯行の阻そ止しと大蛇たちの保護を指示する。エドワード、バーチェス、シャハト、シーモア、アンバー──五機の土竜とサージェントが夥おびただしい数の大蛇を追って辿たどり着いたのは、レンヴィートル元げん帥すいの私室だった。

『逃にげて！　大蛇たちはあなたを殺す気だっ！』

　叫さけぶアンバーと、サージェントやバーチェスたちの目の前で、なぜか大蛇はレンヴィートルを守ろうとし、レンヴィートルは大蛇を拳けん銃じゆうで撃うち殺した。その混乱極まる最中に、アンバーだけが、大きなガラス瓶びんに入った黒い塊かたまりを見たという──。

　追つい憶おくをやめたサージェントが表情を硬かたくした。

「アンバーが奴のプライベート・ルームで見た〝ガラス瓶に入っていた黒い翼つばさみたいなもの〟が、まさかオリビエの翼だったとは……想像すらできず……。あまりにも痛ましい。取り戻もどした翼は、今はどこに？　ふたたび飛ぶことは叶かなうだろうか……」

「いや……。今朝、エトナ火山へ行って弔とむらってきた」

「ガーディアンとオリビエが翼だけでも早く生まれ変わってほしいって。だからぼくらで行ってきたよ。エトナ火山のマグマに浄じよう化かしてもらって自然に還かえるのが一番だもんね」

「そうだったのか……。オリビエたちが望んだことならそれが最良だな……」

　サージェントは片手を胸に当ててまぶたを閉じ、束つかの間、深く祈いのる。

　エトナ火山からの帰路、ガーディアンの背に乗るオリビエに懊おう悩のうや迷いはなかった。自身の翼と丁てい寧ねいな別れを済ませ、覚かく悟ごを決めた横顔は清すが々すがしささえ湛たたえていた。

　しかしリーゼは翼への心残りを断たち切れないでいる。

　空を翔かける自由をみずからの意思で棄すてる──有ゆう翼よく種にとってこれほど残ざん酷こくなことはない。

　リーゼとドラゴンギルドが守護の手を伸のばしていれば、オリビエの背には今も美しい黒翼があるはずだった。

「力、入ってるよ」

　緑色の鱗うろこが煌きらめく手が伸びてきて、無意識に握にぎりしめていた拳こぶしをほどかれる。

　サリバンはリーゼの手をすぐに放し、祈り終えたサージェントがまぶたを開くのを待って言った。

「リーゼくんたちが考えた仮説、ほとんど当たってたね」

　仮説は事件の解決後に、サージェントが見聞きした事実や、保護した大蛇たちが一いつ斉せいに自じ尽じんした謎なぞ、アンバーの直感など、さまざまな要素を集めて立てたものだった。

『陸軍元帥・レンヴィートルの正体は魔物で、大蛇の一族を使役していたという仮説が立った。これが事実なら、アルカナ・グランデ帝てい国こくはかつてない脅きよう威いを迎むかえることになる』

『確かにこれほどの脅威はないが、まだ穴だらけの仮説だ。レンヴィートルが魔物なら、なぜドラゴンギルドに対してあのような態度を取るのか？　種族は？　真の目的は？　地道に調べて穴を埋うめ、見み極きわめる必要がある』

　仮説を立てたのは二週間前で、そのときは憶測でしか話せなかったこともすべて明らかになった。

「大蛇の一族は捕つかまったら自死するよう魔狼のアルファに洗脳されていた。最低だよ。殺したくもない人間を殺して犯罪者にされたうえ無理やり死を選ばされるなんて……あいつは大蛇たちの命とプライドをなんだと思ってるんだ？　──魔物が軍人を殺したんだから大規模な魔ま物もの狩がりが起きるって、兄弟みんながすごく心配したけど、無む駄だだった。起きなくて当然だよね、魔狼が帝国軍のトップなんだから簡単に止められる」

　サリバンが機き嫌げんを悪くして、薄うすい唇くちびるから竜の牙きばをのぞかせた。サージェントも苛いら立だちはじめる。

「仮説は本当に穴だらけで、レンヴィートルとの腹の探さぐり合いは長期戦になると見込んでいた。二週間後にこのような形で明らかになるとは……。いずれも極めて深刻な内容で、短期間では突き止められない情報ばかりだ」

「奴やつが魔狼のアルファということは、もうどうでもいい。くだらん計画も止めて終しまいだ。俺が耳を疑ったのは……信じがたい、のは──」

「……キマイラ・ドラゴンの研究だね」

　代わりに静かな声で言ったサリバンが、宥なだめるように背を一度だけ撫なでてくる。

　この話をするとき、リーゼは激高しそうになるのを必死で抑おさえなくてはならなかった。

　オリビエが翼の切断をみずから決意したという事実はあまりにも衝撃的で、今も受け止めきれていない。それと同等の驚きよう愕がくと、そして凄すさまじい憤いきどおりをリーゼに与あたえたのは──魔物のキマイラ化の研究をおこなっていた帝国軍に、生後八年のレンヴィートルが生きた魔物を提供していたことだった。

「俺はあの魔狼を絶対に許さねえ」

　リーゼが生しよう涯がい忘れることのない光景。

　帝国軍の研究施し設せつの棚たなに整然と並べられていた、夥しい数の魔物の剝はく製せいや死卵たち。

　黒竜ファウストの手でひとつひとつ丁寧に弔われた彼らの中に、同じ魔物によって──レンヴィートルによって恐きよう怖ふと絶望を突きつけられた同どう胞ほうがいたかと思うと、激しい怒いかりと強きよう烈れつな殺意を覚えて頭が熱くなる。

「王家転てん覆ぷくも帝国軍の撃げき滅めつも関係ない。俺は必ずこの手でレンヴィートルを再起不能にする」

　壁かべにかけている、風竜シルフイードの鱗でできた鉞まさかりを見み据すえて言いきった。

　この時期は一日ごとに陽ひが長くなる。

　傾かたむきはじめた陽光がドラゴンギルドの執しつ務む室にも差し込んでくる。

　強い憤りのせいだろう、サージェントの瞳ひとみが銀ぎん灰かい色しよくからヴァンパイア本来の鮮せん血けつ色に戻っていた。

「魔狼の生後八年は、人型になれば十六歳ほどの少年だ。たった十六でなんという非道な真ま似ねを……。〝魔物が人間を狩る新時代〟を築くという思考も、平然と同胞を犠ぎ牲せいにする精神も歪ゆがみすぎている。生け捕どりにされた同胞たちからすれば、帝国軍よりレンヴィートルのほうがよほど酷悪だ。断じて許しがたい。この事実を一人で抱かかえていたオリビエは本当につらかっただろう」

「過去にどれだけ悲ひ惨さんな経験をしても、絶対やっちゃいけないことがある。ましてやあの仔こは魔狼のアルファ、一族や他種族を統とう率そつするための特別な魔力を持ってるなら、より弁わきまえなきゃね。──自分の魔力に吞のみ込まれるのは魔物の最大の恥はじだ。そのことに気づけてないあの仔は惨みじめでかわいそうだよ、同情する気なんてこれっぽっちもないけど。ぼくたち、あの仔に本能逆撫でされてすっごくいらいらしてるんだ。我が慢まんできなくなったら殺すね」

　くすっと嗤わらうサリバンの言葉は偽いつわりではない。

　世界最強の魔物である竜は〝生き物と世界を周あまねく守護せよ〟という強い本能に支配されている。多くの命を奪うばう者があらわれ、守護の本能が満たされなくなったとき、竜はその殺さつ戮りく者に躊ちゆう躇ちよなく死を与えてきた。

　それぞれの怒りが、陽光の差す広い執務室に溶とけていく。

　はっと気づいたサージェントが焦あせって訊たずねてくる。

「リーゼ、さっきの電話でこのこともリシュリーさまに話してしまったのか？」

「いや。急いで知る必要のない事実だ」

「そうか、よかった……。俺たちでも吞み込むのに時間がかかる内容だ、リシュリーさまの心情を思えば、しばらく伝えないのも手かもしれないな。当事者である以上、いずれ必ず知るべきことだが……」

「ファウストは強い仔だから事実を知っても大だい丈じよう夫ぶだけど、リシュリーはすごく傷つくもんね……このことで充じゆう分ぶんすぎるくらい傷ついたのに。本当にいやな話だ」

「一連のごたごたをすべて片づけてから、リシュリーには頃ころ合あいを見計らって伝える」

「伝えるタイミングはリーゼくんが決めるとして、ぼくが話そうか？」

「ああ、頼たのむ」

　迷わず返事をすると、サリバンとサージェントは「おや、珍めずらしく素す直なお」と目を合わせた。

「なんだよ珍しくって、失敬な奴らだな。リシュリーが落ち込まねえ方法を選ぶに決まってんだろ。俺はずばずば言っちまうからな、丁寧に伝えてやれよサリバン」

「はーい」

　今ここにレンヴィートルがいたら起きてこなくなるまで鉞で打ちのめしているが、いないのであれば怒りはさっさと消すに限る。リーゼは立ち上がって執務机に置いているパイプを陶とう製せいの置き台ごと手に取り、ふたたびソファに腰こしかけた。

　陶製の台をローテーブルに置き、パイプに火をつける。

「奴が魔物のキマイラ化の研究に一枚嚙かんだのは生後八年……。オーウェン枢すう密みつ院いん議長と、彼の遠とお縁えんのレンヴィートル侯こう爵しやく、両者を〝魅み了りよう〟の魔力で操あやつり『ネロ・フーリオ・レンヴィートル』を名乗りだしたのは約四年前……オリビエがドラゴンギルドに来た直後だ」

　甘くて苦い煙けむりを思いきり吸い込んで、勢いよく吐はき出し、室内をたゆたう三者の怒りを紫し煙えんで覆おおっていく。

「オリビエによれば、レンヴィートルは帝国軍からキマイラ・ドラゴンを横おう奪だつして操るつもりでいたそうだ。仮に横奪が失敗に終わっても奴に痛手はない。禁断の研究を長年つづけてきた事実が明るみに出れば、帝国軍の上層部は弾だん劾がいと総入れ替かえを免まぬがれず、それを見み越こして、レンヴィートル侯爵を洗脳して養子になったんだろう。そして俺が高等軍法会議に訴うつたえた結果、元げん帥すいの座が空き、オーウェン枢密院議長が奴を推おした──。どっちに転んでも己おのれの利になるように、二十年ほど前の、幼生体のころから画策していたことになる」

「二十年かあ、よく途と中ちゆうで飽あきなかったよね。ぼくなら魔物のキマイラ化の研究を知った瞬しゆん間かんに、関かかわった奴を全員殺して研究施設を根こそぎ壊こわすよ、それが当然じゃない？　利用しようって考えるのが、もうもう、ほんっとに理解できない。どんな思考回路してんだろ？　べつに知りたくもないけど」

「まったくだ、同じ魔物であることが腹立たしい。──元帥に就任してからの二週間は様子見といったところか。そのあと大だい蛇じやの一族に将校や高官を次々と殺害させ、素知らぬ顔で俺に事件の調査を命じ、元帥の権限を利用して要人の後釜ポストに同胞たちを据えていった」

　サリバンの尤もつともな悪態と、サージェントの端たん的てきな言葉に、リーゼは長い煙を吐きながらうなずく。

「一昨日おととい、オリビエは議会に出席するガーディアンに同行して議事堂へ入った。そこにいた新任議員や若い将校たちの中に見知った顔が多くあったという。奴らは人間に擬ぎ態たいした魔ま狼ろうで、正確な数は不明。竜りゆうがいなければ一斉に行動を起こして議事堂内の人間を鏖みなごろしにできるくらいの魔狼が揃そろっていたそうだ」

「そんなにいたのか？　俺も一昨日の議会に出席したが違い和わ感かんはなかった。……やはり、匂においすらさせない完かん璧ぺきな擬態を体得している魔物が増えたということか。三人の王子とレンヴィートルが急に来て、議事堂内は異様な熱気だった」

「奴が議事堂に来たのは、完璧な擬態を維い持じできているかの確かく認にんと、一いつ斉せい蜂ほう起きへ向けて同胞らの士気を高めるため……まぁオリビエの顔を見るのがメインだろうな」

「昨日、オリビエ奪だつ還かんチームで乗り込んだときも、軍服を着た魔狼がたくさんいたよ。ほとんどやっつけたけど。ねえサージェント」

「ああ。しかしあれはほんの一部だったんだろう。殺害した将校たちの後任をすべて魔狼にして、〝魅了〟の魔力を駆く使しすれば、小隊あるいは中隊くらいなら、佐さ官かんや下級兵士を同胞に総入れ替えすることも不可能ではないと思う。簡単ではないが一斉蜂起を企くわだてているレンヴィートルならそれくらいやりそうだ」

「なるほどな。隊の総入れ替え……潜せん入にゆうしている魔狼の数がやけに多い理由はおそらくそれだろう」

「えーっ！　じゃあいったい何なん匹びきいるの？」

　帝てい国こく軍に所属する法務将校ならではの観点に気づかされる。

　サリバンは大おお仰ぎように嘆なげくふりをしただけで、なんとも思っていない。たとえ魔狼が何百匹いても押さえられる強さをこのシルフィードは持っている。当然、竜の兄弟たちも。

　リーゼは咥くわえているパイプの吸い口を離はなす。

　火皿から音もなく立ち上る、糸のように細い煙を見つめて言った。

「レンヴィートルはさらに将校を殺すつもりだったがサージェントに気づかれたため、〝大蛇を使った要人殺害〟から〝人間を使し役えきした有力者殺害〟へ切り替えた。奴やつは帝都内外の要所も押さえにかかっている──というのがオリビエの見解だ。それでまちがいないと俺も思う。この十日間で周辺都市の市長が三人殺された。新任のエイモス市長は人間に擬態した魔狼だそうだ。そして今日の新聞に載のったのは発電所所長──」

「つまり、レンヴィートルは俺たちに正体を知られた今も、予あらかじめ立てていた計画を着々と進めているということか」

「いくらなんでも図太すぎない？」

「この連続強ごう盗とう殺人事件をギルドだけで片づけられたらよかったんだがな……。帝都警察では埒らちが明あかない」

「サージェントの言いたいことはよくわかるけど、うちは竜結社だよ、顧こ客きやくからの依い頼らいも報ほう酬しゆうもなしで勝手に人間を取り締しまるなんて筋すじ違ちがいもいいとこだよ。仮に事件を解決したって、帝国軍の上層部のおじさんたちはリーゼくんを呼び出してぎゃあぎゃあ喚わめくんでしょ？」

「まちがいなくそうなる。フレイザー大将あたりが嬉き々きとして呼び出すだろうな」

「俺もこの件は少々難なん儀ぎだと思っている。いずれ始末をつけるつもりではいるが、レンヴィートルに我が社を糾きゆう弾だんする隙すきを与あたえたくないんでな。かなり癪しやくだが今は帝都警察からの応おう援えん要よう請せいに対応するくらいしかできん」

「あの仔こ、味占しめてると思うよ。サージェントやギルドを相手にするよりも、人間に人間を殺させて警察を踊おどらせてるほうがずっと楽だもん。竜結社うちが人間同士のいざこざに介かい入にゆうしにくいことにも気づいてるよね……」

　サリバンは長い脚あしを投げ出し、ソファの背せ凭もたれに上体を預けきってだらりとする。リーゼはふたたびパイプを咥えて腕うでを組んだ。

　向かいに座っているサージェントも腕を組み、眉み間けんに皺しわを寄せて溜ため息をつく。

「元帥の地位を得てアルカナ・グランデ帝国の中枢に入り込み、同どう胞ほうたちを宮きゆう殿でん群に次々と潜入させ、帝都および周辺都市の重要拠きよ点てんを押さえていく……すべてレンヴィートルの計画通りになってしまっている」

「今のところはな」

「おもしろくないねえ……」

　サリバンはひどく気だるい声を漏もらす。

　そのあとすぐにサージェントが眉間の皺をさっと消し、ピジョンブラッドのような真しん紅くの瞳ひとみを輝かがやかせた。

「──しかし、ここから先は違う。だろ？　筆頭バトラー」

「そういうことだ」

「おもしろくなりそうだねえ」

　サージェントの軽い煽あおりに乗ってニッと笑う。上体を勢いよく起こしたサリバンの、金色の長い三つ編みが揺ゆれて煌きらめく。

　リーゼは指を折って数えながら言った。

「レンヴィートルの正体と、多くの魔狼が宮殿群に潜入していること、そして一斉蜂起──これらを事前に知り得たことは僥ぎよう倖こう以外のなにものでもない。打ち明けるには相当な勇気が要いっただろう、オリビエの決意に感謝するばかりだ。オリビエから聞いてなかったら俺たちは今も、連続強盗殺人がレンヴィートルの計略ということに気づけていない。真実を突つき止められないまま奴に蜂起を許していた可能性が高い」

「事前に知れた時点でぼくらの勝ちだね」

「そう。あとは止めて終しまいだ」

「俺は自分の言葉を訂てい正せいしよう。『すべてレンヴィートルの計画通りになってしまっている』と言ったが、奴の計画にはひとつの非常に大きな狂くるいがあった。ドラゴンギルドを破は壊かいさせるために送り込んだオリビエがギルドにつくなどと、レンヴィートルは夢にも思っていなかっただろう。奴にとってこれ以上の痛手はない」

「ほんとだ、愛いとしのオリビエに振ふられちゃってかわいそう。ざまあみろだね」

　脚を組んだサリバンが意地の悪い顔をしてフフッと笑う。

　リーゼはパイプを陶とう製せいの置き台に載せた。

「オリビエが言っていた、第三王子のエウリック殿下は〝魅み了りよう〟の魔力に侵おかされていると。昨夕、宮殿群で会った殿下は洗脳のされかたが酷ひどく、言葉も動きも不自然で操あやつり人形のようだったと」

「なんだって……!?　それならアゼル殿下もケネス殿下も洗脳されてしまっている」

「サージェントはこのあいだうちにきたとき、殿下たちのレンヴィートルに対する態度について『気に入るというよりは崇すう拝はいに近い。短期間でああも変わるものか？　おかしい』と話してただろう。おまえの読みが当たっていたということだ」

「三人の王子さまって、リシュリーをいじめてた子たちでしょ？　ほっといていいんじゃない？」

「いや、王家の者が奴の魔力に侵されているのはさすがに看過できない」

「ほっといていいのは今だけで、殿下たちはいずれレンヴィートルから離して魔力を解く。問題はアルカナ大帝だ、陛下が〝魅了〟の魔力にかかっているとなればかなり厄やつ介かいだ。俺は操られてないと思っているんだが、どうだ？」

「四日前にお会いしたときは、特になにも。おかしな様子は見受けられなかった。次にお会いするとき今一度よく確認して、もし操られているとわかったらリーゼにすぐ連れん絡らくする」

　リーゼはうなずき、自身のテール・コートへ片手を伸のばした。

「レンヴィートルがオリビエに宛あてたメモを預かっている。オリビエは握にぎり潰つぶして屑くず籠かごに捨てたそうだが、些さ細さいなことでも手がかりになるならと、さっき俺のところに持ってきた」

「どんな内容だ？」

「三行と短い。だが非常に重要だ。オリビエはこれを三日前に受け取った」

　皺だらけの便びん箋せんをテール・コートの内ポケットから取り出し、ローテーブルに広げる。

　サリバンとサージェントが身を乗り出して便箋に視線を落とした。





私のオリビエ

四年も待たせてしまったことをどうか許してほしい。

二週間後に、迎むかえに行くよ。






　リーゼはこの三行を読み、一斉蜂起の決行日と場所を確定させた。

　驚おどろかなかったと言えば噓うそになる。この日に狙ねらいを定めてくるとは思っていなかった。

「二週間後に、魔ま狼ろうのあの仔がオリビエを迎えにくるの？　ギルドに？」

　メモを見て小首をかしげるサリバンに説明する。

「レンヴィートルがオリビエの変心を知ったのは昨日だ。これを書いたときはまったく気づいてない。この【迎えに行くよ】は、アルカナ王家鏖おう殺さつと帝てい国こく軍殲せん滅めつを果たしたレンヴィートルが、同日、ドラゴンギルド破壊に成功したオリビエを迎えに行く、という意味だ」　>>>♥

「一いつ斉せい蜂ほう起きの日に迎えに行くってことだね。つまり二週間後に蜂起する……」

「オリビエはこのメモを三日前に受け取った？　……ちょっと、待て。そこから二週間後は……、マリーレーヴェ王女の──」

　眉まゆをひそめるサリバンも、これ以上ないほど瞠どう目もくするサージェントも、蜂起の決行日を確定させた。

　グシャッと紙の潰れる音が立つ。

　サージェントが便箋を鷲わしづかみにして声を荒あららげる。

「レンヴィートルはマリーレーヴェ王女の成人祝賀式典で一斉蜂起を決行するつもりか！」

「蜂起場所はアルカナ大帝の宮殿群内、謁えつ見けんの大広間ということになる」

「最悪だね。本当に、最悪だ」

「マリーレーヴェ殿下の、喜ばしい日に……なんということをっ。奴はアルカナ王家と帝国軍のみならず、国内外から参列する大勢の賓ひん客きやくまで殺傷の対象にしている！　王家の式典の場を選ぶなど正気の沙さ汰たではない！　あまりにも常じよう軌きを逸いつしている……！」

「式典を止める」

「そんなことできるはずがない！　レンヴィートルの正体は魔物で蜂起を企くわだてているから祝賀式典をやめてくれと陛下に進言するのか？　誰だれが信じる？　俺たちが不敬罪で罰ばつせられて終わりだっ」

「らしくねえなサージェント、少し落ち着いたらどうだ」

「落ち着いてられるかっ」

　便箋がローテーブルに叩たたきつけられ、孔雀緑のマントが揺れる。

　憤いきどおるその顔は魔物ヴアンパイアではなく、法務将校のものだった。

「決行日に気づいたときリーゼはなにも思わなかったのか？」

「驚いたよ。まさかこの日に合わせてくるとはな。質たちが悪すぎる」

「ぼくも、なんでもない普ふ通つうの日に蜂起するものだと思ってた。あの仔を舐なめすぎてたな」

　サリバンが表情を硬かたくする。

　サージェントは嘆なげかわしいとばかりに片手で顔を覆おおった。

「祝賀式典まであと十日だ、どうすればいい……アルカナ王家と約三百人の賓客をどうやって守れば……」

「奴やつがやろうとしてる〝魔物が人間を狩かる新時代〟の確立は、単なる暴動じゃない。厄やく災さいだ。式典の中止が、レンヴィートルを止める唯ゆい一いつの方法だと思わねえか？」

「中止にできるものならしたい。だが、如何いかなる理由があっても陛下は御ご息そく女じよの祝賀式典を取りやめにはしない」

「………。わかった。少し考える」

「リーゼ、なんとか良案を──」

　隣となりに座るサリバンが唇くちびるに人差し指を当て、サージェントに「シー」と伝える。リーゼはまぶたを閉じた。

　式典を取りやめる以上の良案はない。中止にできないのであれば、当日、式典が執とりおこなわれる謁見の大広間を全十三機の竜りゆうで守り固めるだけだ。アルカナ大帝から警固の直接命令を受け、竜たちを然しかるべき場所に配置することで、レンヴィートルへの牽けん制せいにもなる。

　しかしこれに至るまでには障しよう壁へきがある。

　アルカナ王家と結社ドラゴンギルド、巨きよ大だいな岩山を挟はさんで背中合わせに存在する両者の関係は非常に希き薄はくで、数年にわたってやりとりが途と絶だえるほどだった。

　事の発ほつ端たんは五十年以上前に遡さかのぼる。魔物狩りを発案したのは、産業革命勃ぼつ興こうの熱気と栄えい耀よう栄えい華がに酔よい痴しれる当時の政府と、そして先の大帝だった。

『ドラゴンギルドの竜を狩ったとき、アルカナ・グランデ帝国は滅亡する』──ジゼルが不ふ朽きゆう不滅の呪のろいとドラゴンギルドを遺のこしたことに先帝は怒いかり狂ったという。リーゼは一度も謁見しないまま、ギルド創立から十五年後に大帝崩ほう御ぎよの報しらせを聞いた。

　先帝の影えい響きようは未いまだ色いろ濃こく残っていて、ドラゴンギルドは創立以来、王家の式典に参列したことがなく、式典の警固を許可された事例もない。

　だが、関係は希薄ながらも状じよう況きようは変わりつつある。一角獣の血に目覚めたリシュリーを魔物狩りから遠ざける計画を共有し、サージェント法務将校の仲立ちが得られる今なら、式典の警固が叶かなうはずだ。否いな、実現してみせる。

　ただ願うだけでは無理だろう。アルカナ大帝から式典警固の直接命令を下してもらうためには、こちらの手の内を見せる必要がある──。

「………」

　まぶたを開くと、片眼鏡がカチャリと鳴った。

　脚あしを組むサリバンは自身の腿ももに頰ほお杖づえをついている。サージェントは微び動どうだにせず、リーゼの言葉を待っていた。

「帝国軍の末端に位置する我が社に、式典警固の命令は永久におりてこない。従って、マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典の警固を、大帝に願い出る。陸軍元げん帥すいの権力が及およばないことが重要で、獲かく得とくすべきは〝アルカナ大帝陛下の直接命令〟のみだ」

　サリバンとサージェントは揃そろってうなずく。

　そしてリーゼは、鮮せん血けつ色の瞳ひとみの法務将校を見み据すえて言った。

「サージェント。──自分が吸血鬼だということをアルカナ大帝に伝える覚かく悟ごはあるか」

「なん、だって……？」

「式典を取りやめないならそれでいい、だが陛下には真実を認にん識しきしたうえで式典に臨のぞんでいただく。サージェントが真の姿を呈ていすることで、魔物が宮きゆう殿でん群に潜せん入にゆうしている事実と、魔狼の一族がすでに命を奪うばえる距きよ離りまで迫せまっているという危機を、陛下自身の目で確かめてもらう。ドラゴンギルドが守護することになっても、アルカナ大帝だけはこのかつてない脅きよう威いを知っておくべきだ」

「リーゼの言うことは理解できる。……だが、しかし」

「それはさすがにサージェントがかわいそうだよ」

　言葉に窮きゆうするサージェントの代わりにサリバンが口を開いた。

「魔狼のあの仔こに知られただけでも危険なのに、王さまにまでばらすなんてただの自滅行こう為いじゃない。法務将校じゃいられなくなるよ。サージェント、きみもばかだなあ、ヴァンパイアの魔力を使わなくても余よ裕ゆうで相手できたでしょ？　魔狼なんかのために長年の努力をふいにしちゃってさ……」

「レンヴィートルに知られたからこそアルカナ大帝に明かす。少しでも早いほうがいい」

「どういうこと？」

　サージェントの考えや逡しゆん巡じゆんが、リーゼにはよくわかる。

　サリバンの言う通り、彼は人間に擬ぎ態たいしたままでも魔狼を押さえることができた。それでも吸血鬼の姿でオリビエ奪だつ還かん班の指揮を執ったのは、魔物としてレンヴィートルへの強い怒りがあるからだ。

『凶きよう悪あくな巨大組織の中ちゆう枢すうを知ることが、魔ま物もの狩がりから同どう胞ほうを守る手段になる』──その信念を胸に、単身で帝国軍へ潜入した十八歳のヴァンパイアにとって、アルカナ王家は憎にくみこそすれ、守護の対象ではなかった。しかし十年のあいだに思し惟いや感情の移ろいがあったのだろう。マリーレーヴェ王女の祝賀式典が蜂起の決行日に選ばれたことに、法務将校の顔をして憤ったのが証あかしだった。

　正体を明かしてしまえば、アルカナ大帝を近くで守ることができなくなる。それがサージェントをためらわせている。

　リーゼは身体からだをほんのわずか前ぜん傾けいさせた。

　両耳のピアスと、後頭部の高い位置で束ねた髪かみが揺ゆれる。

「俺が恐おそれているのは、レンヴィートルがサージェントの正体をアルカナ大帝に密告することだ。陛下が信じなくても、奴は『召しよう致ちしてくだされば魔物であることを証明する』なとど言葉巧たくみに誘ゆう導どうするだろう。サージェントが召致された部屋で軍人たちに囲まれ、陛下の前で真の姿を暴あばかれたら、なにもかもが終わる」

「今この瞬しゆん間かんにも魔ま狼ろうが王さまに告げ口してるかもしれないってこと？」

「その可能性が零ゼロではないから、早いうちにサージェント自身からアルカナ大帝に明かすほうがいいんだ。俺とサリバンが立ち会う。絶対に狩らせない、竜に守らせる。サージェントの十年間の努力を決して無む駄だにしない」

「………。わかった。陛下に、真実をお伝えし……式典警固の直接命令をいただこう」

　硬い表情のサージェントは歯切れの悪い返事をして、サリバンは納なつ得とくしながらも唇を尖とがらせる。

　リーゼは、第三面が広がったままになっている新聞を畳たたみ、ふたたび第一面を見せた。

　声の調子をやや軽くして言う。

「さっきおまえたちが『帝てい都とじゅうがどんどん華はなやかに賑にぎやかになっていくだろうな』とか『マリーちゃんってすっごく綺き麗れいなんでしょ？』とか吞のん気きに喋しやべってたから、あとまわしにした件だ」

　そうして第一面の見出しを指さす。

【帝都の夜空を明るく照らしつづけた祝福の炎ほのお！　都民も見守る】

　指を見出しからずらして、記事の一部分をトントンと叩くと、サージェントがそこを読み上げた。

「竜結社の広報担当が筆頭バトラーのコメントを発表。成人祝賀式典が近づきました今こ宵よい、ドラゴンギルドはマリーレーヴェ王女殿下へ祝福の炎を灯ともすものであります──。……ん？　なんだこれは？」

「うちに広報担当なんていたっけ？　だあれ？」

「レスターに決まってるだろ。テオはガチガチに緊きん張ちようして話にならんし、ジュストは『絶対に絶対にイヤ！』と言っていた」

「へぇ、ジュストが駄々こねるなんて珍めずらしいね。リーゼくん、すぐ『わかった、わかった』って引き下がったでしょ？　ジュストに嫌きらわれて、父さんって呼んでもらえなくなったら立ち直れないもんねー」

「………」

　当件にリーゼの私的なあれこれはまったく以もつて関係ない。余計なことばかりぺらぺら喋る唇をぎろりと睨にらみつけると、飄ひよう々ひようとした風竜シルフイードはおどけて肩かたをすくめる。

　記事を読み終えて新聞から目を離はなしたサージェントは、笑っていた。

「これは驚おどろいたな、【祝福の炎】を最初に言ったのが筆頭バトラーだったとは」

　リーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らし、ニッと笑い返す。

「オリビエによるドラゴンギルド破は壊かいが不可能となった今、レンヴィートルは自身が言った通り『帝国軍を使し役えきしてギルドを潰つぶす』以外に手段がない。昨夜のナインヘルの炎は我が社を叩たたく充じゆう分ぶんな理由にできる。だから新聞記者たちへコメントを出した。これらの新聞は浮うかれ気分の帝都じゅうにばら撒まかれ、もちろんアルカナ大帝の宮殿群にも届いている。元帥と帝国軍は、王家への祝意を示したドラゴンギルドを糾きゆう弾だんできない」

「さすがリーゼくん。魔狼のあの仔、昨夜の炎は自分への当てつけだってわかってるよね。仕返しできなくて悔くやしいだろうなあ」

「いつこれを考えついたんだ？　同胞ながら恐ろしい男だよおまえは」

「一か月前に会ったとき、レンヴィートル元帥が宣のたまってたぞ、『ドラゴンギルドの存在意義はアルカナ・グランデ帝国への貢こう献けん』ってな。元帥閣下の仰おつしやる通りだ、我が社はこれまで以上に帝国に貢献し、アルカナ王家のために働こう。その一いつ環かんとして、王女の祝賀式典の警固をさせていただく」

「ええっ、王家に媚こびを売るの？　うそでも絶対いやだ」

「魔物たちが棲すむこの地をレンヴィートルの度が過ぎた悪ふざけから守護できるなら、いっとき媚を売るくらい安いもんだと思わねえか、サリバン？　アルカナ王家を守るのは、ただのついでだ」

「そりゃあ、ぼくはリーゼくんのためならなんでもするけどー……」

　リーゼは表情をあらためる。

　瞳を素す早ばやく巡めぐらせ、サリバンとサージェントを見据えて言った。

「大おお仰ぎようではなく、マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典はアルカナ・グランデ帝国存亡の命運を分ける日になる。こっちも形なり振ふりかまってられなくなった。やれることはすべてやる、媚だって売ってやるよ。サージェント、おまえにも厳しい決断をさせることになる。しかし陛下だけには、この国が空前の危機に直面していることをなんとしても認識してもらわねばならない。『竜りゆうに守らせる』と言ったが、俺は、サージェントが十年かけて築いてきたアルカナ大帝との信しん頼らい関係がおまえ自身を守ると信じている」

　何度も深くうなずくサージェントは、逡巡を消し去ったようだった。

　鮮あざやかな赤い瞳ひとみを銀ぎん灰かい色しよくに変え、「よし」と力強く言ってソファから立つ。声も表情も、孔雀緑のマントを翻ひるがえす仕草も、いつもの鷹おう揚ような法務将校に戻もどっていた。

「俺は総司令部へ戻って請せい謁えつの手続きをおこなう。俺だけならいつでも陛下にお会いできるが、リーゼとサリバンは正式な手続きを踏ふまないと難しい」

「悪いな。よろしく頼たのむ」

　リーゼも立ち上がった。陶とう製せいの置き台からパイプを取って咥くわえ、サージェントが執しつ務む室を出て行くところを見送る。

　すると扉とびらの前でサージェントがくるりと踵きびすを返した。

「どうした？　なにか話し忘れたことあったか？」

「いや。俺、リーゼたちと話したあと、アンバーと一いつ緒しよに屋や敷しきへ帰る予定だったんだが」

「やかましい、早く行け」

　片かた眉まゆを吊つり上げてパイプからぼっふぼっふと煙けむりを出すと、シルフィードとヴァンパイアが同時に「ははは！」と笑う。

「変わり身早すぎないか？　おまえ『竜に守らせる』と言ったばかりだろ？　御おん社しやの優ゆう秀しゆうな竜騎士ナイトを付けてくれてもいいと思うがなあ」

「そうだねえ、筆頭バトラーが『総司令部では単独行動は避さけたほうがいい』って言ってたし、いつ襲おそわれて正体を暴かれるかわかんないし。怖こわい、怖ぁい」

　信じられないことにサリバンがサージェントの肩を持った。

「サリバン、おまえ」

　おまえは可愛かわいい弟竜がスケベ吸血鬼の館やかたに何連れん泊ぱくもして腹立たねえのかよ──むかむかしながら壁かべに設置された伝声管へ大おお股またでどすどす向かって、「おい、俺だ」とつぶやく。

『はいっ、脱だつ衣い室です！』

　すぐに返ってきた潑はつ剌らつとした声はエリスのものだった。

「アンバーはまだ帰き還かんしてないだろ？　帰還してないよな？」

『帰ってきました！　軍服を着せ終えて、今は髪を乾かわかしてます』

「チッ」

『ええっ、なんでチッてするんです？』

「………。緊きん急きゆう案件だ、アンバーに任せる。任務内容は依い頼らい人の護衛。命を狙ねらわれているらしい、仕事場までついていってやれ。今から依頼人を脱衣室へ向かわせる。詳くわしい説明はそいつに聞け」

『イエス・サー？　──アンバー、緊急案件だよ！　護衛の仕事だって。よくわかんないけどリーゼさんすっごいでかい舌打ちしてた。緊急案件なのに報ほう酬しゆうが安かったのかなあ？』

　エリスの不思議そうな声が遠ざかる。

　リーゼは伝声管から離れ、黒くろ革かわの椅い子すにどかっと座った。

「割り増し料金、払はらえ。締しめて三千九百八十ペルラー（約七十万円）だ」

「ははは、安い安い。かの土竜ゲノムスは可愛らしくて真面目まじめでよく働くからなあ、ちょっと上乗せしようかな？」

　腹いせに吹ふっ掛かけたつもりだったのに。やたら金を持っているこの男に痛手はまるでなく、さらに腹が立っただけだった。

「ではまた連れん絡らくする」

　ソファでくつろぎはじめたサリバンが「またねー」と片手を軽く上げる。リーゼは、憎にくたらしいほどの満面の笑えみを向けてくるサージェントを「しっしっ」と追い払った。

　執務室の扉が閉まるなり、サリバンが機き嫌げんよく訊きいてくる。

「リーゼくんっ、今日のお仕事おしまい？　おしまいだよね？」

　シルフィードの金色の瞳は期待に輝かがやいていた。

「………」

　質問に答えずに、超ちよう絶ぜつがつくほどの美び麗れいな貌かおをじっと見み据すえ、そして考える。

　いずれ全従業員に説明するが、今、事の全容を把は握あくしているのはサリバンとサージェントとリーゼだけだ。

　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであと十日──帝てい都とじゅうが賑にぎやかさを増していくその陰かげで、かつてない脅きよう威いへのカウントダウンは静かに始まった。

　レンヴィートルが蜂ほう起きすれば直ちにドラゴンギルドの竜たちが抑おさえる。話は至ってシンプルだが、相手の思考や細かな動きは読みづらく、魔ま物ものが王家の式典で決起するともなれば、損害を最小限に止とどめても大事変になることに変わりはない。

　千八百年以上つづく帝国が迎むかえる難局を、古代からこの地に棲む彼女はどう感じているのだろう。

「どうしたの？　そんなに見つめられたらどきどきしちゃう。今のお顔もすごくかわいいね」

　にこにこ笑って言うそれを放ほうって、リーゼはつぶやくように訊たずねた。

「……ティアマトーさまは、この一連のことをどう思っているんだろうな」

「なぁーんにも思ってないよ」

　サリバンは気の抜ぬけた声で即そく答とうした。

　永生の竜母神ティアマトー──アルカナ・グランデ帝国が興おこる遥はるか前よりこの地に棲む虹にじ色いろのドラゴン。世界でたった一匹ぴきの雌めすの竜は、長く生きたのち己おのれの体内に虹色の卵を残し、朽くちていく。亡なき骸がらの中で孵ふ化かするのはティアマトー自身であり、これが〝永生〟と呼ばれる所以ゆえんだった。

　虹色の鱗うろこを纏まとう竜母神は生と死を永遠に繰くり返しながら雄おすの竜だけを生み、息むす子こたちに世界を守護させている。

　ティアマトーの息子が、ぼやきぎみに言った。

「ぼくらにすら何年も話しかけてこないし、一度だって会ってくれないんだよ？　魔ま物もの狩がりが始まって、魔女やほかの種族が絶ぜつ滅めつしたってティアマトーさまは姿を見せなかった。魔ま狼ろうの悪ふざけなんか心底どうでもいいんだよ。そんなこと気にするなんてリーゼくんらしくないね」

「確かにな……。自分たちでどうにかしろってことか」

「そう。彼女は世界に関かん与よしない。強きよう烈れつな守護の本能を卵に植えつけて、気まぐれに産み落とす。それだけだよ」

「でもジゼルは年に一回くらいティアマトーさまに会いに行ってた」

　パイプの火を消しながら話して、はっとなる。

　母親の名前をうっかり出してしまった。

　後こう悔かいしても遅おそく、シルフィードは綺き麗れいな貌を歪ゆがませて声を低くする。

「親友だからでしょ。昔は魔女がうじゃうじゃいたのに、よりによってあの女が親友だなんてどうかしてる。魔女とは思えない派手な格好ばっかして、声がでかくてうるさくて、ちゃらちゃらしてるあの女のどこがいいんだ、ほんと信じられない」

「………」

　普ふ段だんリーゼの口の悪さを注意してくるサリバンは、ジゼルの話をするときだけ驚おどろくほど言葉を荒あらくする。

　竜りゆうの一族で最も美しく端たん麗れいなシルフィードと最強位の魔女が犬けん猿えんの仲なのは大昔から有名だったらしく、リーゼは年長の水竜オンデイーヌサロメから『彼らは幼少のあなたを巡って完全に決けつ裂れつしました』と聞いた。

『サリバンとジゼルは似た者同士』は禁句──これは生前のジゼルを知るエドワード老やサロメやリーゼたちのあいだで暗あん黙もくの了りよう解かいになっている。

　それにしても、まるでさっき大おお喧げん嘩かしてきたかのような毒どく突づきぶりである。相手はとうに亡なくなっているのに、三十年ものあいだ同じ熱量で憎みつづけるのは、相当な気力が必要なのではないだろうか。腹立たしいことがあっても寝ねて起きたらだいたい忘れているリーゼには到とう底てい真ま似ねできない。

「あー、いっぱいしゃべって喉のどがカラカラ」

　リーゼの白けたまなざしに気づかないサリバンは、立ち上がって十五テナー（約二百センチ）近くある長ちよう軀くを「うーん」と伸のばした。

「冷たいの飲みたいなあ、バトラーの誰だれかにペアサイダー用意してもらおうっと。リーゼくんはなににする？　珈琲コーヒー？」

　訊ねてくるサリバンに「ふむ」と短く返し、ウェスト・コートのポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

　時刻は午後六時八分をさしていた。

　パチッと軽かろやかに蓋ふたを閉めて懐中時計を仕し舞まい、黒革の椅子から立ち上がる。

「少し早いが食堂に行こうぜ。夕飯食ってから残業する」

「うわあーっ！　また出た！　リーゼくんの『残業』、世界で一番きらいな言葉！　いやだっ、いやすぎる！」

「………」

　この風竜は、いつになったらリーゼの残業を日常のものとして受け入れるのだろうか。三十年も同じ反応を見せられるとさすがに飽あきる。

　本当に喉がカラカラなのか疑わしいほどの大声をあげるサリバンの、長い三つ編みの先を握にぎり、リーゼは食堂へ向かった。




　　　　†




　サージェントは翌日の夕方に電話をかけてきた。

『すまない、今日は謁えつ見けんの許可がおりなかった』

「わかった。明日あたりに可否が出そうか？」

『おそらくは。式典前の最後の警固会議が迫せまってるし、明日には許可が欲しいよな……謁見の許可がおりてもおりなくても、明日また電話する』

　さらにその翌日。

　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであと八日──。

　リーゼは黒革の椅子に座り、執しつ務む机に並べた三日分の新聞を見ていた。一昨日おととい、昨日、そして今日の新聞に、午前中の明るい陽ひ射ざしが一様に降り注ぐ。

【強ごう盗とう殺人またも発生！　金きん塊かい蒐集家コレクターで有名なグラハムズ発電所所長、絞こう殺さつ体で発見。夫人と子女、五名の使用人も全員死亡。七台ある大金庫はすべて空に】

【ベルガー商業地区区長、行方ゆくえ不明。早朝より捜そう索さく開始。商業組合の有志も動く】

【オーソルズ銀行の頭取一家、惨ざん殺さつ。金品を根こそぎ奪うばわれる。帝都警察の対応に疑問視】

　レンヴィートルによる有力者殺害はつづいていた。帝国経済の中心地であるベルガー商業地区まで押さえられたことに驚きを隠かくせない。

　──食えねえ野や郎ろうだ……。

　あの男の中で一いつ斉せい蜂ほう起きは成功するものと決まっていて、蜂起を完かん遂すいしたのちのことまで画策し、すでに動きはじめている。

　電気の供給を止め、経済を麻ま痺ひさせ、帝都と周辺都市を陥かん落らくさせればアルカナ・グランデ帝国全体が完全に機能しなくなる。そうして身動きが取れなくなった人々を無差別に殺あやめていくのだろう。

　激情や勢いだけで〝魔物が人間を狩る新時代〟を築こうとしているのではない。レンヴィートルには気味の悪い冷静さがある。

　だが焦あせりも見える。この数日はあからさまに要所を狙ねらいすぎていた。

「策を講じる時間が限られてるのはこちらも向こうも同じ……」

　レンヴィートルは可能な限り同どう胞ほうを宮きゆう殿でん群に潜せん入にゆうさせ、重要拠きよ点てんを押さえていく。

　リーゼたちは謁見を実現させ、アルカナ大帝の直接命令を獲かく得とくし、警固会議の出席へ漕こぎつけなくてはならない。

　連続強盗殺人も早いうちに片づけたかった。毎日のように死人が出るのは単に気分が悪い。

　祝賀式典を八日後に控ひかえてこの有様だ、一部の新聞記事には事件を収束できない帝都警察への批判が載のりはじめている。今日あたり追加の応おう援えん要よう請せいが来そうだが──。

　考えを巡めぐらせていると、ドラゴンギルドにアナウンスが響ひびいた。

『第二ゲートよりキュレネーが出動します。近くにいるバトラーはセーフエリアまで一いつ旦たん下がってください』

　アナウンスにつづいて、竜が飛び立つときに生じる空気の揺ゆれが、執務室へもかすかに伝わってくる。

　アナウンスの声はオリビエのものだった。仕事に徹てつする淡たん々たんとした声は、四年前も今日も変わらない。

「諜報員スパイ、か……」

　リーゼは黒くろ革かわの椅い子すの背せ凭もたれに上体を預ける。

　キィ、と小さな音が鳴る。

　一昨日の、食堂での会話を思い起こした。

『まさかリーゼくんが四年も見み抜ぬけなかったなんてね。ただただびっくりだよね』

　隣となりに座るサリバンはいつも通り先に食事を終えて、身体からだごとリーゼのほうを向く。リーゼはマフィンと山盛りのマッシュルームサラダと、大型の四角いオーブンプレートに詰つめられた三人分のコテージパイを食べていた。

『オリビエは魔狼のアルファの息がかかったスパイだ。四年間、ドラゴンギルドの内情を魔狼に密告してきた』──ガーディアンから伝えられた〝オリビエの告白〟は、リーゼにとって青せい天てんの霹へき靂れき以外のなにものでもなかった。

　オリビエはスパイ──いきなり聞かされた内容があまりにも突とつ飛ぴで、ガーディアンには悪いがすぐには信じられなかった。あとになってオリビエ自身の口から聞いても、冷徹で真面目まじめなバトラーと諜報員がどうしても結びつかない。

　見抜けなかったことには真っ当な理由がある。それを話す前に、サリバンが顔を近づけてきた。

『リーゼくんが今なに考えてるか、当ててみよっか？』

『……なんだよ』

　顔は動かさず横目で見ると、シルフィードは金色の長いまつげを揺らした。

『リーゼくんがオリビエをスパイと見抜けなかったのは、あの仔この仕事に取り組む姿勢に噓うそがなかったからだよ。クールでおくちは悪いけど幼生体には丁てい寧ねいに触ふれるから、おちびちゃんはみんな懐なついてる。どうすれば効率よく業務がまわるかを追求して、でもぼくらの相手は手を抜かないし、防護服のチェックはいっさい妥だ協きようを許さない。リーゼくんの好きなスタイルだよね。オリビエは相当な恨うらみを持ってギルドに来たらしいけど、かなり早い段階で心変わりしてたはずだよ。あの仔自身も気づけないくらい早くね。だからリーゼくんが見抜けなかったのは至し極ごく当然だった』

　考えていたことをそっくりそのまま言葉にされて、リーゼは口を真一文字に結び、ぱちぱちとまばたきを繰くり返した。サリバンが額をぐりぐり押しつけてくる。

『当たりー！　リーゼくんの考えてることだいたい全部わかっちゃう。だって大好きだもん』

『近ちけぇよ、食堂だぞ。ごりごりすんな』

　美しい顔面を片手でつかんで押し返す。

　サリバンは『きゃー、痛ぁい』と嬉うれしそうにしたあと、紅茶をひとくち飲んでティーカップをソーサーに置き、表情をあらためた。

『サージェントと三人で話してるとき、ぼく「愛いとしのオリビエに振ふられちゃってかわいそう。ざまあみろだね」って言ったけどさ……魔ま狼ろうのあの仔、オリビエのこと取り返す気満々だと思うよ』

『どういうことだ？　オリビエは奴やつに別べつ離りを宣言して、二人は決けつ裂れつしたってガーディアンが言ってたぜ』

　口の中をコテージパイでいっぱいにして訊たずねると、サリバンは『もぐもぐしながらしゃべらないの』と短く𠮟しかる。

『たとえばぼくが魔狼の立場だったとして、四年ぶりに再会したリーゼくんが攫さらわれたら普ふ通つうに取り返すもん。だってリーゼくんはぼくのものだから。魔狼もオリビエは自分のもので、別離の宣言なんか知らないって思ってるでしょ。まぁ四年も手放した時点で所有者を名乗る資格ないけどねえ。しかも敵地に送り込むなんて、ほんっとにサイテー。有ゆう翼よく種から空を飛ぶ自由を奪って、切断した翼つばさを抱だいて満足してるのは愛じゃない。ただの思い上がり、醜みにくい自己陶とう酔すいだね』

『………』

『好きな仔に優やさしくして、うんと甘やかして、いっぱいセックスして一いつ緒しよに気持ちよくなるのが最高なのに、瀕ひん死しの大おお怪け我がさせて激痛に苦しませてどうすんのって話。純じゆん粋すいに慕したってくれる仔ならオリビエじゃなくても、誰だれだってよかったんじゃないの。でも四年のあいだ離はなれて再会を果たしたっていう境きよう遇ぐうに酔よってるから、魔狼は自分のものであるオリビエを取り返す』

　しれっとした顔でレンヴィートルを滅め茶ちや苦く茶ちやに扱こきおろしたサリバンは、水差しを持ってグラスに水を注ぐ。

　リーゼが手を添そえたグラスの中で、ミントの葉がくるくると踊おどる。

『魔狼のあの仔が手段を選ばない危険思考の持ち主だってことはわかってるけど、ぼくらが考えてるよりも、もっとアブナイ仔だと思うよ。オリビエに、しばらくギルドから出ちゃダメって言うのはどう？　帝てい都との中心街やハーシュホーン通りにお使いがあるなら、ほかの仔に任せてさ。今はバトラーだけじゃ心配だから弟も一緒にね。そうしてもらったらガーディアンもぼくらも安心してギルドを空けられるよ、リーゼくん』

　サリバンは、驚おどろいて聞き入るリーゼの口の端はしに付いたミートソースを指で拭ぬぐい、まつげを伏ふせてそれを舐なめた──。

「……ああいうところ、あるよな」

　リーゼが気づかないことをさりげなく教えてくれるのは出会ったころから変わらない。

　かつてはリーゼが震ふるえを覚えるほどの、途と方ほうもない孤こ独どくを宿した冷れい酷こくな瞳ひとみをしていたが、それも見なくなって三十年以上が経たつ。

　端たん麗れいで飄ひよう々ひようとしていて、時折禍まが々まがしさも呈ていする、つかみどころのないシルフィード。彼の根底には、世界が消しよう滅めつしてもなお存在しつづけるであろうリーゼへの執しゆう念ねん深い愛と、竜りゆうの兄弟やバトラーへの思いやりがある。

　追つい憶おくをやめたとき、ちょうど電話が鳴った。

　ジリリ、ジリリ、という音は、外部からの電話を受けた事務室が筆頭バトラーの執務室へつなげるときのものだった。リーゼは受話器を取る。

『帝都警察のクレイグ警部からです』

　中ちゆう堅けんバトラーで現場主任のテオが短く言う。声が不ふ機き嫌げんな時点で用件は確かく認にんするまでもないが「警部はなんと言ってる？」と訊ねた。

『夜間警固強化のため竜を増やしてほしいそうです。もう無理ですよって言ったんですけど、筆頭バトラーに直接頼たのませてくれと言って聞かなくて』

「増やしてやれよ。二機な」

『えぇーっ、二機もですか？　夜間警固のシフトかっつかつでほんとに無理っすよ。警固の日が増えたらキュレネーやシーモアはすげえ悲しい顔するし、オーキッドは駄だ々だこねてサリバンやバーチェスはめちゃくちゃ文句言いますし』

　テオの本気の嘆なげきにリーゼは笑い、彼の口くち真ま似ねをする。

「かっつかつのシフトを調整するのが現場主任の仕事で、文句を聞いたり宥なだめたりして竜に現場へ向かわせるのがバトラーの仕事だ。やりがいあるじゃねえか。──二機は増やす、それ以上は無理だとクレイグ警部に伝えてくれ」

　先ほどより少し軽くなった声で『イエッス・サーア……』と奇き妙みような返事をするテオは、交代制勤務のスケジュールをうまく調整するだろう。リーゼは受話器を置いた。

　そして、壁かべにかけている鉞まさかりを見つめる。

　シルフィードの強きよう靭じんな鱗うろこでできた鉞には〝LIESE〟の名が刻まれていた。

「………」

　鉞を手に取る日は──アルカナ・グランデ帝国存亡の命運を分ける日は、否いやが応でも迫せまりくる。

　リーゼに恐きよう怖ふは皆かい無むだが、悔かい悟ごの念があった。

『あのヘーゼルの瞳、魔物や人間を洗脳する魔力を持っていたとして……存外、身近にいる種族かもしれない』

　サージェントの言葉と、西の最果てに棲せい息そくする大だい蛇じやの一族。情報が揃そろっていたにもかかわらず、〝デュシス・エンドの治者、魔狼〟に辿たどり着けなかった。

　魔狼のアルファが生まれ育っていることさえ知らなかった。当然だろう、結社の運営と激務にかまけて、目を向けようとしてこなかったのだから。

　魔海域に始まり、デュシス・エンドや南方セントミルス諸島も、ほかの地も、リーゼの目とドラゴンギルドの守護が行き届いていない場所が多くある。翼を失なくしたオリビエの背を見るたび、その現実を突つきつけられる。

　リーゼはレンヴィートルを絶対に許さない。

　だが、デュシス・エンドの魔物たちを復ふく讐しゆうに駆かり立てたのは、まちがいなくリーゼと竜の一族の落ち度だ。

〝魔物が人間を狩かる新時代〟は、魔物狩りで深く傷ついた数多あまたの同どう胞ほうをさらなる不幸に陥おとしいれる。あらゆる手段を尽つくし、必ずレンヴィートルを抑よく止しする。しかし──。

『式典の中止が、レンヴィートルを止める唯ゆい一いつの方法だと思わねえか？』

　リーゼは一昨日おととい言った自身の言葉に疑問を持っていた。

　物理的に止める以上に、然しかるべき手立てがあるのではないだろうか。

　もっと根本的な──すぐにでも思い浮うかびそうなそれを探さぐろうとしたとき、ふたたび電話が鳴った。

　リーン、リーン、という音は外部からこの執しつ務む室に直接かかってくるときのものだった。

　にわかに気が逸はやる。直通の電話番号を知っているのは数名で、最近かけてくるのはサージェントしかいない。アルカナ大帝に謁えつ見けんは叶かなうだろうか。リーゼは受話器を手に取るなり「もしもし、どうだ？」と訊きいた。

　受話口から聞こえてくる声はいつも通り快活で、そして弾はずんでいた。

『謁見の許可がおりたぞ！　明日の午後二時より、場所は略式の間、謁見時間は三十分のみだ』

「助かった、ありがとうサージェント」

『許可がおりるとしても夕方だと思っていたが、早かったな！　ただ、ひとつ、サリバンも入室可能だが極力下がってくれ。陛下は少人数の中に竜がいることに強い難色を示されたと、秘書官から伝えられた』

「わかった、下がらせる」

『式典の警固会議は残り一回、明々後日しあさつてだ。たった三十分で陛下を説得できるか？』

「三十分で説得できなけりゃ何時間かけても結果は同じだろう。サージェントはどうなんだ、少しでも迷いがあるなら陛下に真実を明かすのはやめておいたほうがいい。おまえの安全を確保するために式典前日まで毎日竜を派は遣けんする」

『今さらだな。迷ってるならこんなに急せいて電話しない。竜の派遣はいつでも歓かん迎げいだが。ほら、まっすぐの赤毛とそばかすが最高に可愛かわいい、真面目まじめで働き者のゲノムス、いるだろ？　彼にまた護衛を頼みたいな』

　冗じよう談だんを言って笑う声には確かな覚かく悟ごが含ふくまれている。リーゼもつられて小さく笑い、そのあと訊ねた。

「レンヴィートルはどうしてるか、わかるか？」

『目立った動きはいっさいしてない。元げん帥すいのスケジュール通り行動している。蜂ほう起きの直前まで〝レンヴィートル陸軍元帥〟を演じきるつもりなんじゃないか』

「だろうな。昨夜も一昨夜も事件を起こしやがって。さっき帝都警察から追加の応おう援えん要よう請せいがあった。今夜から竜を二機増やす」

『式典の警固会議の出席まで漕こぎつけたら、事件を片づけられそうか？』

「ああ、始末するつもりだ。──明日、まず祝賀式典の警固を願い出る。陛下が承しよう諾だくしてくださる可能性もあるからな。不要と言われたら、そのときに……擬ぎ態たいを解いてくれ」

『わかった。そうしよう』

「今日一日、午後からも気をつけろ。レンヴィートルに召しよう致ちされても絶対に応じるなよ」

『大だい丈じよう夫ぶだ、召致される気配はない。もし連行されそうになったらドラゴンギルドへ駆け込むよ。──では明日の午後一時三十分に、獅し子しの門で落ち合おう』

「冗談ではなく本気で駆けてこい。では明日」

　受話器を置く。「よし……」という声が、おのずとこぼれる。

　難関は謁見の可否だった。請せい謁えつが拒きよ否ひされれば難しい状じよう況きようになっていたが、顔を合わせて話せるなら此方こちらのものだ、サージェントと二人がかりで必ずアルカナ大帝を説き落とす。

　リーゼは三本の伝声管が設置された壁へ向かい、事務室へ通じる伝声管の蓋ふたを開いた。

「テオいるか？」

『はい、テオです』

「いくつか仕事ができた。オリビエにも話があるから一いつ緒しよに来い」

『イエス・サー』

　執務机に戻もどって、結社の紋もん章しよう入りの紙をトレイから引っ張り出し、万年筆をさらさらと走らせる。

　ほどなく扉とびらがノックされ、「どうぞ」と返事をした。

「失礼します」

　テオとオリビエが並んで執務机の前に立つ。

　黒くろ革かわの椅い子すに座ったままのリーゼは、手ぶらの現場主任と、手帳を持つ防護服担当者を順番に見上げ、心の中で吐と息いきをついた。

　──こいつをスパイと見み抜ぬくのは至難の業わざだろ……。

　結社の紋章が箔はく押おしされた手帳を開き、すでにペンを構えているオリビエの、きりっとした表情を見ながら思った。

　三機の幼生体が過ごす飼育小屋で作業をしていたのだろう、オリビエはウェスト・コート姿でシャツの袖そでを捲まくっている。手て袋ぶくろをつけていない左手の薬指には、一昨日まではなかった深緑色の指輪が嵌はまっていた。

　美しい煌きらめきを放つ指輪はガーディアンの鱗で作られたものだ。

　執着、束そく縛ばく、支配、所有──これらは孤こ独どくを抱かかえて長い時を生き抜き、純血種を保持するため一代で死んでいく竜特有の行動様式で、彼らは本能に従い、所有すると決めた者に己おのれの鱗をつける。

　所有の証あかしをつけられた者にそれを外す自由はなく、鱗を通して行動を透とう視しされるという恐おそろしい一面もあるが、竜りゆうの鱗は世界で最も強力な守しゆ護ご符ふでもあった。

　──完全にガーディアンに守られてるならまったく問題ない……が、念には念を入れるべきだな。

『オリビエに、しばらくギルドから出ちゃダメって言うのはどう？　帝てい都との中心街やハーシュホーン通りにお使いがあるなら、ほかの仔こに任せてさ。今はバトラーだけじゃ心配だから弟も一緒にね。そうしてもらったらガーディアンもぼくらも安心してギルドを空けられるよ』

　竜の兄弟やバトラーたちを自然体で大切にするサリバン。

　彼の言葉を思い出したリーゼは、ガーディアンの鱗をつける早さにあきれつつ、同時にありがたく思いながら言った。

「オリビエはしばらく結社の敷しき地ち内から出るな。人間に擬態した魔ま狼ろうがどこに潜ひそんでおまえを狙ねらってるかわからねえからな。従業員以外の者との接せつ触しよくを断たて。一週間ほどだ、可能だろう？」

「はい、大丈夫です」

　オリビエは即そく答とうしたあと、しまったという表情をして訊たずねてくる。

「ギルド内でなら社外の魔物と会っても問題ありませんか？　数日中に防護服業者が来ます。前回の定期商談、俺の都合でなしにしてもらったんで、今回はきちっと打ち合わせしておきたいんです」

「ああ、定期商談はかまわない。──テオ、全機の竜に『本日から一週間、オリビエを伴ともなっての外出禁止』と言っとけ。俺からの業務命令だと。脱だつ衣い室に貼はり紙がみもな」

「イエス・サー」

「同様に一週間、バトラーも単独での外出を控ひかえろ。社外に出るときは近場であっても必ず竜に同行を頼たのめ。あいつら喜んでくっついていく」

「イエス・サー」

「それと、俺は明日アルカナ大帝の宮きゆう殿でん群へ行くことになった。サリバンもだ、明日の通常任務から外せ」

「ぐわーっ！　かっ、完かん璧ぺきなスケジュールが!!」

　いきなり大声をあげるテオに、びくっとしたオリビエはなんとも言えない表情になり、リーゼはまぶたを半開きにした。この中ちゆう堅けんバトラーは任務スケジュールが崩くずれた途と端たん、見ているほうが白けるほど大おお仰ぎように慌あわてふためく。

　そろそろ余よ裕ゆうを持って対応できるようになれよ現場主任──リーゼはさらに目を細めて容よう赦しやなくたたみかけた。

「あとひとつ、本日中に魔物たちへ通知書を郵送する。王女の祝賀式典へ向けて、各地、警察による警けい邏らが強化され、帝国軍は地方で小規模の魔物狩りを繰くり返している。人間に擬態できない者は当然のこと、擬態できる者も、式典終しゆう了りようまでむやみに外をうろつくなと。通知書は各顧客クライアント、ハーシュホーン通りの商業組合理事長、レト・ルー・ヴァニアの四大名家と、サージェント卿きように。フェンドールはリシュリーが指示してるだろうから省く。これが下書きだ、タイプライターで清書を。魔物通りへは竜に届けさせろ、ほかは郵便を使え。地方都市の顧客とレト・ルー・ヴァニアは速達」

　書類を差し出したがテオは固まっていて、代わりにオリビエがそっと受け取る。

「おい、聞いてたか？」

　竜を何機動かせばサリバンの任務まで遂すい行こうさせられるか、脳内でスケジュールを必死に組み直しているのだろう、固まったまま遠い目をするテオに、「あの、主任。俺メモしたんで大丈夫ですよ……」とオリビエがつぶやいた。




　　　　†




　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであと七日──。

　竜たちが任務地へ飛び立った正午過ぎのドラゴンギルドは静かで、さわさわという小さな葉音が風に乗って執しつ務む室へ入ってくる。大窓の向こうでは眩まばゆい新緑が、夏の盛さかりが待ちきれぬとばかりに枝葉を広げていた。

　よっつある窓のうちのふたつを開けたのは、魔物専門の医師で中堅バトラーのジュストだった。昼食を済ませたサリバンとリーゼは順番に身なりを整えてもらう。

「ボス、制服やタイを新調するの久しぶりじゃない？」

「そうだな」

「謁見があってよかったよ。謁見がなかったらずっとくたくたの制服着られるとこだったね、ってエリスと話してたんだ」

　七歳からギルドで暮らしている最古参のバトラーは非常に手て際ぎわがよく、お喋しやべりをしながら無む駄だのない動きでアスコットタイを結ぶ。ジュストはエリスが用意した真新しいテール・コートを持ってうしろに立ち、リーゼはそれに腕うでを通した。

　軍服を着せられるあいだおとなしく立っているサリバンは、昨日に伝えておいた『入室可能だが極力下がってくれ』というサージェントの言葉を思い出し、不平を並べる。

「なんでぼくだけ部屋の隅すみっこにいなきゃなんないの？　感じ悪いな。王さまってば、竜は急に嚙かみつく生き物だとか思ってるわけ？　ぼく、もうちょっと紳しん士しだけど」

「これまでのアルカナ王家とドラゴンギルドの関係を振ふり返れば、たった四名の中に王と竜がいるのは大した進歩だと思うぜ？」

　リーゼが宥なだめてもサリバンは唇くちびるを尖とがらせたままなのに、ボタンを留めたりベルトを締しめたりするジュストが蜂はち蜜みつのような甘い声で「ほんの三十分の我が慢まんだよ。ね？」と言うだけでへらっと笑う。

　指を絡からませるように丁てい寧ねいに手袋を嵌められると、風竜はすっかり上じよう機き嫌げんになって、着せてもらったばかりの軍服に視線を落とした。

「はぁ、ぴったり気持ちいい。軍服着せるの、昔からずっとリーゼくんが一番上手だったけど、とうとうジュストに抜かされちゃったね」

「ほんと？　すっごく嬉うれしい」

「じつにいいことだ。バトラー全員に抜かしてもらわねえとな」

「ジュストの次に上手うまいのはね、エリスだよ」

「やっぱり軍服と制服の担当だけあるね」

「そうそう、エリスに着せてもらうとさあ、同じ軍服なのにお洒落しやれな感じになるから不思議だよね。一番下手へたなのはテオ。どうしてだろ、現場をまわすのはなかなか上手なのに、軍服着せられたらびっくりするくらいゴワゴワ」

「最高の適材適所じゃねえか」

「あははっ……」

　軽快に笑うジュストのアプリコットオレンジの髪かみが、心ここ地ちいい風に吹ふかれて揺ゆれる。

　このあと重要かつ緊きん張ちようの三十分が待っているとは思えないほどに、穏おだやかな時間が流れていく。

　促うながされて丸椅い子すに座ると、肩かたに理り髪はつ用のケープがかけられた。ジュストはリーゼの髪留めを外し、櫛くしで髪を梳すいて崩れにくいポニーテールを結ぶ。

「あーっ、いいなぁ。ジュスト、ぼくも編み直して」

「今朝ボスに編んでもらったものでしょう？　今のままで綺き麗れいだよ」

「だめだよ、ゆるゆるすぎるのがイヤ。リーゼくんってば、ここ何年か編むの雑でさあ。十八歳のときは『幸せになれんだったら毎日いくらでも編んでやるよ。俺もサリバンの綺麗な髪を整えるの好きだ』って言ってたくせにさ」

「わぁ、なになに？　その素す敵てきな話！　もっと詳くわしく聞きたい」

　またも余計なことばかり喋る唇をぎろりと睨にらみつけると、サリバンは眉まゆを吊つり上げ「だってほんとだもんっ」と珍めずらしくむきになって言い返してくる。

「だったら今じゃなくて編んだときに『もうちっと丁寧に編め』って言えよ。だいたいな、三十年以上も前の会話を一言一句憶おぼえてることがどうかしてる──」

「はいはい、ボスは完かん了りよう。サリバンと交代ね」

　睨み合った瞬しゆん間かんにケープを外され、両肩をポンと叩たたかれて丸椅子を追い立てられた。

　サリバンが「わぁい」と空いた丸椅子に座る。リーゼのほうが、身なりを整えてもらう時間が短いと思うのだが。

　しぶしぶ黒くろ革かわの椅子へ移動して新聞を広げる。

　ジュストはあっという間に美しい三つ編みを結ゆい、丸椅子から立ってソファに腰こしかけたサリバンの隣となりに軍ぐん帽ぼうを置いた。

「リボンは帰ってきてからにしようね。喉のど渇かわいたりしてない？　なにか飲む？」

「ううん、もうすぐ出るから大だい丈じよう夫ぶだよ。あとでジュストが淹いれてくれたアップルティー飲みたいな」

「じゃあアップルティーの準備しておくね。今日のケーキはチーズタルト、胡桃くるみとチョコレートのケーキ、バターケーキだって。チーズタルトと合わせる？」

「そうする！　ジュストありがとー」

　美み魔まは小さくうなずいて、ケープを腕にかける。そうして紫むらさきと桃もも色いろの瞳ひとみを細め、極ごく上じようの微び笑しようを向けてくる。

「ボス、サリバン、行ってらっしゃい」

　まことに残念なことに、ジュストは櫛や香こう油ゆを載のせたトレイと丸椅子を持って執務室を出て行った。

　リーゼに隙すきを与あたえず自分だけ息むす子こに甘えたくせに、サリバンは扉とびらが閉まった途端こちらを向いてにっこり笑う。

「リーゼくーん。早く、膝ひざ枕まくらして」

「ソファに寝ね転ころがって軍服が着崩れてジュストに嫌きらわれてもいいなら膝枕してやる」

「ちぇーっ。たいくつ……やっぱり今から紅茶淹れてもらおうかな……」

　ぶつぶつとぼやくのを放ほうって新聞を読む。

　式典でマリーレーヴェ王女と妹君がどのようなドレスや宝ほう飾しよく品ひんを身につけるかなど、華はなやかな特集が組まれている第一面の裏で、第三面には連続強ごう盗とう殺人事件の新たな犠ぎ牲せい者しやの名が載っていた。

　レンヴィートルは冷静に計画を進めている。気味の悪い冷静さの向こうに、若い魔ま狼ろうを突つき動かす本質が見え隠かくれする。

　あの男を物理的に止めるよりも、もっと然しかるべき手立てがあるのではないだろうか──昨日は見み出いだせなかった、自問の答えをふたたび考えはじめたとき、膝枕も紅茶も諦あきらめて静かにしていたサリバンが急に大きな声を出した。

「あれっ!?」

「どうした」

　振り返って大窓を見る竜りゆうの目の、縦長の瞳どう孔こうが限界まで狭せまくなる。

　窓の外に集中するサリバンは口早に言った。

「ファウストが来るよ、リシュリーを乗せてる」

「なんだって？」

　ドラゴンギルド・フェンドール支社の従業員たちの名に驚おどろく。王女の祝賀式典までに来させると決めているが、彼らの優先事じ項こうはデュシス・エンドの現状調査で、本社に呼ぶ日時はまだ伝えていなかった。

　しかしサリバンが兄弟の感知を誤るはずがなく、帰き還かんの時間帯でもないのに発着ゲートからテオのアナウンスが聞こえてくる。その内容は通常と異なっていた。

『……ちがう、ファウスト、そっちは無理だっ、第三ゲートに入れ！　──第三ゲートにファウストが着陸する！　近くにいるバトラーはセーフエリアまで下がれっ』

「ほらね、来たでしょ」

「どうなってやがる……」

　ドスンッ！　という、作法を体得しきれていない荒あらい着地音はまちがいなくファウストのもので、状じよう況きようがつかめないうちに伝声管からジュストの声がした。

『ボス？　ファウストくんとリシュリーちゃんが到とう着ちやくしたよ。どうして昨日のうちに教えてくれなかったの？　まさか忘れちゃってた？』

「来るなんて聞いてない」

『えっ、どういうこと？　大きなトランクよっつ持ってきてるよ。長期滞たい在ざいする感じの荷物の量──』

「ファウストは洗せん浄じようとオーバーホール後、脱だつ衣い室で待機。リシュリーに今すぐ執しつ務む室へ来いと伝えろ」

『イエス・サー』

　リーゼは腕うでを組み、扉のほうを睨みつける。

「あんまり怒おこらないであげてね……でも、まあ、ひとこと連れん絡らくがあってもよかったかな……」

　どっちつかずのことをつぶやくサリバンが「うーん」と困った顔をする。

　リシュリーは全速力で走ってきたようで、三十秒も経たたないうちにノック音が鳴り、「入れ」と言うなり扉が開いた。

「失礼するっ……」

　支社の責任者の姿に、リーゼとサリバンは揃そろって目を瞠みはる。

　リシュリーは本社から支給しているバトラーの制服ではなく、フェンドール公こう爵しやくの黒衣を着ていた。

　立たち襟えりがついた膝ひざ丈たけの上着にはドラゴンギルドの紋もん章しようとフェンドール公爵の紋章、ふたつのエンブレムが輝かがやく。ベルトと細身のパンツ、長ちよう靴かも手て袋ぶくろまでもすべてが黒色で、白金髪プラチナブロンドの眩まばゆさが際きわ立だっていた。

　そのプラチナブロンドの前頭部からは一本の角が生えている。リシュリーは、ギルドに来たばかりのときは隠すことに必死だったユニコーンの角を、今はまったく隠そうとしない。駆かけてきた勢いのまま執務机へ近づく。

「リーゼっ、勝手なことをして、本当にすまない──」

「なにしに来た」

　腹に響ひびく声で静かに一いつ喝かつする。

　わずかに怯ひるんだリシュリーが足を止め、サリバンが立ち上がる。

　リシュリーは怯みを抑おさえ、リーゼをまっすぐ見て言った。

「魔狼から父上をお守りするために、来た」

「ほう。どうやって守る？　アルカナ大たい帝ていに『姿を見せるな。次は狩かる』って言われたのを忘れたのか？　二度と陛下の前に姿をあらわさないと誓ちかったのは誰だれだ？」

「──私、はっ……、誓いを破る……それほどに事態は深刻で、一刻の猶ゆう予よも許されない。今こうしているあいだにも魔狼の最上位アルフアが陛下に忍しのび寄っている。最後は陛下に狩られてもかまわない、お傍そばでお守りしたい！」

「じゃあ好きにしろって俺が言ったらおまえはどうするんだ？　ファウストを連れて今から宮きゆう殿でん群へ乗り込むか？　軍人どもは侵しん入にゆう者である二匹ひきの魔物を嬉き々きとして狩るぞ。おまえたちが所属しているドラゴンギルドは激しい糾きゆう弾だんを受け、解散に追いやられる」

「そのようなことをするつもりはないっ、私はリーゼの指示通りに動──」

「俺の指示は『本社に呼ぶまで待て』だ。なぜ待てない？　私情を優先してどうする。おまえ、公爵じゃねえのか。支社の責任者の自覚あんのか。一刻の猶予もないのは百も承知だよ、こっちは時間と闘たたかいながら慎しん重ちように事を進めてんだ、おまえの勝手な行動で取り返しのつかない事態になったらどうしてくれる。最悪の場合、帝国が滅ほろぶぞ」

「……っ」

　射い貫ぬくように睨ねめつけ、低い声で問い質ただす。

　サリバンがソファから離はなれる。答えに窮きゆうするリシュリーの隣に立ち、重い沈ちん黙もくを消すためにわざと頓とん狂きような声を出した。

「そりゃあ『明日でも明後日あさつてでもない』だけしか伝えなかったリーゼくんにだって責任はあると思うよ。一いつ斉せい蜂ほう起きは明日でも明後日でもない、じゃあ明々後日しあさつて──つまり今日かもしれないって、心配でたまらなくなっちゃうよね」

　サリバンは後ろ手を組んで長ちよう軀くを少し傾かたむけ、三つ編みを揺ゆらして「ねー、リシュリー」と可愛かわいい子ぶる。竜とのやりとりにすっかり慣れたリシュリーは助け舟ぶねに躊ちゆう躇ちよなく乗り、こちらを見ながら、うんうんと勢いよくうなずいた。

「それにさあ、『帝国が滅ぶぞ』は言いすぎだよ。魔狼のあの仔こにそんなことさせる気まったくないくせにー」

「チッ」

「わぁ、大きな舌打ち。最近多いよ？　お行ぎよう儀ぎ悪いからほどほどに」

　にっこり笑うこのシルフィードは、リーゼが本気で怒るとき、必ず弟竜やバトラーの援えん護ごにまわる。

　しかし援護にも限界がある。アナベルとメルヴィネの「ファウスト、だめだよ！」「脱衣室で待機って言われたでしょう！」という大声が聞こえ、バンッと音を立てて扉が開くと、サリバンは振ふり向かずに目を半開きにした。

「今だけは上司の言うこと聞いててほしかったなファウストくん……。お兄さま庇かばいきれないよ」

　リーゼはふたたび目を瞠る。リーゼの反応を見たサリバンもつられて振り返り、ヒュウと口笛を吹ふいた。

「フェンドール支社の新しい軍服？　格好いーい」

　ファウストもまた、黒衣に身を包んでいた。

　本社のものと同型の軍服は黒一色に染め上げられ、左胸にはリシュリーの上着と同様にふたつの紋章が施ほどこされている。肩けん章しようと飾しよく緒しよは銀色で、ロングブーツや手袋は当然のこと革かわの剣けん帯たいまでもが黒い。

　支社専用の軍服の製作を許可したが、これほどまでに印象が変わると思っていなかった。

「リーゼっ」

　声を荒らげるファウストは、オーバーホールを受けているときも軍服を着せられているあいだも、リシュリーにつけた鱗うろこを通してすべてを視みていたに違ちがいない。ダンッ、と執務机を叩たたいて牙きばを剝むいた。　>>>♥

「リシュリーを責め立てるな！　リシュリーを傷つけることは絶対に許さない！」

「あ？　なんだその態度。おまえ誰に向かって口利きいてんだ」

　リーゼは平然と恫どう喝かつする。人間や小さな魔ま物ものなら恐きよう怖ふのあまり気絶しているだろうが、二十歳そこそこの竜りゆうなどリーゼから見れば雛ひなに等しい。

「ファウスト、よせっ」

　リシュリーが黒竜の腰こしにしがみつき、必死に執務机から引き離す。サリバンは、ひどく戸と惑まどうアナベルと泣きそうになっているメルヴィネに「ここは大だい丈じよう夫ぶだから仕事にお戻もどりー」とにこにこ笑いかける。

　そして、アナベルとメルヴィネが出て行き、執務室に四人になると、年長のシルフィードは笑え顔がおを消して言った。

「ファウスト、よく聞いて。きみは紛まぎれもない竜の一族で、竜は一機残らずドラゴンギルドに所属してる。その責任者はリーゼだ。普ふ段だんはかまわないけど、弁わきまえるべきときに上司に礼節を弁えられないのは、よくないよ」

「………」

　いつも優やさしく甘やかすばかりの、歳としの離れた兄に𠮟しかられて、最も若い竜は牙を仕し舞まって黙だまり込んだ。感情が読み取りにくいファウストだが、やや落らく胆たんしているのがリーゼでもわかる。

　しかしすぐに気持ちを切り替かえたようだった。

「悪かった。気をつける。また俺がまちがったときは教えてほしい」

　ファウストはぺこりと頭を下げる。そうして物静かな黒竜に戻り、まつげを伏ふせて話を聞く姿勢になった。

　竜の兄弟の思いがけないやりとりに、リシュリーはびっくりしてぱちぱちとまばたきを繰くり返す。本気で喜ぶサリバンは直立不動の弟に抱だきついた。

「ファウストくんってほんとにおりこうさんだね！　すごくすごくいい仔こ！　お兄さま感動しちゃった……！」

　リーゼも驚おどろいた拍ひよう子しに怒ど気きがすっかり霧む散さんした。いつか、いかさま師などに騙だまされて給きゆう与よを根こそぎ奪うばわれてしまうのではないかと、真面目まじめで素す直なおすぎるファウストのことが心配になってくる。

　黒革の椅い子すに凭もたれ、溜ため息をついた。

「おまえたちだから支社を託たくしたってのに、揃いも揃ってなにやってんだ。でかいトランク四個って、いつまで本社こっちにいるつもりだよ。フェンドールを長く空けていいわけがないだろう。政務が滞とどこおるし、公爵の長期不在は民たみが不安がる」

「大丈夫だ。リシュリーがしばらくいなくてもフェンドールは揺らがない」

「わ、なんだか格好いい。でも、どういうこと？」

「私たちが不在中も日々の行政事務がおこなわれるように準備してきたよ。──どうか聞いてほしい、リーゼ。サリバンも」

　リシュリーはそこで一度、話を止めて姿勢を正した。

　ユニコーン特有の、綺き麗れいな淡たん緑りよく色しよくの瞳ひとみが煌きらめく。

「フェンドール公こう爵しやく領の行政事務は今、魔物と人が担になっている」

　透すき通った声で紡つむがれた言葉に、サリバンとリーゼは驚きよう愕がくした。

「本当に？」

「それが……リシュリーが言っていた『フェンドールが試みていること』か？」

　三日前の電話で訊ききそびれたことを訊たずねる。

　リシュリーと、そしてファウストが同時にうなずいた。

「昔はフェンドールでも魔物と人が共存していたが、魔ま物もの狩がりが始まってからは、自然にできてしまった境域を互たがいに侵おかさないよう暮らしてきたと聞いた。この冬から春にかけて、市町村の代表者と私たち魔物の代表者は、何度も協議を重ねた。共同行政は始めたばかりで改善点や課題が山積し、衝しよう突とつすることも多い。でも美しいフェンドールを豊かで穏おだやかな土地にしたいという思いは皆みな、同じなんだ」

「フェンドールの近くにも帝国軍の駐ちゆう屯とん地ちがあり、魔物狩りは避さけられない。だが魔物狩りが始まれば、村や町の人々が魔物を匿かくまい、子供たちが大声で俺を呼ぶ。俺は帝てい国こく軍に雷かみなりを落とし、魔物と人を守る」

「とても羨うらやましいことがあってね、子供だけのお茶会に、ファウストは特別に招待されるんだよ。お茶会では人間の子供と魔物の幼生体とファウストが、一いつ緒しよにお菓か子しを作って食べたり、皆でゲームをして遊んだりする。彼らは大人たちの一歩先を進んでいるんだ」

「信じられないな……」

　人間を嫌けん悪おするサリバンだが、その声には戸惑いだけではなく感服も含ふくまれている。リシュリーはサリバンに微笑ほほえみかけ、話をつづけた。

「アルカナ・グランデ帝国は広大で、地域によって状じよう況きようが違うのは自然なことだ。でも今は、あまりにも異なりすぎている。フェンドールでは魔物と人が歩み寄りはじめているのに、ほかの地域ではなおも激しい魔物狩りが横行し、帝都においてはレンヴィートルが〝魔物が人間を狩る新時代〟を築こうなどと……そんなものは成立しない、魔物と人間が殺し合うことになり、ここはもうアルカナ・グランデ帝国ではなくなってしまう。もしそうなれば、私とファウストはフェンドールのみを死守する。軍隊もレンヴィートルも魔ま狼ろうたちも、一歩たりとも公爵領へ侵しん入にゆうさせない」

　かつて魔物を恐おそれ、一角獣の血に混乱してばかりだったリシュリーが、揺らぐことのない強い言葉を口にする。

　サリバンとリーゼは、リシュリーの話に聞き入った。

「でも、フェンドールのみを死守するような事態にはならないと信じている。ファウストも私も、魔狼を阻そ止しするために動きたい。事前に伝えもせずに本社へ来てしまったことを申し訳なく思う。これ以上、勝手な行動はしない。だからリーゼ、どうか指示を頼たのむ。レンヴィートルの一いつ斉せい蜂ほう起きが避けて通れないのであれば、蜂起が始まった瞬しゆん間かんに『アルカナ大帝を守れ』と命じてほしい。どうか……。陛下を守り抜ぬくことができたら、私は陛下に狩られてもかまわない」

「リシュリーは俺が守る。絶対に狩らせないと言っただろう。『狩られてもいい』と口にするな、フェンドールの皆が悲しむ」

「……ありがとう、ファウスト。そうだったね、ファウストがいてくれるから私は狩られることはない。もう言わないようにするよ」

　ユニコーンの美しい角を持つ公爵は、今一度リーゼをまっすぐ見つめてきた。

「一斉蜂起を必ず抑おさえて……。陛下に、お誓ちかいした通りフェンドールを豊かにするために皆で努力していますとお伝えして……ファウストと私はすぐに帰るよ。魔物たちと人々が一緒に待ってくれているから」

「やっぱり気が合うねえ、『一斉蜂起を必ず抑えて』って、ぼくらも三日前にそう決めたとこ」

　サリバンが嬉うれしそうに言い、リーゼはうなずく。そして、あらためてファウストとリシュリーを見た。

　ドラゴンギルドとフェンドール、ふたつの紋章エンブレム。それらが施された、揃そろいの黒衣。

　真っ白な雪と氷に覆おおわれた大地に、純黒は強く美しく映はえるだろう。

　雷竜ヴオルトと一角獣ユニコーンは北方の守護者そのものだった。

「ったく、難なん儀ぎばっかり増やしてくれるぜ」

　リーゼはニッと笑い、リシュリーも安あん堵どしたように微笑む。サリバンもにこにこしていて、ファウストは無表情だがこれが彼の通常なので問題ない。

　リーゼは口早に業務命令を下した。

「オリビエに、ドラゴンギルドの敷しき地ち内から出るなと指示した。従業員以外の者との接せつ触しよくを断たてと。期間は約一週間。リシュリー、おまえもオリビエと同様の行動を取れ」

「イエス・サー」

「レンヴィートルの一斉蜂起に関しては、後日、俺から全従業員に説明する。それまではファウストもリシュリーもいっさい口にするな。メルヴィネやシーモアやオーキッドあたりを無む駄だにびびらせたくないんでな」

「イエス・サー。心得た」

「デュシス・エンドの現状調査は？　まさかしてないとは言わねえだろうな。もしそうなら今すぐ帰らせるぜ？」

「一昨日おとといの早朝から昨日の夜までの二日間、現地に留とどまって、第一回目の調査をおこなった」

「俺たちはこの先、何度も調査する。だから『第一回目』だ」

「えーっ！　現地に留まって、って……デュシス・エンドで野宿したってこと？　ファウストはいけるとして、リシュリーよくやったねえ」

「よし。俺とサリバンは今から外出するが一時間三十分ほどで戻もどる予定だ。そのあと調査報告を聞く」

「わかった。準備しておくよ」

「本社に着いたばっかりだし、ぼくらが帰ってくるまでは巣でゆっくり荷に解ほどきとかでいいんじゃない？　トランクは脱だつ衣い室に置いてあるんだよね、行こ行こ。ジュストやテオたちはびっくりしたままだろうしアナベルとメルヴィネは心配してるから『仲なおりしたよ』って早く伝えなくっちゃ」

　一人になって思考したいというリーゼの胸中を察したのだろう、サリバンがファウストとリシュリーの背をぐいぐい押し、扉とびらのほうへ向かわせる。

「では、あとで……」

「リーゼくん、先におりとくね。あっ、ぼくの軍ぐん帽ぼう、持ってきて」

　リシュリーとサリバンが振ふり返りながら言い、先を行くファウストが扉を開けた。

　──来てくれてすっごく嬉しいよー。春先に魔女の森で会って以来だもんね。ファウストもリシュリーも元気してた？

　サリバンの声が遠ざかり、扉が閉まる。

　静かになった執しつ務む室でリーゼは一人、立ち上がった。

「………」

　三日前の電話でリシュリーが嘆なげいていた理由がよくわかった。

『それは新時代とは言わない、時代を退行している……』──大きな苦労を伴ともないながらも素す晴ばらしい試みを進めている彼にとって、レンヴィートルが唱える〝魔物が人間を狩る新時代〟は時代錯さく誤ご以外のなにものでもない。

　フェンドールでリシュリーたちが実現しつつある〝魔物と人の共生〟を、なぜ他地域や帝都ではできないのだろうか。アルカナ大帝とリシュリー、父と子が狩る者と狩られる者に隔へだてられているのはおかしい。『陛下を守り抜くことができたら、私は陛下に狩られてもかまわない』という悲しい言葉が生まれてしまうほどに、この国は途と方ほうもない矛む盾じゆんを抱かかえている──リシュリーの話に聞き入りながら考えているうちに、リーゼの中にひとつの言葉が思い浮うかんだ。

　リーゼはその言葉に、密ひそかに衝しよう撃げきを受けていた。

　広げたままになっている新聞の第三面に視線を落とす。

　レンヴィートルは有力者を殺害しつづける。一斉蜂起を成し遂とげ、〝魔物が人間を狩る新時代〟を確固たるものとするために。

『式典の中止が、レンヴィートルを止める唯ゆい一いつの方法だと思わねえか？』

　違ちがう。それだけでは魔狼を止められない。

　たとえ式典を止めても、一斉蜂起を抑え込んでも、レンヴィートルを駆かり立てている本質は消えない。

　物理的に止める以上に、然しかるべき手立てがあるのではないだろうか。もっと根本的な──リーゼは、なかなか見み出いだせなかった自問の答えにようやく辿たどり着いた。

　それはおそらく誰だれもが簡単に思い浮かべられる言葉なのだろう。しかし結社を運営して竜りゆうの一族を守り、目の前の傷ついた魔物たちを守り、帝国軍や政府から受ける屈くつ辱じよくを撥はね返すので手て一いつ杯ぱいなリーゼには難しい言葉だった。

　魔ま物もの狩がりが発令されて五十年余。

　ドラゴンギルドが創立して三十年余。

　その間、脳のう裏りを過よぎりもしなかった言葉を、リーゼは初めて口にした。

「魔物狩りの、終結」










　午後一時十五分──。ドラゴンギルドを出たサリバンとリーゼは、サージェントと落ち合うため獅し子しの門へ向かって歩いていく。

　軍帽をかぶったサリバンが、中天近くにある太陽を見上げて言った。

「陽ひ射ざしが少し夏っぽいね。風の匂においも」

「そうだな……」

　リーゼは振り返り、結社と青空を仰あおぎ見る。

　ドラゴンギルドは生き物が到とう底てい棲せい息そくできない断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにあった。

　鋭するどく切り立つ岩壁に埋うめ込まれた〝巣〟──竜専用の大部屋のひとつひとつには美しい彫ちよう刻こくやレリーフが施ほどこされていて、下方にみっつの発着ゲートが並んでいる。

　断崖に竜の巣が連なる壮そう麗れいなさまは有ゆう翼よく種の棲すみ処かそのものだった。

『贅ぜいを尽つくした結社にしておくれ。そのために軍事費をうんと巻き上げるからね』──綺き麗れいで派手なものが好きだったジゼルに捧ささげるのだと、十八歳のリーゼは外装も内装も妥だ協きようを許さず、ドラゴンギルドは亡母が望んだ通りの非常に豪ごう奢しやな結社となった。

　整備された道を進むと、巨きよ大だいな岩山を挟はさんで背中合わせに建つアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群が見えてくる。

　近代化が進む帝都の中心地とは異なり、アルカナ大帝の宮殿群は重じゆう厚こうで美麗なゴシック様式を保持していた。〝宮殿群〟と称しようされる通り、広大な敷地には多くの宮殿や神々の黄金像を戴いただく三十二の尖せん塔とうが群れを成すように建っている。

　夥おびただしい建築物のほかに、中央庭園、大帝の庭や王おう妃ひの花はな園ぞの、礼拝の森や小さな果樹林などがあり、中には宮殿群が建築される以前から立つ大樹も見られる。政府の中ちゆう枢すうである議事堂と帝国軍の総司令部も存在し、さながらひとつの小さな町のようだった。

「ぼくらだけで宮殿群へ行くの久しぶりだね」

「そうだな」

「ふたりきりだとすぐキスしたくなっちゃうよね。一回しとこっか」

「まったく以もつてならねえな」

「えーっ、なんで!?　リーゼくん絶対おかしいよ！」

「おかしいのはおまえだろうがよ……」

　サリバンがいつもの調子で絡からんでくる。リーゼは適当に返事をしながら道を進み、目の前に広がる風景を眺ながめた。

　宮殿群の近くには国立図書館や植物園や公園が点在し、その先に高級住宅街と格式高い老舗しにせホテル街がつづく。〝母なる大河〟と呼ばれるアーイルス川では、異なる時代に架かけられた八本のブリッジが当時の建築技術と様式美を競きそい合っている。蜘蛛くもの巣のように張り巡めぐらされた道路を、蒸気自動車や馬車が行き交かっているのが見えた。

　そして巨大な時計塔が、眩まばゆい青天にくっきりと浮かぶ。

　それはアルカナ・グランデ帝国の技術革新と経済発展の象しよう徴ちようだった。

　宮殿群で生まれた中世の栄えい華がと繁はん栄えいが産業革命を導き出し、科学力と軍事力と莫ばく大だいな資産を手にしたアルカナ・グランデ帝国は超ちよう大たい国こくへと上り詰つめた。先の大帝と当時の政府は終わりなき栄えい耀よう栄華に酔よい痴しれ、魔物に統治者の座を奪うばわれることを恐おそれるようになり、それが魔物狩りの発令へとつながっていく。

　産業革命の長い全ぜん盛せい期、時計塔が竣しゆん工こうされた年にジゼルはみずから命を絶ち、彼女の呪のろいとともにドラゴンギルドは生まれた。

　十八歳のリーゼがジゼルの亡なき骸がらと血の滴したたる〝鮮せん血けつの契けい約やく書〟を抱だいて駆けたこの道は、三十年間に何度も舗ほ装そうの改修工事がおこなわれ、当時の面おも影かげは見られない。

　身長が十五テナー（約二百センチ）あった母親は枯かれ木のようになって息絶えたせいで、やたらと軽かった。その感かん触しよくはしばらくのあいだ両りよう腕うでに残っていたが、さすがに今はもう曖あい昧まいになっている。

　でも、時計塔を見たのは明確に憶おぼえている。

　ジゼルの亡骸を抱いて走ったあの日、リーゼの瞳ひとみには帝国繁栄の証あかしが映っていた。

『ばかみたいに高いもん建てやがって』──時計塔を初めて近くで見上げたのは、無断外がい泊はくばかりするサリバンをホテルまで迎むかえに行った夜だった。

　そこから長い付き合いになっている。議会に出席する竜の同行、繰くり返される総司令部や政府からの謂いわれない召しよう致ち──ドラゴンギルドと宮殿群を行き来する道の途中で時計塔を見るのは、リーゼの三十年来の癖くせだった。

　そして今日もまた、時計塔を黒くろ猫ねこの瞳に映す。

　これまでとは異なる、新たな思いを抱いだきながら。

　──魔物狩りの……。

「終結。……」

「なあに？　どうしたのリーゼくん」

「いや、なんでもない」

　竜を殺したくても殺せない政府と帝国軍。魔物の統とう率そつ者でありながら、魔物狩りをおこなう人間までも守護しなければならないドラゴンギルド。魔物狩りによって母親と数多あまたの同どう胞ほうを喪うしなったリーゼは、この矛盾と軋あつ轢れきを当然のこととして受け入れてきた。

　しかし、違っていたかもしれない。

　矛盾と軋轢は、消すことができるのではないだろうか。自分たちの手で払ふつ拭しよくすべきではないだろうか──。

「サージェントだ」

　片手を上げるサリバンの声で、リーゼは追つい憶おくと思し惟いをやめた。

　獅子の門の内側に立つサージェントも片手を上げて応こたえ、孔雀緑のマントが揺ゆれる。

　ここが獅子の門と呼ばれるのは、〝肇ちよう国こくの三美神〟の三女マリーエヴェナが二頭の獅子を携たずさえて外敵を討うつレリーフが施されているからだった。

　リーゼはサリバンとともに門を通り抜ぬけ、サージェントに訊たずねる。

「やめるなら今だぞ。本当にアルカナ大帝に正体を明かしてもいいのか？」

「自分から言い出したのに、やけに心配するんだな。リーゼの言う通りだ、レンヴィートルに密告されるくらいなら自分の口で陛下にお伝えしたい。──ひとつ、気になっていることがある。『操あやつられているとわかったらすぐ連れん絡らくする』と言ったが、あれから陛下にお会いできてなくてな……」

「今から会うんだし、そこで確かく認にんしようよ。でも謁えつ見けんを許したくらいだから〝魅み了りよう〟の魔力はかけられてないんじゃない？」

「俺たちの出方を見るために、レンヴィートルがわざと許可を出させたとも考えられる……、が」

「その可能性は低そうだな。──略式の間へ行こう」

　宮殿の中へ入り、アルカナ大帝付きの秘書官に案内されて長い廊ろう下かを進む。

　以前に略式の間へ来たのは冬だった。黒い竜が第四王子を攫さらったという言いがかりをつけられ、呼び出された。そのときは多くの将校や政府の高官が座っていたが、今は一脚きやくの椅い子すもなく、壇だん上じように玉座だけがある。

　秘書官に指示され、リーゼとサージェントは玉座から少し離はなれた場所に並んで立った。振ふり返って見たサリバンは、「直立せよ」という指示を無視し、腕を組んで気だるげに壁かべに凭もたれていた。

　そのまま数分が経過する。

　やがて静せい謐ひつが漂ただよう略式の間に、秘書官の声が響ひびいた。

「アルカナ大帝陛下が入室される。一同、辞じ儀ぎを」

　リーゼとサージェントは頭を下げる。耳みみ許もとで緑色のピアスが揺れた。サリバンはおそらく姿勢をいっさい変えていない。

　扉とびらが開き、足音が近づいてくる。マントのはためく小さな音が聞こえて、大帝が玉座に座る気配がした。コツ、とサーベルの鞘さやが床ゆかを打つ。

　サージェントがゆっくり顔を上げ、リーゼもそれに倣ならう。二人は同時に玉座を見た。

　王家特有の鮮あざやかな赤茶の髪かみと、青い瞳。先ほど見た青天よりも眩い碧へき眼がんには強い威い厳げんが宿っている。リーゼたちは、彼がレンヴィートルの〝魅了〟の魔力に侵おかされていないことを確信した。

　アルカナ・グランデ帝国皇帝レカレド・アーギベルス・オル・アルカナ──人間と、そして魔物が生きる超大国の王は、筋肉質の体たい軀くを緋ひ色いろの軍服で包み、宝玉や装そう飾しよくが施されたサーベルを携えている。

　五十歳のリーゼより七つか八つほど若い。先帝直々の命令を何度も受けて、十八歳のころから魔ま物もの狩がりの陣じん頭とう指揮を執とっていたが、先帝崩ほう御ぎよと同時に前線から退いた。即そく位い後は内政および経済外交に注力し、国力をさらに盤ばん石じやくなものとしたことから、皇こう帝ていではなく大帝と呼ばれている。

　笑え顔がおを見せず他者を寄せつけないアルカナ大帝は、非常に冷れい淡たんな印象があった。

「拝謁の機会を賜たまわり深謝申し上げます」

　サージェント法務将校が形式に則のつとった挨あい拶さつをする。堅かた苦くるしく聞こえるがこれでも略儀で、彼だから許されているのだろう。大帝はサージェントを見てうなずいたあと、リーゼに温度のない視線を向けてくる。

「何用だ」

　わずか三十分の面談に前置きは必要ない。リーゼは直ちに告げる。

「マリーレーヴェ王女殿でん下かの成人祝賀式典、弊へい社しやの竜りゆうに警固させていただきたく、アルカナ大帝陛下の直接命令を頂ちよう戴だいしに参りました」

　強調して言った「直接命令」に、大帝はわずかに反応した。しかしそれには触ふれず淡々と唇くちびるを動かす。

「先夜の祝福の炎ほのお、マリーレーヴェに代わって礼を言おう。だがドラゴンギルドの警固は必要ない」

「かつてない脅きよう威いが迫せまっています。王家の方々と約三百名の賓ひん客きやくの命を失わないために、弊社に式典の警固を命じてください」

「私からもお願いします」

　眉み間けんに皺しわを刻んで不快感をあらわにしたアルカナ大帝は、リーゼではなく、サージェントに短く訊ねる。

「脅威とは」

「かつてない脅威とは、式典当日に魔物が宮殿群の内部で起こす暴動のことを指しています。これは極きわめて深刻で、断じて許しがたい事態です」

「なにを言っているのか理解できぬ。我が宮殿群に魔物が侵しん入にゆうできるとでも思っているのか。おまえらしくない考えだ」

「陛下。──侵入は、可能なのです」

　サージェントは巧たくみに誘ゆう導どうし、大帝に言葉を選ばせた。

　リーゼはアルカナ大帝のみを見み据すえる。サージェントへ瞳を向けている大帝が、にわかに瞠どう目もくした。その表情が不ふ審しんに染まっていく。

「サージェント……おまえ、目の色が──」

　冷雨に濡ぬれた夜の月下香チユーベローズを連想させる、甘く冷たい吸血鬼の匂においが漂ってくる。濃のう厚こうな魔物の匂いは玉座にも届いただろう、サージェントを凝ぎよう視ししつづけるアルカナ大帝は「牙きばが」とつぶやき、立ち上がった。

　リーゼは、真横に立つ法務将校へ視線を移す。　>>>♥

　鮮血色の目と、唇からのぞく鋭するどい牙。

　完全に擬ぎ態たいを解き、人ならざる姿を呈ていしたサージェントはピジョンブラッドの瞳で大帝をとらえて言う。

「魔物の、宮殿群への侵入は可能なのです。私は東方レト・ルー・ヴァニアを棲せい息そく地とする吸血鬼の一族です。人間に擬態し、帝国軍に潜せん入にゆうしました」

　ジャキンッ、と鋭い金属音が鳴り響いた。

　アルカナ大帝がサーベルを抜き放ってサージェントへ向ける。リーゼが両者のあいだに立ったとき、略式の間に一陣の強い風が吹ふいた。

「サリバンっ」

　ダンッ！　と長ロング靴ブーツの踵かかとが床を打つ。見慣れた銀ぎん灰かい色しよくが視界に飛び込んできて、すぐそばで金色の三つ編みが揺れる。室内の隅すみの壁に凭れていたサリバンが一度の跳ちよう躍やくでリーゼの前に立った。

　混乱している大帝はしかし、身長が十五テナー（約二百センチ）ある竜を眼前にしても怯ひるみを見せない。魔物狩りの前線を退いて約二十年が経たつが、当時の感覚が鍛きたえられた体軀に染しみついているようだった。

「姿を偽いつわり国家の中ちゆう枢すうを侵しん蝕しよくするは比類なき大罪!!」

　雷いかずちに似た、腹に響く怒ど号ごうが放たれる。

　サーベルで狙ねらわれている吸血鬼は微び動どうだにしない。リーゼもサージェントの前から動かず、魔物を狩ろうとする大帝へ努めて冷静に伝えた。

「サーベルをお収めください。サージェントは長きにわたってアルカナ王家および帝国に貢こう献けんしてきました」

「退け!!」

「リーゼ、下がって」

　サリバンが完全に背に隠かくそうとしてくる。リーゼは軍服に包まれた竜の腕うでをつかみ、足を半歩前に出して、なおも大帝を諭さとした。

「彼が信しん頼らいのおける優ゆう秀しゆうな法務将校であることは、誰だれより陛下が御ご存ぞん知じのはず」

「……っ！」

　壇上からサージェントを睨にらみつづけていた大帝が、血走った眼まなこをリーゼへ向けてくる。

「三十年なにも変わらぬその姿……筆頭バトラー、やはりおまえも魔物なのか！」

「魔物です。私に魔力はありませんが魔物とみなしていただいて結構です」

　リーゼは強く言いきり、アルカナ大帝は喉のど奥で唸うなる。狩るべき対象が一体から二体に増え、ジャキ、ジャキ、とサーベルが迷いの音を立てた。

　シルフィードの金髪ブロンドが揺ゆれる。サーベルを奪うばうための風を編んでいるのがわかる。緑風を纏まとう長い三つ編みが生きた大だい蛇じやのような動きをする。

　掌てのひらをサリバンの広い背に押し当て「大だい丈じよう夫ぶだ、風を消せ」と短く伝えたリーゼは、混乱に揺れる紺こん碧ぺきの瞳ひとみを見据え、今一度言った。

「この略式の間に、陛下に献身する魔物はいても、御おん身みを脅おびやかす者は誰一人としていません。サーベルをお収めください、陛下」

　ふいに、水を打ったような静けさが訪おとずれた。

　沈ちん黙もくは一分にも満たなかったのだろうが、長く感じられた。

　やがてアルカナ大帝は激しく苛いら立だちながらもサーベルを下げる。サージェントとリーゼは、刃は先さきが床に最も近づくまで待ち、サリバンの隣となりに立った。

　大帝はサーベルを鞘に収めず、苦々しい表情をする。

「──余を脅かしにきたのではないなら、謁えつ見けんの目的はなんだ？　今さら正体を明かしてなんになる」

「最初に申し上げた通りです。式典警固の直接命令を頂戴しに参りました。サージェントと同じように、姿を変えて帝国軍に潜入している魔物がいます。しかし陛下と帝国に貢献してきたサージェントとはまったく違ちがう。その魔物は魔物狩りに恨うらみを持ち、アルカナ王家の転てん覆ぷくと帝国軍の破は壊かいを謀はかっています」

「潜入しているのは魔ま狼ろうです。マリーレーヴェ王女殿下の祝賀式典で蜂ほう起きを決行するという……常じよう軌きを逸いつしています。ドラゴンギルドの力なくして制圧は果たせません」

　リーゼとサージェントが立てつづけに発言した耳を疑う内容に、アルカナ大帝は心底辟へき易えきしたようだった。答えを濁にごせば斬きるとばかりに、ジャキッと音を立ててサーベルを握にぎり直し、訊たずねてくる。

「その魔狼とは誰だ。所属は、階級は」

　リーゼは即そく答とうした。

「レンヴィートルです」

「無礼だぞ筆頭バトラー！　あれはオーウェンの縁えん者じやで、陸軍元げん帥すいに相応ふさわしい経歴の持ち主──」

「信じるも信じないも自由です。魔狼がすでに宮殿群に侵入し、王家の者の命を奪える距きよ離りまで迫っているという現実は変わらない。それを伝えるために、魔物であるサージェントに協力を求めました。信じなくてもかまいませんので弊社に式典の警固を命じてください。陛下の直接命令でなくては意味がないのです」

　顔を歪ゆがませて怒おこるアルカナ大帝は、ぞんざいな物言いをしたリーゼに向かって手を払はらう。黙だまれという意味だ。

　ようやくサーベルを鞘さやに収め、玉座に座って深い溜ため息をついた。

　大帝は口を閉とざし、空くうを睨みつける。混乱を治めるためには沈黙するしか手立てがないようだった。

　時間が刻々と過ぎて、リーゼの中に焦あせりが募つのっていく。

「陛下。──お教えください」

　三者の視線が集まってくる。予定にない話を切り出そうとしていることにサリバンとサージェントが気づいた。

「リーゼくん……？」

　サージェントの真の姿を伝え、式典警固の直接命令を求める──それ以外、なにも話すつもりはなかった。

　混乱を極きわめたアルカナ大たい帝ていに答えを急せき立てるのは賢けん明めいではない。今はリーゼ自身も冷静さを欠いている。

　それでも、リシュリーの話を聞いて辿たどり着いたあの言葉を伝えたくなる。

　人間の父親と一角獣の息むす子こが並んで歩く風景を、アルカナ・グランデ帝国に生きる魔物と人間の未来を、この三十分に賭かけたくなる。

　リーゼは今一度アルカナ大帝を見据えて言った。

「先帝の御み世よに始まった魔ま物もの狩がり、その終結は叶かなわないことなのでしょうか」

　王と竜りゆうと二匹ひきの魔物だけがいる略式の間が、刹せつ那なの沈黙に包まれる。

　大帝は表情を変えない。

　サリバンとサージェントは目を瞠みはる。

　リーゼはアルカナ大帝を見据えつづける。

　蜂起を抑おさえ込んでも、レンヴィートルを突つき動かしている本質は消えない。魔物狩りそのものをなくさない限り、脅きよう威いは連れん鎖さする。

　アルカナ大帝によって〝魔物狩り終結〟の宣言が為なされれば、あるいは式典前にレンヴィートルを止められるのではないだろうか──リーゼは焦りと期待のようなものに駆かられながら唇くちびるを動かした。

「どうかお答えください。アルカナ大帝陛下。魔物狩りの終結は──」

「マリーレーヴェの式典を控ひかえている。今は考えるに値あたいしない」

　ひどく冷れい淡たんな声で、撥はねつけられた。

　やはり早計だったか──焦しよう燥そうを抑えきれなかったことを後こう悔かいした瞬しゆん間かん、サリバンの笑い声が聞こえた。

「あははっ。王さま、頭悪いねえ」

　あまりにも礼を欠いた侮ぶ言げんにリーゼは驚きよう愕がくした。隣で孔雀緑のマントが翻ひるがえり、法務将校が怒鳴りつける。

「黙れ！　無礼だぞ!!」

「は？　なに言ってんのサージェント。これは単なる〝ごっこ遊び〟でしょう。それともきみ、ヴァンパイアのくせして本気で王さまに仕えてるの？　骨の髄ずいまで〝帝国軍の人間〟になっちゃったわけ？」

　吸血鬼は牙きばを剝むいて憤いきどおったが、嗤わらう竜はさらに激げき怒どしていた。

　横よこ髪がみや三つ編みの先が揺れているのは、強い怒いかりによっておのずと風が生まれているからだった。サリバンは歪んだ笑えみを浮うかべ、アルカナ大帝を睨みつける。

「魔物狩りが始まって五十年くらいかな？　おまえたち人間の悪ふざけに長いあいだ付き合ってあげたよ。もう充じゆう分ぶんでしょ」

「サリバン、よせっ」

　美しい横顔の、眦まなじりにある緑色の鱗うろこが逆立っていた。サリバンはリーゼの制止を聞かず喋しやべりつづける。

「リシュリーを一生魔物狩りの危険にさらすつもり？　あの仔こそのうち狩られちゃうよ？　軍人どもに寄って集たかって嬲なぶり殺しにされるんだ。綺き麗れいな魔物ほど狩られかたが悲ひ惨さんなのは、言わなくても知ってるよね。ユニコーンは特に悲惨だよ。首と胴どう体たいを切り離はなされて、鬣たてがみと尻しつ尾ぽは毟むしられて貿易商に、眼球は刳くり貫ぬかれて宝石商に、角は捥もぎ取られて研究者に売られる。そうなってもいいの？」

　リシュリーが狩られるのは噓うそだとわかっているリーゼでも聞いていて気分が悪くなる。しかしサリバンが語るこの凄せい惨さんさが魔物狩りの現実だった。

　混乱と怒りと不快感を示していたアルカナ大帝が、リシュリーの名を聞いて初めて狼ろう狽ばいの色を見せる。

「さっきリシュリーがギルドに来たよ。魔狼から王さまを守りたいんだってさ。『陛下を守り抜ぬくことができたら、私は陛下に狩られてもかまわない』って、最高に健けな気げだよねえ。ぼくに涙なみだを流す自由があったら感動して泣いてるよ。あの仔はいい魔物だ、人間だったころにはなかった覚かく悟ごとプライドがある。おまえはリシュリーに守られるに値しないけどね」

　サリバンは大帝が使った言葉を用い、皮肉を込めて言った。

「………」

　無礼極きわまりない言葉を並べ立てられても、アルカナ大帝は怒号をあげることも論じ返すこともできないようだった。リシュリーが本社に来た理由や彼の言葉に衝しよう撃げきを受けているのがわかる。

　サージェントとリーゼも押し黙り、サリバンの独どく擅せん場じようとなった。

「あと少し待ってあげる。だからその固そうな頭使って考えなよ、このばかげた事態に陥おちいった原因がなんなのか、魔物狩りの終結が『今は考えるに値しない』ことなのか」

　そのあと長い指を顎あごに当て、「うーん」と悩なやむふりをする。

「でもぼく、リーゼくんのこと以外はすぐ面めん倒どうになるんだよなあ。──あっ、そうだ、面倒になったら待つのをやめて王さまと魔狼を殺そう。それで一気にカタがつく……うん、いいこと思いついた」

　にこっと嗤うサリバンは、普ふ段だんは鱗の下に隠かくしている強きよう烈れつな禍まが々まがしさをあらわにした。

　そしてリーゼたち三者は痛感する。略式の間を最初から最後まで支配していたのはアルカナ大帝ではなく、世界最強の魔物だったということを。

　ごうっ、と強い緑風が吹ふいた。

　リーゼのポニーテールやサージェントのマントが激しく揺ゆれる。数十枚ある窓ガラスが一いつ斉せいにガタガタと音を立てた。

「……っ！」

　また一いち陣じんの小さな風が吹いて、玉座を荒あらす。片かた腕うでで顔を覆おおったアルカナ大帝へ、サリバンが言い放った。

「おまえに竜は殺せない。ぼくはいつでもおまえを殺すことができる。よく憶おぼえておいて」

　サリバンは長ちよう靴かの踵かかとをカツカツ鳴らして略式の間を出て行った。

　束つかの間、耳鳴りがしそうなほどの沈ちん黙もくがおりてくる。

「数々の非礼を大変申し訳ございません」

　謝罪など意味を成さないとわかっていてもリーゼは即座に頭を下げた。ともに謝罪してくれたサージェントに「時間だ、俺たちも退室を」と視線だけで促うながしたが、彼は頭かぶりを振ふった。

「私はここに残る」

　やめとけ、と無言で首を横に振る。今は特に一人にしたくなかった。

　サージェントは、赤い瞳ひとみのヴァンパイアから銀ぎん灰かい色しよくの瞳の法務将校へ姿を変え、笑顔を作って言う。

「一人で大だい丈じよう夫ぶだ。私よりサリバンのほうが心配だな」

　竜だけが物もの凄すごい勢いで出て行ったことに驚おどろいたのだろう、秘書官が慌あわてて扉とびらを叩たたき、略式の間に入ってくる。室内のただならぬ雰ふん囲い気きを察して、おずおずと訊たずねた。

「陛下、お時間が過ぎておりますが……」

「………」

　一度に多くのことを伝えすぎたと、リーゼは省かえりみる。

　サージェントの真の姿、宮きゆう殿でん群への魔物の侵しん入にゆう、アルカナ王家転てん覆ぷくの謀はかりごと、レンヴィートルの正体と式典での蜂ほう起き、魔物狩りの終結、リシュリーの覚悟──玉座の肘ひじ掛かけに肘をつき、片手で目め許もとを覆うアルカナ大帝の胸中には、いくつもの小さな嵐あらしが巻き起こっているに違ちがいない。

　やはりサージェントも退室したほうがいいのではないだろうか。そう思ったとき、大帝が口を開いた。

「……かまわぬ。水差しとグラスを運べ。──……それと、サージェントに椅い子すを」

「かしこまりました。すぐご用意いたします」

　秘書官が一礼して出て行く。アルカナ大帝の言葉に、サージェントとリーゼは思わず表情を明るくして目を合わせた。

　サージェントに椅子が用意される。狩かられることはないと確信できる。謁えつ見けんは引きつづきおこなわれ、彼が必ず式典警固の直接命令を獲かく得とくしてくれるだろう。魔ま物もの狩がりの終結については早計だったと自省するのみだ。

　そのうえで、なおもリーゼはアルカナ大たい帝ていに願った。

「大事な同どう胞ほうです。どうか陛下のご厚こう情じようを」

　片手で顔を覆っているアルカナ大帝はリーゼを見ようとしなかった。それでも深く頭を下げる。サージェントと一度だけうなずき合い、略式の間をあとにした。

　長い廊ろう下かを大おお股またで進み、宮殿を出て走りだす。

　獅し子しの門に落ちている軍ぐん帽ぼうを拾ってドラゴンギルドへつづく道に出ると、少し先に長ちよう軀くが見えた。

「サリバンっ」

　のろのろ歩いていた竜りゆうが足を止める。追いついたところで懐かい中ちゆう時計を取り出した。

　時刻は午後二時五十一分──。

　時計を見て驚く。与あたえられた謁見時間は午後二時からの三十分で、時間内に収めたつもりだったが、とうに過ぎていた。

「あーぁ。人間相手に本気で怒おこっちゃった……ばかみたい」

　愚ぐ痴ちをこぼすサリバンの三つ編みは、せっかくジュストに綺麗に編んでもらったのに、怒ったり何度も風を起こしたりしたせいで少し緩ゆるんでしまっている。

「なんだよサージェントのやつ、人間の肩かた持って、このぼくに向かって怒鳴ったりしてさ。そんなに王さまが大事？　意味わかんない」

　三つ編みはギルドに戻もどってから直すことにして、まだ逆立っている鱗を落ち着かせるために、リーゼは広い背を撫なでた。

「サージェントは帝国軍に潜せん入にゆうして間もなく十年になる。早い段階からアルカナ大帝の知ち遇ぐうを受けてきたし、それだけ長くいれば考えや感情は多少なりとも変わるものだ。あいつと同じ立場の者は二人といないからな……誰だれも知り得ない、あいつだけにしかわからないことが多くあるんだろう」

「ふぅん。べつにサージェントのことなんか知りたくないけど」

　今は怒っているのではなく拗すねているとわかって、リーゼはふっと笑う。背を繰くり返し撫でるうちに軍服の下の鱗が少しずつ平たくなっていく。

『サージェントと二人がかりで必ずアルカナ大帝を説き落とす』──そう思っていたが、大帝の心を動かしたのはサリバンだった。

　──だいぶ乱暴なやりかただったけどな……いくらなんでも『殺す』は言いすぎだ。久々にめちゃくちゃ焦あせったぜ……。

　本来ならその場で厳重に罰ばつせられていた。リーゼたちが不敬罪に問われなかったのは、さまざまな真実を知ったアルカナ大帝が混乱の極みにいたせいでもあるが、サリバンが語ったことに心を揺さぶられたからだと思う。

　魔物狩りの終結──その言葉はサリバンによってアルカナ大帝の心に植えつけられ、根を張ったと信じたい。

「リーゼくん……」

「うん？」

　名を呼ぶ声だけで簡単にわかる。いつも飄ひよう々ひようとしているサリバンが、珍めずらしく本気で落ち込んでいた。

　約百十歳のシルフィードは長いまつげを伏ふせて言う。

「魔物狩りが始まって五十年だって。自分で言ってびっくりしちゃった。歪ゆがんだ支配構造を覆くつがえそうとする若い仔こが出てきたって不思議じゃないよ、遅おそいくらいだ。魔ま狼ろうのあの仔のやりかたは全部まちがってるけど……」

「ああ」

「ぼくらはいつの間にか歪いびつさに慣れてしまって、変えようとしなかったね。ギルドを必死で軌き道どうに乗せて帝国のために働いて……目の前の魔物たちを守るだけで精せい一いつ杯ぱいでさ」

「そうだな……」

　リーゼは、短い相あい槌づちに心からの同意を籠こめる。

　平たくなったばかりの鱗うろこがまた逆立ってくる。サリバンは手て袋ぶくろを嵌はめた手でかたく拳こぶしを握にぎった。金色の瞳が、空くうを睨にらみつける。

「──碌ろくに守護もできないで、なにが世界最強の魔物だ」

　竜の自身への怒いかりは、アルカナ大帝への怒りを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　リーゼはあらためて思う。魔物狩りを終結させなくてはならない。

　サリバンの言う通り、リーゼたちは歪さに慣れきってしまっていた。途と方ほうもなく長い時間がかかったけれど、ようやく気づくことができた。

　ドラゴンギルドはレンヴィートルと魔狼たちの一いつ斉せい蜂起を抑おさえ込む。

　そしてリーゼは、近い将来、魔物狩りの終結を必ず実現する。そう決めた。

　竜の握あく力りよくに耐たえられなくなった手袋がリーゼに助けを求めるように、キシ、と小さな悲鳴をあげる。

「そんなに強く握ったら血ィ出ちまうだろ？」

　拳を作っている指を一本ずつほどき、手袋を外して軍帽の中に入れた。

　橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ねたような神秘的な色の鱗が浮うかぶ、大きな手。リーゼはその中に自身の手を滑すべり込ませる。

「俺の手は優やさしく握ってくれるよな？　なぁサリバン」

　掌てのひらにできた爪つめの跡あとを指先で撫でながら言うと、サリバンは非常に珍しく頰ほおを赤らめて、なぜか「うわぁ……」と非難めいた声を出した。

「リーゼくんは本当にひどい仔だ。こんなときにすっごくかわいくなるなんて。なにこの指の動き、やらしいよ。たまにはリーゼくん以外のことも真しん剣けんに考えたほうがいいのかなって思ってがんばったのに、またどうでもよくなっちゃったじゃない。ぼく悪くないよ、リーゼくんのせいだからね」

　サリバンはよくわからないことを並べ立ててリーゼを詰なじり、優しく指を絡からませてくる。

　怒りが消え去ったならそれでいい。少しだけ意地の悪い笑えみを向け、軍帽の中に入っている手袋を見せる。

「指先のところ穴が開いちまったぜ。人差し指と中指、薬指、三か所も」

「えっ、うそ……」

「加減もしないで握るからだ。そっちもじゃねえの？」

　もう片方の手袋を引っ張って外すと、同じ三か所が破れていた。

　小さくて可愛かわいいバトラーたちのことが大好きな竜は「どうしよう、エリスに嫌きらわれちゃう……」と、また本気で落ち込む。

「今日おろしたばっかりの手袋だからな、潔いさぎよくエリスに怒られろ」

　揶揄からかって、わざとらしく「がはは」と笑うリーゼのことを、サリバンは半開きの目で見おろしてくる。

「がはは、って……なにその笑いかた。おじさんみたい。もとからおくちは悪かったけど、最近すっかりおじさんみたいなしゃべりかたになったよね」

「おじさんみたい、じゃない。俺ァ歴れつきとしたおやじだ」

「うん。おじさんでも、お爺じいちゃんになっても大好きだよ、リーゼくん。愛してる」

「………」

　まただ。とてつもなく妖あやしい──リーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らし、鋭するどく察知する。

　形の綺き麗れいな唇くちびるから漏もれてくる「ハァ……」という溜ため息には、嘆なげきではなく興奮が含ふくまれている。

　ともに暮らして三十年余、サリバンに関する嫌いやな予感が外れたことは一度たりともなかった。今もまた然しかりで、ドラゴンギルドで最も美しく端たん麗れいな変態竜は、ここが宮きゆう殿でん群に接した公道であることも憚はばからず、驚おどろくほどよく通る声を放つ。

「今すぐリーゼくんとセックスしたぁい！　昼下がりのセックスって最高にいやらしくて気持ちいいよね。愛し合ってるうちに夕方になって、ぼくがいっぱい吸ってぷっくり立ったリーゼくんの乳ち首くびとか、汗あせと精液が溜まったおへそとか、ぷるぷる震ふるえるかわいいペニスをオレンジ色の夕ゆう陽ひが照らしてさあ……。ああ、もう我が慢まんできないっ、勃ぼつ起きしそう！　早く巣に帰ろリーゼくん。でもその前に一回キス──」

　サリバンは長軀を屈かがませる。美び貌ぼうが近づき、凄すさまじく淫いん猥わいなことをぺらぺら喋しやべる唇が迫せまってくる。

「あ？　なに抜ぬかしてんだてめぇ」

　リーゼは低い声でつぶやき、渾こん身しんの頭ず突つきを見み舞まってやった。

　ゴゥン……という鈍にぶい音は、リーゼではなく竜りゆうの頭ず蓋がい骨こつに響ひびいた音だ。完全に油断しきっていたサリバンは「ゥ、ぶっ」という奇き妙みような声を出し、よろめく。

　ぶんっ、と空気が唸うなるくらい腕うでを振ふり、絡み合っている指をほどいて怒ど鳴なった。

「寝ね言ごとは寝てから言えこの変態竜！　俺はリシュリーたちの調査報告を聞くぜ、おまえだけ巣に帰って寝てろ！」

「えーっ！　また急につれない！　そこだけ三十年以上ずっと変わらないよ、なんで!?　どうして!?」

　ちっとも懲こりないサリバンの、「でもそういうとこも大好きだよーっ」という愛の叫さけびを無視して、リーゼはずんずん歩いていった。










　午後三時二十分──。ドラゴンギルドの三階にある第一談話室ではアフタヌーン・ティーの準備が進められていた。

「サリバン、アップルティーだよ。こぼさないでね」

「はぁーい、ありがとう」

　サリバンは宮殿群から戻もどったその足で脱だつ衣い室へ走り、穴を開けてしまった手袋をエリスに見せて、『この手袋作るのにどれだけ職人さんの手がかかってると思ってんの!!』と滅め茶ちや苦く茶ちやに𠮟しかられていた。

　手袋を没ぼつ収しゆうされ、エリスにぷいっとされたサリバンは元気なく事務室へ入り、ジュストに髪かみを編み直してリボンを結んでもらう。希望していたアップルティーまで淹いれてもらい、今は上じよう機き嫌げんである。

　リーゼは執しつ務む室で調査報告を聞くつもりでいたが、帰き還かんした竜の兄弟たちがファウストとリシュリーが来ていることを喜び、デュシス・エンドの様子を聞きたがったため、第一談話室に変へん更こうした。

　大型のローテーブルを囲むのは、サリバン、リーゼ、ファウストとリシュリー、一人掛がけのソファに脚あしを組んで座るガーディアン、シャハトとキュレネー、食事用ナプキンをつけたシーモア──ジュストが皆みなに訊たずねる。

「ほかにアップルティーご希望のかたは？」

　リーゼの隣となりに座るキュレネーが、「はい……」と可か憐れんな手を挙げた。

　談話室の扉とびらが開き、オリビエが菓か子しを載のせたワゴンを押しながら入ってくる。サリバン所しよ望もうのチーズタルトや、シーモアが毎日食べる丸いケーキ、ビスケットとファッジ、スコーンやジャムが、ジュストとオリビエによって手て際ぎわよく並べられていく。

　その様子を見ながら、リーゼは淹れたての香かおり高い珈琲コーヒーをズズゥ……と啜すすった。

「じゃあオリビエ、あとお願いね」

「はい、ありがとうございます」

　オリビエは、にこにこして丸いケーキをもぐもぐ食べるシーモアの隣に座り、さっそく軍服に付いたクリームを拭ふく。アフタヌーン・ティーの準備を終えたジュストが出て行こうとしたとき、リシュリーが声をかけた。

「ジュスト、忙いそがしいのにすまない。最初の五分だけ話を聞いてもらえないだろうか……」

「うんっ」

　ジュストは嬉うれしそうにうなずき、オットマンを引っ張ってきてそこに座った。

　ファウストがローテーブルの真ん中にデュシス・エンドだけが描えがかれた地図を広げる。いくつかの記号や文字が記されている地図を皆で覗のぞき込む。

　サリバンの『あとでジュストが淹れてくれたアップルティー飲みたいな』という言葉がきっかけで茶会のようになったが、皆、真剣そのものだった。

「ジュストに相談したいので話が少し前後する……気になったのは老君がたの健康状態だ。遠くから見てもわかるほどに瘦やせている」

「俺が幼生体だったころからずっとなんです……」

　オリビエはそう言ったが、魔ま物もの狩がりと食料不足という非常に過か酷こくな状じよう況きようが数十年にわたってつづいているに違ちがいない。リーゼはマグをテーブルに置いた。

「竜の涙なみだは万ばん能のう薬やくではあるが、基本的な体調や体格を変えることはできない。ジュスト、なにか手が打てそうか？」

「そうだね……栄養剤ざいを注射する、とか。栄養価の高い、きちんとした食事をとるのが前提で、養分を取り込むお手伝いをするような……栄養剤というよりは、効き目の優やさしい促そく進しん剤ざいだね。お爺ちゃんお婆ばあちゃんたちの身体からだにも負担がかからなくていいよ」

「もしそれをしてもらえるなら嬉しいです。でも、爺ちゃん婆ちゃん、めちゃくちゃたくさんいて……」

「そうだな、ジュストだけで対応するのは難しくないか？」

　心配するオリビエとガーディアンに、ジュストは「大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」と微笑ほほえんだ。

「じつはメルヴィネが勉強を始めてるの。人魚や魔ま海かい獣じゆうの怪け我がはサロメが涙を落として治してくれるけど、少しでも自分で診みられるようになりたいって。海の魔物は特とく殊しゆで、僕も詳くわしく知ってるわけじゃないから、メルヴィネが知識を増やしてくれたらすごく助かるし。あの仔こ、注射の練習してるんだ。デュシス・エンドの本格的な支し援えんが始まるころには注射できるようになってるよ。だから手分けも可能だと思う」

「ほう」

　竜結社で働きだしてまだ一年が経たっていない、脚を持つ雄おすの人魚。リーゼは、メルヴィネの思いがけない成長を耳にした。

　小さな人魚と仲のいいキュレネーは知っていたようで「メルヴィネがんばってるよ」と嬉しそうに言い、シャハトが「とても素す敵てきだね」とにっこり笑って返す。

「よし。真っ当な食事と促進剤──健康状態の改善はこれで進めてみよう。不都合や問題が出たら方法を変える。栄養価の高い食料の手配はレスターに考えさせる。オリビエ、レスターを手伝って一いつ緒しよに考えろ。金はいくらかかってもかまわない、ファウストたちが正確な棲せい息そく数を確定次し第だい、見積もり出せ」

「はいっ。──ジュストさん、よろしくお願いします！」

「うん。身体に優しい促進剤、たくさん作ってストックしとくね」

「ジュスト、時間を取ってくれてありがとう」

　魔物専門の医師は紫むらさきと桃もも色いろの瞳ひとみを細めて綺麗に微笑み、談話室を出て行った。

　リシュリーは地図に書き込まれた印を順番に指さしていく。

「印が付いている三か所を中心に、第一回目の調査をおこなった。いずれの場所も棲息が確かく認にんできたのは幼生体と老ろう齢れいのグリフィンや魔ま狼ろうばかりで、若い魔物はいなかった。私たちを警けい戒かいしているのはよくわかるが、丸二日いて一匹ぴきも見なかったのが不思議で……」

「一匹も？　若いグリフィンや大おお蜥蜴とかげを一匹も見なかったのか」

　ファウストとリシュリーが同時にうなずき、別々のソファに座っているガーディアンとオリビエが視線を合わせる。

「大だい蛇じやや大蜥蜴は地中に潜もぐって過ごすことが多いんで……でも身体のでかいグリフィンがまとまって隠かくれられる場所はないです」

「じゃあ考えられるのは……、デュシス・エンドを出たとか？」

「しかし行くあてがないだろう。どこへ行っても目立ち、魔物狩りに遭あう可能性がより高くなる」

「調べた。グリフィンは人型を持ってない」

「人間に擬ぎ態たいできないってことだね」

「お爺じいちゃんお婆ちゃんを置いて自分たちだけでどこかへ行くなんて、そんなことするかな……」

「仲間の鴉からすが──ロージとセスがなにか知ってたかもしれない。あいつらを故郷に帰したの、早まったかも……」

　竜たちとオリビエの会話を耳にしながらリーゼは考える。

　鷲わしの頭と翼つばさ、獅し子しの胴どうを持つグリフィンは有ゆう翼よく種の中で竜の次に大きい。

　獰どう猛もうで、ときに雷らい光こうを発する魔鳥は大きな戦力になる。レンヴィートルが利用しないとは思えないが──。

「………」

　皆が同時に考え込んで一いつ瞬しゆんしんと静かになり、リシュリーがやや焦あせる。地図の中に書かれた一本の線を指さした。

「悪いことばかりではなかったよ。ここに河か川せんの跡あとを見つけてね、調べたら数十年前に涸かれたものだった。これを基き礎そに水の設備が整えられないかなって、ファウストと話してたんだ」

「えっ！　そうだったんですか。川の跡が残ってたなんて知らなかったです。どのあたりだろ……」

「ありがたいな。使えるものはすべて使おう」

「ファウストは？　デュシス・エンドへ行くの初めてだったでしょう。どうだった？　すごく暑くてびっくりしたんじゃない？」

　サリバンに訊ねられたファウストは、なにかを思案するようにゆっくりまばたきをした。

　リシュリーに「感じたままを話していいんだよ」と促うながされて、言う。

「厳げん酷こくだ」

　唇くちびるから静かにこぼれてきた極きわめて短い言葉に、全員が深くうなずいた。

　ファウストは黒色の軍服のポケットから手帳を取り出す。結社の紋もん章しようが箔はく押おしされた手帳は一年に一冊支給しているが、勤勉な雷竜は二冊目に突とつ入にゆうしたという。

　文字の詰つまったページをめくり、そこに書いた文章を読み上げる。

「デュシス・エンドには四季を問わず乾かわいた熱風が吹ふく。かつては小さなオアシスが点在し、周囲には柑かん橘きつをつける樹木が立ち、長い旅をする魔物や人間の重要な中ちゆう継けい拠きよ点てんだった。魔女が雨雲を連れて行くこともあれば、オンディーヌやシルフィードが訪おとずれて小川を生んだり風を吹かせたりすることもあった。魔狼、グリフィン、狗いぬ鷲わし、鴉、大蛇、大蜥蜴……多種多様の魔獣や魔鳥たちは、悠ゆう久きゆうの時を経て進化と適応を繰くり返し、一族発はつ祥しようの地に寄り添そってきた」

「自分で調べたの？」

「ファウストは本当にえらいなぁ」

　キュレネーとシャハトに向かってファウストはうなずき、手帳をポケットに仕し舞まう。手を組んでそこに視線を落とし、自身の考えを述べた。

「フェンドールの冬は厳しいが、優しさもある。デュシス・エンドは厳酷しかない。それでも一族発祥の地に生きる魔物たちを、俺は尊敬している。竜りゆうの兄弟が力を合わせれば、オアシスも、オレンジやレモンの実る木も必ず蘇そ生せいできる。俺はいずれ、多くの雨を含ふくんだ雷雲を西の果てへ連れて行く。魔女の代わりに」

「ありがとう、兄弟」

　ガーディアンが笑え顔がおで礼を言い、弟竜の肩かたを力強くつかむ。オリビエは堪こらえきれずハンカチで目め許もとを拭ぬぐっていた。

　リーゼも胸を熱くする。ドラゴンギルドの守護が及およばなかったせいで、長いあいだつらい思いをさせてしまった。けれど、厳酷とわずかな豊ほう潤じゆんが存在するかつてのデュシス・エンドを取り戻もどせると、今ここで確信した。

　サリバンも心から嬉しそうに笑う。

「いいねえ。やろう、やろう！　ぼくらは涼すずしい風をいっぱい吹かせるよ、水はキュレネーたちにお任せ。シャハトくんやシーモアたちは土をふかふかに耕して、あとナインヘルはね、あの仔こは植物を植えるの大好きだから。普ふ段だんは草花に触さわれないの我が慢まんしてるんだよ、だからどんどん植樹してもらおう」

　隣となりに座るキュレネーがリーゼのほうを向く。意外にも、飼育小屋で過ごしているオンディーヌの幼生体・フェアリーの名を出した。

「デュシス・エンドの応援に慣れてきたら、フェアリーを連れて行ってもいい？　あの仔ね、一昨年おととしくらいから『オリビエのおうちへ行ってお水を出したい』って言うようになって……。オリビエと約束したんだって」

　美少女みたいなキュレネーがオリビエに「……ね？」と可か憐れんに微笑んだ瞬間、リーゼは、自身を含む全員の胸がキュウッと高鳴ったのを確かに聞いた。

「いいぜ。キュレネーとフェアリーがデュシス・エンドへ行くときは俺も行くしかあるまい。幼生体に保護者の付き添いは不可欠だからな」　>>>♥

　フフ……と満まん悦えつの笑みをこぼす。

　もう片方の隣から聞こえてくる「依え怙こ贔ひい屓き、断固はんたいっ！」という異議は認めない。

　リシュリーやシャハトたちが「あははっ……」と笑う中で、丸いケーキを完食したシーモアがオリビエに小声で話しかけた。

「ねぇねぇオリビエ……」

「うん？　次はなに食う？　スコーンにするか」

「ウウン、ちがうの。あのね──」

　──デュシス・エンドでお仕事するとき、赤い土ちょっと食べていい？

　──赤い土？　ちょっとじゃなくてどっさり食え。おそろしく大量にある。

　──わ、ほんと？　そしたらね、兄弟と僕のおみやげ、持って帰るのはだめかな……。

　──ぜんぜんいけるだろ。ボスにばれない量にしようぜ。土を入れる麻あさ袋ぶくろ、用意しとく。

　──ウン。やったー、オリビエありがとう。うれしいー。

「………」

　土竜と鴉はひそひそ話をしているつもりのようだが、全員に丸聞こえである。

　この筆頭バトラーの目を盗ぬすもうとするとは、まことに許しがたい所業だ。

　しかし、「デュシス・エンドのお仕事がんばる」と言ってほくほくするシーモアと、彼を優やさしく見守るオリビエは微笑ほほえましいばかりで、怒ど気きなどまったく湧わいてこなかった。

「ん？」

　妙みように強い視線を感じて、まわりを見る。

　サリバンとシャハトが「リーゼくんっ、怒おこっちゃだめ！」「聞き流してあげて！」と唇の動きだけで訴うつたえてきていた。ガーディアンは諭さとすようにまぶたをかたく閉じて首を横に振ふり、リシュリーとキュレネーは哀あい願がんのまなざしを向けてきて、ファウストまでもが、じぃっ……と見てくる。

　皆みなリーゼのことをどれほど悪魔サタンと思っているのだろうか。無礼極まりない。

　カッ、と目を剝むいたリーゼは「うるせえ。言われなくても聞き流すわ」と視線だけを使って言い返した。

　そして、仕切り直すためにゴホンと咳せき払ばらいをする。

「よし。ファウストをデュシス・エンド再生計画の主事とする。竜の魔ま力りよくを以もつてしても、計画完かん遂すいまでには数年から十年ほどを要するだろう。今後はファウスト単機で現状調査へ行ってもかまわない。疑問に思うことができて、リシュリーが公務で忙いそがしいときは本社の中ちゆう堅けんバトラーに言え。あいつら喜んで助力する」

「わかった」

「あっ、ファウスト。まちがってるよ、気をつけて」

　微笑むリシュリーが優しく窘たしなめると、黒竜は珍めずらしく驚おどろいた表情をして、「イエス・サー」と言い直した。

　笑ってうなずき、珈琲コーヒーが半分残ったマグを手に取る。ソファから立ったリーゼを、サリバンが見上げてくる。

「リーゼくーん、今日のお仕事おしまい？」

「ああ、おまえたちはな。俺は執しつ務む室へ戻る」

「ファウスト、遊びに行こうよ。パブはどう？」

　うきうきするサリバンへ、オリビエがいつも通り冷淡クールに告げた。

「サリバンは今夜、夜間警固だぜ。午後七時から午前四時まで。帝てい都と警察から追加の応おう援えん要よう請せいがあって、昨夜から二機増えてんだ」

「えーっ！　うそだあ！　そんなの聞いてないよサイテー！」

「俺は今すぐ飼育小屋へ行く」

　リーゼは、わいわい騒さわぐ皆の声を背に受けながら扉とびらへ向かった。

　──今夜、俺とリシュリーは飼育小屋で俺たちの卵と寝ねる。

　──えっ？　えっと……それは、リーゼに訊きいて、許可をもらってからにしようか……。

　──いや、俺とリシュリーは絶対に飼育小屋で卵と寝る。

　──あはは、ファウスト張り切ってるね。卵も喜ぶよー。

　──真面目まじめで勤勉ってのは珍しいけど、言い出したら聞かねえとこは兄弟と同じだなあ。

　楽しげな会話を耳にしつつ扉を開け、第一談話室を出たリーゼは驚く。

　アーチ型の窓と柱が交こう互ごに並ぶ静かな廊ろう下かに、軍服を着たアンバーが立っていた。

「なんでこんなところに突つっ立ってんだ。入ってきたらいいだろ」

「大事なお話、してると思って」

「アンバーにも聞かせたかった話だ。デュシス・エンドの現状と──」

　そこまで言って、リーゼは言葉を切った。後ろ手を組み、柱に凭もたれるアンバーは、可愛かわいいそばかすが見えないまでに深く俯うつむいている。

「今夜もサージェントの屋や敷しきに泊とまるんだろう？　おまえの私用発着願は処理済みだが」

「うん。いつもレリィが車で迎むかえにきてくれるけど、今日はぼくだけでお屋敷へ行く」

「アンバー？」

　そのような声が出せるのかと驚くほどの、暗く沈しずんだ声だった。

　リーゼは持っているマグを窓まど枠わくに置き、アンバーの顎あごに手をあてがう。

「どうした、顔を上げろ」

　上を向かせた土竜の、赤いまつげに覆おおわれた瞳ひとみは、縦長の瞳どう孔こうが限界まで狭せまくなっている。

　アンバーが苛いら立だちをあらわにして、きっ、と睨にらみつけてくる。

「サリバン兄さまとリーゼとレリウスはアルカナ大帝に会いに行ってたんでしょう？　ゆうべレリィが言ってた、『生しよう涯がいで最も重要な一日になる』って。笑って話してくれたけど、すごく緊きん張ちようしてるってわかった。生涯で最も重要なことって、なに？　レリウスは大だい丈じよう夫ぶなの？　ぼく、心配で。もしレリウスが傷ついたら、ぼくは」

　アルカナ大帝もサリバンもリーゼも許さない──ゲノムスの金色の瞳がそう言っていた。

　リーゼは焦あせりを覚えて即そく答とうする。

「大丈夫だ、サージェントが傷つくことは絶対ない。俺が請うけ合う」

　アンバーがひどく苛立っているのは、最も守りたいときに自身の手でサージェントを守護できないからだった。

　顎から手を離はなし、力が入っている細い肩かたを撫なでる。守護の本能を傷つけてしまったことを申し訳なく思いながら、柔やわらかな口調で伝えた。

「サージェントは今も、アルカナ大帝と二人きりでとても大切な話をしているよ」

「本当？　よかった……」

「今日はもう俺のところに連れん絡らくしてこないだろう。傷つくことは絶対にないが、俺も気にかかってる。アンバーにひとつ、頼たのみがある。今夜、サージェントの様子が少しでも違ちがっていたら、アンバーがサリバンに伝えてくれないか。俺はサリバンから聞く。深夜でも、何時でもかまわない」

「うんっ、わかった！」

「いつもと変わらなければ、なにも伝えなくていい。サージェントもアンバーもよく眠ねむるように。──屋敷までレスターに車で送らせるか？」

「ううん、ありがとう。馬車を用意してもらったよ、正門前に来てるの」

「そうか、気をつけてな。おやすみ」

「おやすみなさい、リーゼ」

　ようやく笑え顔がおを見せてくれたアンバーの肩が、リーゼの手から離れる。

　ついこのあいだまで幼生体だったのに。短期間で〝竜りゆうの顔〟をするようになった──リーゼは、アンバーの目覚ましい成長に喜びと一いち抹まつの寂さみしさを覚えながら、さらさらの赤毛を揺ゆらして駆かけていく後ろ姿を見送った。










　　　　†




　二時間ほど鳴ったり止やんだりを繰くり返していたサイレンが徐じよ々じよに遠ざかり、ようやく聞こえなくなった。

　昼中は夏の匂においを感じるようになったものの、夜になれば帝都の気温は晩春のころに逆ぎやく戻もどりする。大窓から入ってくる夜風は、シャツと下着しか身につけていない今のリーゼには少し冷たかった。

　風竜と黒くろ猫ねこの巣の中央には、春に新調したばかりの応接セットがある。

　リーゼはソファに仰ぎよう臥がしていた。平均身長十五テナー（約二百センチ）の竜の体格に合わせて作られる家具はすべてがひとまわり大きい。ローテーブルには懐かい中ちゆう時計、パイプと陶とう製せいの置き台、マッチ箱、水差しとグラスが置いてある。手を伸のばして懐中時計を取り、結社の紋もん章しようが彫ちよう刻こくされた蓋ふたを開けた。

　時刻は午前三時四十五分──。

　パチ、と蓋を閉めて時計をローテーブルへ戻す。その手をクッションと頭のあいだに滑すべり込ませ、軽くまぶたを閉じる。

　先ほどのサイレンの鳴りかたはいつもと異なっていた。

　帝都警察のクレイグ警部は警備を限界まで強化し、ドラゴンギルドは八機の竜を派は遣けんしている。今夜は連続強ごう盗とう殺人事件を──レンヴィートルが予定していた有力者殺害を未然に防ぐことができたのではないだろうか。

　ふいに大窓から嗅かぎ慣れたシルフィードの匂いがして、リーゼはまぶたを開いた。エントランスホールを抜ぬけ飴あめ色いろの大階段を上って巣の扉を開くよりも、岩がん壁ぺきを登って大窓から入ったほうが早いため、竜たちはよくこれをする。

　足音が近づいて、角を持つ長ちよう軀くの影かげが落ちてくる。

「おかえり。夜間警固ご苦労さん」

「ぼく、裸はだかで待ってて、って言ったけど」

　ただいまも言わず不平を口にするサリバンは機き嫌げんが悪い。ソファに片かた膝ひざをつき、リーゼのシャツと下着を剝はぎ取る。大きく開かい脚きやくさせてすぐに顔を伏ふせてくる。

「サリバン、少し待て……、ああっ」

　性器を口に含ふくまれ、ぴちゃぴちゃと音を立てて舐なめられて、柔らかなそこが一気に芯しんを持った。生なま温ぬるい粘ねん膜まくの中で転がされ、茎くきの先せん端たんから透とう明めいの体液があふれてくる。

「あ……ぁ」

「リーゼくん……」

　互たがいに手をつなぎたくなって、指を絡からませ合った。リーゼはもう片方の手でサリバンの角に触ふれ、柔らかな金髪ブロンドに指先を埋うめた。

　内うち腿ももを撫でまわされて下生えをあやされる。竜特有の長い舌が性器に巻きついてくる。ぬるぬるとしごかれるとたまらなかった。快感の塊かたまりが細い管をせり上がってくる。

「あっ……、ぁあ、いく、っ……サリバン──」

　名を呼びながら腰こしを上下にくねらせ、形の綺き麗れいな唇くちびるに熟うれたペニスを抜き挿さしする。口こう蓋がいに先端をこすりつけて白い蜜みつを放った。

「は、……」

　果てたあとも念入りに舐ねぶられることが多いけれど、今夜はすぐに解放された。浅くなった呼吸を整えていると短い唸うなり声が聞こえて、視線を下げる。リーゼの中でしか射精しないと決めている竜が、眉まゆ根ねをきつく寄せて絶頂を堪こらえていた。

「いくときの声と、くねくねの腰、すっごくかわいかった」

　リーゼの吐精を必ず愛めでるサリバンは、しかしまだ機嫌が直りきっていない。

　長ちよう靴かを脱ぬぎ捨てて覆いかぶさり、気だるげに「脱がせて」とつぶやいた。リーゼはベルトと飾しよく緒しよを取って絨じゆう毯たんに落とし、軍服のボタンを外していく。

「ねえ……もう夜間警固やめない？　今夜はいつもよりたくさんの犯人を帝てい都と警察へ引き渡わたしたけど、どれだけ捕つかまえても次の夜には魔ま狼ろうに操あやつられた人間が湧わいてきて、兄弟だって飽あきてるよ。ぼくとリーゼくんだけの大事な時間が短くなるの耐たえられない」

「竜たちがしてるのは逮たい捕ほではなく保護だ。奴やつの〝魅み了りよう〟の魔力に侵おかされた人間はいずれ必ず殺される。捕まって留置場に入るほうが安全なんだよ。──それよりアンバーから伝達はないのか？　黙だまってたら許さねえぞ」

「そんないじわるしないよ。それに、アンバーがなにか伝えてくるってことはサージェントの様子がおかしいってことでしょう？　なにも言ってこないほうがいいんじゃないの」

　上着とシャツを脱がせてパンツと下着をおろすと、先走りに塗まみれたペニスが弾はずみ出て、鍛きたえ上げられた腹にくっついた。サリバンはなおもつらそうに眉をひそめ、自身の陰いん茎けいの根元を指で縛いましめながら言う。

「早く、黒猫ちゃんの格好して」

「ん……」

　リーゼは裸ら体たいを返して俯うつぶせになり、クッションを抱だく。両膝をついて尻しりを上げ、サリバンに優やさしく押されるまま背を反らした。

　淫みだらな体勢であらわになった後こう孔こうに、竜の舌がぬるりと這はう。

「あっ」

「いっぱい気持ちよくしたいけど、もういきそうだから。ごめんね、今日はちょっとだけね」

　長く愛あい撫ぶできないことを残念がるサリバンは、陰いん囊のうにチュッと口づけて、唾だ液えきをたっぷり含ませた舌で尾び骨こつまで舐め上げた。ひくつく後孔に、舌の根元までが埋め込まれる。

「あぁ……、ん──」

　これをされるとリーゼは途と端たんに駄だ目めになる。孔あなの中を舐められて快感に乱れるのはうしろめたいのに、ぬぷっ、ぬぷっ、と長い舌を出し入れされて、はしたなく尻を揺らしてしまう。

「……あっあ、……ぁ、きもち、いぃ……、──あっ」

　自身のものとは思えないほどの甘い声が漏もれた瞬しゆん間かん、舌が抜けた。「ハッ……」という切せつ羽ぱ詰つまった吐と息いきが背に落ちてくる。後孔にあてがわれたペニスは射精を始めていた。

「ああっ、リーゼくんっ。あ、もういっぱい出てるっ……」

　サリバンは、ぱんっ、と大きな音を立てて一度だけ腰を打ちつけ、深く結合したところに精液をびゅるびゅると放っていく。

「ハ、ァ……。おしりの中に舌を入れたときだけの、強きよう烈れつにかわいいリーゼくん、今日もちゃんと見られてよかった……」

　腰をリーゼの尻に密着させて射精をつづけていたサリバンが、上体を倒たおして背にべったりくっついてくる。「あれっ？」と驚おどろき、リーゼの汗あせばんだ頰ほおを舐めて言った。

「なぁんだ。リーゼくん、ぼくがいなくて寂さみしかったんじゃない。おしりの中、ペニス入ってきて嬉うれしいってキュンキュンしてるよ」

「キュ……？　なんだそれ。してねえよ」

「してる。わかってるでしょ？　ねえ、サリバンが夜間警固でいないあいだおしり寂しかったって言って？　リーゼくんが言ってくれたら、ぼくそれだけで二回くらい射精できる」

「……ばか、かっ」

「早く言って、サリバンのペニス入ってなくておしりの孔すごく寂しかったって、言って！」

「ふざけんなよ変態竜っ、誰だれが言うか」

「ふぅーん。じゃあいいよ」

「あぁっ……？　なん、で」

　臍へそまで届くほど長い竜の陰茎が、ずるりと抜けていく。急に咥くわえるものを失なくした内ない壁へきが戸と惑まどうようにわなないた。

　サリバンは、かろうじて嵌はまっている亀き頭とうで、くちっ、くちっ、と窄すぼまりを捏こねてくる。両方の乳ち首くびを指で挟はさまれて、こりこりと擦こすられる。

「あ、それ、いや……やめ、……」

　身体からだをよじらせても、風竜の長軀の下ではまったく意味がない。

「あんまり動くとペニスが完全に抜けちゃうよ？　セックスもうおしまいにする？」

　いやらしくてもどかしいそれをやめてほしくて、リーゼは首を横に振ふる。

「じゃあ言って。ぼくがいないあいだ、おしりの孔どうだったの？」

「……くっ……う、──さみし、かった、っ……から、もう、──あぁっ」

　言い終わらないうちに腹の最さい奥おうまで戻ってきた陰茎を、思いきり締しめつけた。ぶるっと長軀を震ふるわせたサリバンはリーゼを抱きすくめて夢中で腰を叩たたきつけてくる。

「リーゼくんっ！　好きだよ、大好き！　あっ、いくっ、いく、リーゼくんっ、──っ！」

「あ……。サリバン……多、い……」

「うん。リーゼくんが大好きで止まらなくって……まだ出ちゃう……」

　射精したばかりなのに、放たれた量は先ほどよりも多い。あきれたリーゼは、頰ずりをしてくる絶ぜつ倫りんの竜りゆうに「抜けよ」と言った。

「えーっ、なんで!?　おしり寂しかったって、おねだりしたばっかりなのに！」

「風ふ呂ろに入る。正門までアンバーを迎むかえに行くんだ。サリバンも行くだろ？」

　これ以上射精されたら後処理が必要になってくる。性交から気を逸そらせるために誘さそうと、素す直なおに乗ってきた。

「うん、一いつ緒しよに行く。じゃあお風呂ね」

「ちがう、……抜け、って」

　サリバンはつながったままリーゼの身体を返し、抱き上げて風呂場へ向かう。

　バスタブに入って胡坐あぐらをかき、リーゼの膝裏に手を差し込んで大きく開脚させた。

「サリバン、もうやめろ……」

「やめちゃうの？　リーゼくんのペニス、まだちょっと立ってるよ？」

　にっこり微笑ほほえみ、リーゼに両りよう肩かたをつかませると、身体を軽々と持ち上げてゆっくり落とす。サリバンが凝ぎよう視ししている結合部は、竜の唾液と濃のう厚こうな精液に塗まみれていた。いっさいの抵てい抗こうなく、なめらかな抽ちゆう挿そうが繰くり返される。

「はっ、……あぅ、ぁ、あ」

「すごくぬるぬるしてるね。ぼくのペニス出たり入ったり気持ちいい？　リーゼくんはぼくの長くて硬かたいペニス大好きだよね」

　小さくうなずくと、腹の中で竜の生せい殖しよく器がびくびく動いた。持ち上げては落とされ、陰茎の突つき上げが激しくなり、濡ぬれた摩ま擦さつが速くなっていく。

「リーゼ、好きだよ。愛してる」

「あっ、あっ、サリバンっ、……」

　広い風呂場に、濡れた肌はだのぶつかる音と、唇を重ねて舌を絡ませ合う音、リーゼの小刻みの喘あえぎ声がひとしきり響ひびく。互いの粘膜を密着させて捏ね合う感かん触しよくが、たまらなく淫らで切なくて、リーゼは少量の蜜をぴゅっぴゅっと放った。

　それを見つめていたサリバンが、綺麗な貌かおと甘ったるい声で凄すさまじく卑ひ猥わいなことをねだってくる。

「ねーぇ、リーゼくん。ぼく、リーゼくんが透とう明めいのやついっぱいお漏らしするとこ見たい」

「……、──は？」

「だってリーゼくんがお漏らししてくれたの九日も前だよ？　信じられないよ、ぼく毎日だって見たいのに」

　性せい行こう為いの内容も細かな日数までも憶おぼえている変態竜にリーゼは思いきり引いた。リーゼの軽けい蔑べつのまなざしなどおかまいなしで、サリバンは生き真面目まじめな表情をする。

「おねがい、お漏らしして見せてっ」

「するかっ！　これ以上くだらねえこと言うなら俺だけでアンバーを迎えに行く！」

「もーっ、リーゼくんのケチ！」

　なぜリーゼがうんざりされなくてはいけないのだろうか。サリバンは頰を膨ふくらませて不満をあらわにし、そのくせ陰茎を跳はねさせながらまた大量の精液を放っていく。

　性交を終えるとき風竜は決まって未練がましくゆっくりとペニスを抜ぬいた。つながりが完全にほどけた途端、後孔からこぷっと精液の塊かたまりが垂れて、「ひ、ぁ」という情けない声が出た。

「あっ、もう漏れてきちゃった。たくさん射精したものね。久しぶりにお掃そう除じしよっか」

「いいっ！　余計なことするな」

「このままだとアンバーを迎えに行くときもお仕事中も大変なことになっちゃうよ？　綺き麗れいにしとこう。ね？」

　後処理が苦手なことを知っているサリバンは、にこにこ笑って抱き直してくる。担かつぐようにしてリーゼの臀でん部ぶを自分の頰にぴったり寄せた。均きん衡こうを崩くずしかけたリーゼは、サリバンの肩とバスタブの縁ふちに手をつく。

「んんっ……！」

　尻しりの丸みを広げられ、後孔に指が二本入れられる。中を搔かいた指が抜かれると、竜の濃厚な粘ねん液えきが次々とあふれてくる。

「うわぁ、やらしい、おしりの孔ぱくぱくしてる。こっちのお漏らしもかわいいなぁ。本当は全部飲んでほしかったけど」

　サリバンは臀部を舐なめたり口づけたりしながら、また指を入れて内壁を搔いた。どろりと漏れ出した精液が内うち股またを伝っていく。

「や……、もう、いや、だ」

「あと一回だけ、我が慢まんね」

　逃のがれたくて尻が勝手に揺ゆれる。最後の粘液の塊が出ると、サリバンは温ぬるいシャワーを出してソープを泡あわ立だて、それぞれの身体に塗ぬり、リーゼの尻の狭はざ間まを丹たん念ねんに清めた。

「はい、おしまい。綺麗になったよ。よくがんばったねえ、ごほうびのキス」

「んっ、ぁ……、──いいかげんに、しろ！」

　なおもしつこくチュッ、チュッと大きな音を立てて後孔に口づける変態竜の頭にゴツンと拳こぶしを落とした。無痛なくせして「痛いったぁい」と喜ぶサリバンをバスタブに残し、バスタオルをつかみ取って風呂場をどすどす出て行く。

「あれ、またおじさんみたいな歩きかたしてる。つい今までおしり振ってあんあん啼ないてたのにー。そのギャップも大好き」

　戯ざれ言を放ほったらかしにして準備を始めた。新しい下着とシャツを身につけ、制服を着てアスコットタイを結ぶ。靴くつ下したと黒の革かわ靴ぐつを履はいて髪かみを高く結ゆい上げた。

「リーゼくーん、早く拭ふいてー」

　ギルド創立時から自分でいっさいやらない主義を貫つらぬくサリバンは、今日も濡れたまま突っ立っている。手早く身体を拭き、軍服を着せてロングブーツを履かせ、長い髪を適当に編む。

　手て袋ぶくろを嵌めようとしたとき、鱗うろこの浮うかぶ両手が左右の耳に近づいてきて、いつものあれだとわかったリーゼは目を閉じた。

　自身の鱗でできたピアスの形を、サリバンは気まぐれに変える。

　耳じ朶だごと優やさしく握にぎられ、両手が離はなれると、リング型だったものがベル型になって揺れるのを感じた。リーゼはまぶたを開いて竜を見上げる。

　誰だれもが見み惚ほれる美び貌ぼうに幸せそうな笑えみを浮かべるシルフィードが、愛がぎゅうぎゅうに詰つまったまなざしを向けてくる。

「──リーゼ、綺麗だよ。今日のピアスもよく似合ってる」

　身み支じ度たくを終えたサリバンとリーゼは巣を出てドラゴンギルドの正門へ歩いていく。

　緩ゆるやかな下り坂になっている道を進むと、こちらに向かってきているアンバーが見えた。すぐに気づいて、手を振ふり駆かけてくる。

「サリバン兄さま、リーゼ、おはよーっ」

「おはよう、アンバー」

　早く伝えたくてたまらなかったらしく、アンバーは走ってきた勢いのままリーゼに抱だきつきながら言った。

「ゆうべのレリィねっ、ずっとにこにこしてて、お話たくさん聞かせてくれたよ！」

「そうか、よかった……。よかったなアンバー」

「うんっ！　伝言を預かったよ、『夕方に電話する』って」

「わかった、ありがとう。──朝飯は？　一緒に食べるか」

「食べる！　レリィの御お屋や敷しきでブレックファスト食べてきたけどまだまだ食べられる！　ぼくね、たくさん食べて大きく丸くなって、髪も炎ほのおみたいにちりちりに変わって、バーチェス兄さまたちと同じ最高にかっこいいゲノムスになるんだよ」

　アンバーは「えへへっ」と笑い、誇ほこらしげに両りよう腕うでで大きな円を描えがいた。

　丸々と太った、そばかすの彼を想像してしまったリーゼは「やめろー！」と絶ぜつ叫きようし、サリバンも慌あわてふためく。

「アンバーちゃん！　サリバン兄さまそんなの絶対に許しませんよっ」

「えぇー。サリバン兄さまもリーゼも、レリィと同じこと言う……どうして？　ぼくが大きくなるの誰も応おう援えんしてくれないんだ……」

　可愛かわいらしい唇くちびるを尖とがらせてぶうぶう文句を言うアンバーと一緒に食堂へ向かう。

　午前六時過ぎの食堂がいつにも増して賑にぎやかなのは、フェンドール支社の二人がいるからだった。

　ファウストは、ナインヘルとアナベル、ガーディアンやバーチェスと広いテーブルを囲み、五枚の大皿に盛られた種類の異なる骨付き肉を分け合って食べている。

　テオやオーキッドやジュストたちと一緒にバトラー用の細長いテーブルに座るリシュリーは、眠ねむりながら食事をとるレスターにびっくりしたり、竜りゆうたちの凄まじい食事風景を眺ながめたりしていた。

　肉料理や魚料理、数種類のパンやスープやデザートがずらりと並ぶカウンターから、ライムの輪切りが浮かぶ水差しと、今日はグラスをみっつ取る。食堂の席は決まっていないが、毎朝リーゼは同じ椅い子すに座る。

「リーゼくん、お待たせー」

「はらへった」

　三枚の大皿とボウルを持つサリバンと、五枚重ねのホットケーキが載のった皿を両手で運ぶアンバーが隣となりに座った。

　サリバンはいつも通り一皿分を早々に食べ終える。そうしてリーゼが三尾びのロブスターと分厚い牛肉のグリル、マッシュポテト、マフィン、大きなボウルいっぱいのハーブサラダを平らげていくところをうっとり見つめる。

　ナイフとフォークを上手に使うようになったアンバーは、口を「ほー」の形にして感心のまなざしを向けてきた。

「なんだ？　ホットケーキ食わねえのか？　やっぱり腹いっぱいか？　なら俺が食ってやる」

「食べる！　リーゼも、エドワードお爺じいさまやシャハト兄さまたちみたいな大きくて丸くて最高にかっこいいゲノムスになりたいんだね！　一いつ緒しよにがんばろうねっ」

「………。おぅ……」

　瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせるアンバーがあまりにも可愛くて思わず返事をしてしまったが、リーゼは竜ではなく、ただの大食漢である。

　午前七時──。

　脱だつ衣い室で毎日おこなう朝の打ち合わせも、普ふ段だんと異なる雰ふん囲い気きだった。

　猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すに座る竜もバトラーも妙みようにそわそわとしていて騒さわがしい。ファウストは昨日と同じ黒色の軍服を、そしてリシュリーはバトラーの制服を着ている。全機の竜の行動予定が書かれた【任務地一覧】の用紙を配るあいだも、話し声や笑い声がする。皆みな、ファウストとリシュリーと働けることが嬉うれしくてしかたないようだった。

「気持ちはわかるが、ちょっと静かにしろ！」

　現場主任が𠮟しかりつけてようやく落ち着く。リーゼは肘掛椅子から立ち上がり、クリップボードを脇わきに挟はさんで言った。

「今日からリシュリーとファウストが本社で勤務する。期間は一週間から十日ほどの予定だ。その間、リシュリーはバトラー業務とフェンドールの公務を並へい行こうしておこなう。楽させんなよ。こいつは仕事が倍になることを覚かく悟ごして来てる。遠えん慮りよそれ即すなわち怠たい慢まんだ。ギルドじゅうの清せい掃そう、巣の掃そう除じとシーツ交こう換かん、備品補ほ充じゆう、幼生体の世話、竜の洗せん浄じよう、竜の相手──おまえたちがおこなっている通常業務と同等の仕事量を渡わたせ。ジュスト、事務室に机を設置するの手伝ってやれ。レスターは電話の引きかた教えてやれ」

　レンズの厚い黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと上げるレスターと、微笑ほほえむジュストが同時に「イエス・サー」と返事をする。

「ファウストも同様だ。一日一件または二件の通常任務、緊きん急きゆう案件、もちろん夜間警固も担になわせる。テオ、任務スケジュールと夜間警固のシフト組み直して提出」

　常つね日ひ頃ごろから竜の増員を夢見ている現場主任は「イエッス・サー！」とわかりやすい返事をした。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　皆が一いつ斉せいに立ち上がり、脱衣室がいつも以上の喧けん噪そうに包まれる。

　リーゼが扉とびらを開いて出て行く間ま際ぎわ、振り返ると、ファウストとリシュリーのまわりに同どう僚りようの輪ができていた。

「ファウストにタフな仕事みっちりさせろってリーゼさんに言われてんだ。覚悟しとけよ！」

「問題ない」

「黒い軍服、めちゃくちゃ格好いいじゃねえか」

「でしょ、最高でしょ！　ファウストの軍服もリシュリーさまの公務服も僕が手配したんだ。ほんとしびれるかっこよさだよね！　すごく似合ってる！」

「エリスが生き地じ選びから発注までしてくれたおかげだよ。手袋やブーツや剣けん帯たいも……本当にありがとう」

「俺とリシュリーは揃そろいの黒衣をかなり気に入っている」

「ほんとっ？　がんばってよかったよー！　余計なたるみとか浮いてる部分がないか気になるから、夕方に時間できたら測らせて！」

「ぜひ、よろしく頼たのむよ」

　和わ気き藹あい々あいとしている脱衣室を出たリーゼは事務室に寄って、机に置かれた今日の新聞の束から二社分の新聞を抜ぬき取る。

　エントランスホールを通って飴あめ色いろの大階段を上り、執しつ務む室へ入った。

　今日は第一面に載っている、連続強ごう盗とう殺人の見出し。それを確かく認にんしてニッと笑い、新聞を執務机に放ほうり投げる。

【ドラゴンギルド、帝てい都と警察の要よう請せいを受け、連続強盗殺人事件の収束に着手】

【サーリントン鉄道の総支配人、保護される。怪け我がを負うも命に別状なし。一晩の逮たい捕ほ者は一連の事件で過去最高の十七人に】

　テール・コートを脱ぬいでハンガーにかける。ウェスト・コート姿になってシャツの袖そでを捲まくりながら独り言ごちた。

「現時点で形勢はほぼ同等。これで式典警固の直接命令を獲かく得とくすれば──」

　リーゼは明日、式典前の最後の警固会議に出席し、そこで約四十日ぶりにレンヴィートルと顔を合わせることになる。

　説得する気など端はなからない。どれだけ心理的圧力プレツシヤーをかけられるかだ。そして、奴やつに渡しておかなければならないものがある──。

「………」

　黒くろ革かわの椅子に座り、新聞を斜ななめ読みしてうしろの棚たなに置く。

　パイプではなく紙巻き煙草シガレツトを咥くわえて火をつけ、大量の紙の重さで歪ゆがんでしまっている未処理トレイから書類の束を抜き取る。この数日、イレギュラーな出来事の対処に時間を取られて、未処理の書類が恐おそろしいほど溜たまっていた。

『第一ゲートよりバーチェスが出動します。近くにいるバトラーはセーフエリアまで一いつ旦たん下がってください』

　ドスン……という竜の足音や、バトラーのアナウンスを耳にしながら黙もく々もくと書類を捌さばいていく。

　一時間ほどが経たったとき、静かな執務室に、リーン、リーン、という外部からの直通電話のベルが鳴り響ひびいた。集中して書類を読んでいたリーゼは一度だけ肩かたを小さく震ふるわせる。

　サージェントに違ちがいないが、アンバーから聞いた伝言は『夕方に電話する』だった。

　今は午前九時十分──。急いで受話器を取る。耳に当てるより早く、受話口から『リーゼっ、もしもし！』と高こう揚ようした声が聞こえてくる。

「サージェントか」

『秘書官から急報！　アルカナ大帝陛下より結社ドラゴンギルドへ直接命令が発令された！　命令内容は〝マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典の警固〟だ！』

「──よし、っ……！」

　抑おさえきれず会心の声をあげ、拳こぶしをぐっと握にぎる。

　あれほど多くの驚きよう愕がくの真実を知って混乱しない者はいない。アルカナ大帝の英断に鳥とり肌はだの立つ思いがした。

「ありがとう、……ありがとうサージェント、本当に助かった！　サージェントの功だ」

『こんなにも滾たぎるのは久々だよ！　話すこともまた増えた。しかし仕事が溜まっていて……なんだろうなこの忙いそがしさは』

「そりゃ忙しいだろう、俺もおまえも三、四日ほど通常執務を放ったらかしにしてたからな」

　サージェントは『ははっ、確かに』と軽快に笑う。

　アルカナ大帝に真の姿を伝えた今も、彼がいつもの鷹おう揚ような法務将校でいてくれることがなによりありがたかった。

『陛下の令状が発行されるのは夕方だ。俺は昼から夜まで査問委員会が立てつづけにある。合間に令状を頂ちよう戴だいしに行って、午後五時に一いつ旦たん執務室へ戻もどるようにするよ。ギルドの誰だれかに取りに来てもらえないか？』

「わかった、午後五時に竜りゆうとバトラーを執務室へ向かわせる。それと、仕事が溜まって忙しいならちょうどいい、そっちを優先してサージェントは明日の警固会議を欠席しろ」

『俺も今その話をしようと思っていた。警固会議は欠席する。レンヴィートルに余計なことをする隙すきを与あたえたくないし、陛下に真実を伝えたことを勘かんづかれたくない。〝正体を知られたのを恐れて、対面を避さけている〟──これを式典当日まで装よそおい通すつもりだ。まぁ実際に元げん帥すいと法務将校という立場では会いたくないしな』

　言おうとしていたことをサージェントがそのまま口にしたので、リーゼは何度も相あい槌づちを打った。

『明後日あさつてには時間を作って、夕方にギルドへ行くよ』

「アルカナ大帝とどんな話をしたのか聞くのが楽しみだ」

『ああ。フレイザー大将たちを黙だまらせた、筆頭バトラーとレンヴィートル元帥閣下のあの応おう酬しゆうがふたたび見られないのは少々残念だが。有意義な警固会議となるよう願っている』

　サージェントは約四十日前の舌ぜつ戦せんを持ち出して笑う。リーゼも小さく笑い、「ありがとう。では明後日の夕方に」と、もう一度礼を言って受話器を置いた。

「よし──」

　なかなか高揚がおさまらない。

　魔ま物もの狩がりをおこなう帝国の王と、正真のヴァンパイアが膝ひざを交えて話し合っている──その風景を思い浮うかべると胸が熱くなる。近い将来の、魔物狩りの終結も、決して夢ではないと思わせてくれる。

「……さて、誰に行かせるか」

　極きわめて重要な令状だ、年長組の竜に取りに行ってもらうのが望ましい。しかしサリバンは昨日の件をしばらく根に持つのでサージェントのところへ遣やるのはあまり得策ではなく、ガーディアンもレンヴィートルがいる総司令部に近づけたくない。

「となれば、エドワード老か、サロメかフォンティーンだな」

　クリップボードに挟んでいる【任務地一覧】を確認する。エドワードの帰き還かん予定時刻は午後五時、水竜の兄弟はともに午後三時となっていた。

　リーゼは三本の伝声管が設置された壁かべへ向かい、脱だつ衣い室へ通じる伝声管の蓋ふたを開く。

「誰かいるか？」

『はいっ、脱衣室、エリスです！』

「重要な用事ができた。午後五時に、総司令部にあるサージェント法務将校の執務室へ行って、令状を受け取ってきてくれ。サロメかフォンティーンに行かせる。担当バトラー同行。二機であればどちらでもかまわない」

『リーゼさん！　フォンティーンがいいです、フォンに行かせてくださいっ！』

「ああ、かまわねえぜ。担当バトラーはおまえだろ？」

『そうです、ありがとうございます！　やったー！　〝眠ねむい眠い地じ獄ごく〟回かい避ひ！　──フォン、めちゃくちゃ重要な仕事ができたよーっ。だから今日は機械いじり、できませんっ！』

　言葉の後半は脱衣室で待機中のフォンティーンに言っているようで、遠くから『なぜだ』という不服げな声がかすかに聞こえた。エリスがそのまま伝声管から離はなれそうで、リーゼは焦あせって呼び止める。

「おい、おいっ、エリス！　聞いてるか？　詳しよう細さいを説明するから、任務を終えて帰還したらすぐ執務室に来いってフォンティーンに伝えとけ」

『イエス・サー！　──フォンっ、リーゼさんが、帰還したらすぐ執務室に来てちょうだいね、いろいろ説明するからね、って！』

「………」

　特にまちがってはいないのだが、もう少し正確に伝言できないだろうか。

　ドラゴンギルドで最も元気潑はつ剌らつな従業員の声が遠ざかる。リーゼは伝声管の蓋を閉じ、首をかしげた。

「なんだ？　〝眠い眠い地獄〟って……」




　　　　†




　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであと五日──。

　数多あまたの宮きゆう殿でんと三十二の尖せん塔とうが犇ひしめくアルカナ大たい帝ていの宮殿群、その広大な敷しき地ち内に建つ帝国軍の総司令部はどよめきに包まれていた。

「おいっ、あれ見ろよ……」

「竜結社の〝サタン・オブ・ギルド〟だ……なぜここにいる？」

「どうせまた馬ば鹿かなことをしでかして上層部に呼び出されたんだろ」

「じゃあなんで竜を四匹ひきも連れてるんだ？」

　時刻は午後二時──。軍人たちの視線を一身に浴びるリーゼは、革かわ靴ぐつの踵かかとをコツコツ鳴らしながら総司令部の長い廊ろう下かを歩いていた。

　今日のために編制したのは四機の竜と一人のバトラー──サリバン、腰こしまで届く銀ぎん髪ぱつを揺ゆらすサロメ、大きなトランクを提さげているフォンティーン、スキップしたり兄竜の腕うでを取ったりするオーキッド、そして最後にレスターがつづく。

　階段を上って廊下を曲がり、突つき当たりの部屋まで進む。

　バンッ！　と音を立てて大会議室の扉とびらを開くと、傍ぼう聴ちよう者を含ふくむ約百人の目が一いつ斉せいにこちらを向いた。

「なっ……ドラゴンギルド!?」

「なぜ魔物ごときがこの場所にっ……」

「不法侵しん入にゆう者だ！　捕ほ縛ばくせよ！」

「アルカナ大帝陛下の直接命令を受け、ドラゴンギルドはマリーレーヴェ王女殿下の成人祝賀式典の警固にあたることとなった」

　リーゼの声が大会議室に響き渡わたる。

　一いつ瞬しゆん、水を打ったように静かになり、直後に罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくる。

「はははっ！　自分たちだけ警固できないのが悔くやしくてとうとう幻げん覚かくを見だしたぞ！」

「陛下がきさまらなどに直接命令をお与えになるはずがなかろうっ」

「邪じや魔まだっ！　とっとと出て行け！　さもなくば直ちに重じゆう罰ばつに処す!!」

「相変わらず喚わめくしか能がねえな、フレイザー」

　最も大きな声を出した禿はげ頭の男はフレイザー大将という。同どう年ねん輩ぱいのリーゼに嚙かみついては徹てつ底てい的に打ち負かされることを三十年近くつづけていて、それを知る竜たちのあいだで「ある意味、不死身の人間」と呼ばれていた。無能の男がなぜ大将の地位に就つくことができたのか、その理由は未いまだ謎なぞである。

「儂わしは本気だぞリーゼ！　今すぐ処されたいのかっ!?」

「わかった、わかった。とりあえずこれを見ろよ」

　リーゼは腕を組み、ポニーテールと両耳のピアスを揺らす。フレイザーや軍人たちの視線が集まるよう、わざと大おお仰ぎような身み振ぶりでレスターを見る。

　如何いかなる状じよう況きようにあっても己おのれのペースを崩くずさない洒しや々しや落らく々らくとしたバトラーは、手て袋ぶくろを嵌はめた手でシルクのリボンをほどき、丸まった書状をするすると伸のばした。

「アルカナ大帝陛下の令状です。ご確かく認にんください」

　書状の中央に描えがかれたアルカナ王家の紋もん章しようと大帝の個人紋章、その下に記き載さいされた命令内容を読んだ将校たちは一様に瞠どう目もくして息を吞のみ、フレイザーは顔を真っ赤にして唇くちびるをわなわなと震ふるわせた。

　十五人ずつの将校が向かい合う巨きよ大だいなテーブル。片眼鏡をカチャリと鳴らしたリーゼは、その中央に座る純白の軍服を着た儚はかなげな男を睥へい睨げいする。

　ネロ・フーリオ・レンヴィートル陸軍元帥は以前に会ったときと変わらず、アルカイック期の彫ちよう像ぞうのような微び笑しようを白い貌かおに貼はりつけていた。

「はいー、どいてどいて」

「な、なにをする……っ」

　サリバンとフォンティーンが、レンヴィートルの向かいの席に座っている将校たちを無理やり立たせる。空いた席にサリバン、オーキッド、リーゼ、タイプライターを準備するレスターが座り、水竜の兄弟はそれぞれリーゼの斜ななめうしろに立った。

　サリバンとリーゼのあいだに座るオーキッドが、脚あしをぶらぶらさせてわざとらしく指さす。

「見たことない仔こがいるー。ねえサリバン、あれがレンヴィートルって名前の仔？」

「そうだよ」

「ふぅーん。ぼく、あの仔キラーイ」

　オーキッドが放った強きよう烈れつなひとことで大会議室が凍こおりつき、しんと静まり返った空間にサリバンの「あははは！」という笑い声だけが響ひびく。

　そうして式典前の最後の警固会議は始まった。

　議事堂でおこなわれている通常議会の雰ふん囲い気きのコントロールをオーキッドに仕込んだのはリーゼだ。将校も政府の高官も、くるくるの巻き毛と薔薇ばら色いろの頰ほおが愛らしいこの小悪魔ドラゴンだけには逆らえない。スイッチが入った魔ま性しようの天使は本領を発揮する。テーブルに両りよう肘ひじをつき、組んだ手に顎あごを乗せ、煌きらめく金色のまつげを揺らす。

「ぼくが満足するような、実りある警固会議にして？　じゃないとしばらく通常議会も知らんぷりするよっ、議事堂に行ってあげないから！」

　テーブルにつく将校たちからも、七十近くある傍聴席からも「そんな……」という焦りの声が、確かに聞こえた。

『オーキッドの言葉に、いつも通り慌あわてふためく者がまともで、聞いていない者や動じない者がレンヴィートルの〝魅み了りよう〟の魔力に侵おかされている。または軍人に擬ぎ態たいした魔ま狼ろうだ。どれくらいやられてるか知りたい。ざっとでいい、目視で割合を出せ』──事前に打ち合わせをしたので、リーゼの斜めうしろに立つサロメとフォンティーンは今、瞳ひとみだけを素す早ばやく動かしているだろう。

　オンディーヌの兄弟が静かに告げる。

「将校クラスは約半数と見ました」

「傍聴者は九割」

「あれ、思ったより多かった。やられちゃってるねえ」

　人間に擬態した魔狼だろう、初めて見る顔の中ちゆう将じようや少将が、竜に対する作法も学ばず怒ど鳴なりつけてくる。

「うるさいぞドラゴンギルド!!」

「重要な警固会議の場だ、私語を慎つつしめ！」

「ぼくらの話、すっごく気になるでしょ？　私語を慎めって言われたから、もうしゃべってあげないけど」

「喧やかましいのはどちらでしょうか。矮わい小しような狼おおかみほどよく吠ほえると聞きます」

「ワーォ、きわどいとこ攻せめるねえ。ぼくサロメのそういうとこ好き」

　年長組の竜りゆうはいとも容易たやすく若い魔狼たちを黙だまらせる。

「おい！　バトラー！　おまえが座っていい席はないっ、今すぐ立て！」

　少将がレスターを標的にする。堅かた物ぶつのオンディーヌは少将を目でとらえ、〝FONTEIN〟の文字が刻まれたサーベルをジャキッと鳴らした。レスターは抑よく揚ようのない声で言う。

「帝国軍によるバトラーへの直接命令および干かん渉しようは禁止されています。これ以上の回答はありません。また、すべての発言を議事録に記載します」

　竜に睨にらまれて硬こう直ちよくした少将に見向きもせず、ガシャガシャと高速でタイプライターを打つ。怒いかりや怯おびえや侮ぶ蔑べつといったくだらない感情を取り払はらって淡たん々たんと対応できるのがこの中ちゆう堅けんバトラーの最大の強みだった。

　四機の竜と二名のバトラーで、百の軍人を制していく。

　そのとき、いっさいの雑音を撥はねつけるようにまぶたを半分以上伏ふせていた元げん帥すいが、初めて口を開いた。

「どの部隊を配備するか、最後まで決めかねていた場所がありました。そこをドラゴンギルドに警固させます」

　皆みなから見えるボードには、謁えつ見けんの大広間がある宮殿の見取り図が貼られている。レンヴィートルはヘーゼル色の瞳をそこへ向けて言った。

「外囲いを」

　短いひとことで雰囲気が一変する。萎い縮しゆくしていた軍人たちが口々に賛同を唱えて嘲ちよう笑しようし、書記官が見取り図の外そと塀べい部分に【Dragon Guild】と書き込んだ。

　オーキッドが「外、やだぁ、綺き麗れいな大広間がいいっ」と抗こう議ぎする。危き惧ぐしていたことが現実になり、リーゼは心の中で舌を鳴らした。

　誕生の儀ぎ、婚こん礼れい、戴たい冠かん式しき──さまざまな儀式を執とりおこなう宮きゆう殿でんは、外塀が二重に作られている。謁見の大広間までは距きよ離りがありすぎて、外塀は式典の場とは言えない。

「陛下の命令は〝祝賀式典の警固〟だろうが。式典を警固させろよ」

「式典警固の全権は私にあります。然しかるべき部隊を適切な場所に配備するのが私の使命です」

「使命？　笑わせてくれる。我が社を大広間に入れるのがそんなに怖こわいか？　どんな不都合があるんだ？」

「レンヴィートル元帥閣下がきさまらごとき恐おそれるはずがなかろう！　ハハハ！」

　大声で喚くフレイザーを見たリーゼは、先ほどは気づかなかったことに勘かんづいて、「チッ！」と大きな舌打ちをした。

　──フレイザーのやろう、操あやつられてるじゃねえか。

　誰だれも気にしていないがリーゼはわかる。今の怒声はフレイザー自身のものではなく、レンヴィートルが言わせたものだった。いつからだろう。約四十日前、呼び出されたリーゼとアンバーが総司令部の一室へ行ったときも、フレイザーはすでに〝魅了〟の魔力に侵されていたのだろうか。

　レンヴィートルは、喚わめくしか能がない大将を使し役えきしてリーゼを黙らせた。王家転てん覆ぷくを謀はかる身で、わざとらしく言う。

「アルカナ王家へのまことの忠誠心があるなら、場所がどこであっても喜んで警固に努められるはずです」

「ガハハッ、そうだぞリーゼ！　忠誠心の薄うすっぺらいきさまでも警固できることに感謝──」

「もーっ、フレイザーくん、うるさい！」

「ぐぅっ……」

　やや機き嫌げんを悪くしたオーキッドがフレイザーを𠮟しかりつける。オーキッドに嫌きらわれたくないばかりに、口をへの字に結ぶフレイザーを、リーゼは猫ねこの瞳を半開きにして見た。

　単たん細さい胞ぼうも度が過ぎると〝魅了〟の魔力がかかりにくいらしい。禿はげ頭を一発殴なぐれば洗脳は解けそうだった。フレイザーが殺されるとすれば式典当日だろう。気が向いたら助けてやることにして、今日はもう放ほうっておく。

　斜めうしろから、清らかな水の香かおりがした。

「外囲いの警固──これが、アルカナ大たい帝ていよりドラゴンギルドへ直接命令が発令されたことを知り、後手にまわった今の彼が打てる精せい一いつ杯ぱいの対たい抗こう措そ置ちなのでしょう。ほかに手立てはありません」

「ふふっ。ほんとサロメの言う通りだねえ。外の警固でいいんじゃない？　ぼくとリーゼくんは謁見の大広間にいるしね。式典にご招待されてるからさ」

　冷静なサロメと余よ裕ゆうあるサリバンの言葉にうなずき、レンヴィートルを睨む。

　そのときリーゼは、思いもよらない強い違い和わ感かんを覚えた。

「……、…」

　突とつ然ぜんの違和感に、椅い子すの背せ凭もたれに沈しずめていた上体を起こす。片手をテーブルに置き、わずかに前ぜん傾けいした。そうしてあらためてレンヴィートルを見み据すえる。

　こんな瞳をしていただろうか──？

　約四十日前に会ったとき、リーゼはレンヴィートルのことを人間と思っていた。そのとき真っ向から睨み合った瞳と、今の瞳は大きく異なっているように感じる。

　魔狼の最上位アルフアの目には、誰も映っていない。多くの魔物を〝魅了〟の魔力で操りながらも、侍はべることを許していないようだった。

　今も、百以上の軍人を従えているのに、独りに見える。

　リーゼは片眼鏡をかけた目を眇すがめ、ヘーゼル色の瞳の奥にあるものを見定めようと試みる。

　アルカイック期の彫ちよう像ぞうのような、崩くずれない微び笑しよう。揺ゆれない瞳。

　そしてリーゼは密ひそかに、激しく動どう揺ようする。

　誰のことも見ていない魔狼の瞳には、怒りと怨えん恨こんと──凄すさまじい孤こ独どくが宿っていた。

「──」

　進行係の中将が式典警固の最終確かく認にんを進める。それが耳に入ってこなくなる。

　会議に飽あきたシルフィードの兄弟は小声できゃっきゃと笑いながらテーブルの下で指遊びをしていた。レスターは粛しゆく々しゆくとタイプライターを打つ。

「あの見取り図に書いてある、アルカナ王家を護衛する分隊……」

「……ええ。分隊ですから人数は少ないですが、まちがいなく全員が魔狼でしょう」

　動揺を抑おさえ込んだリーゼは、オンディーヌの兄弟の会話に耳を傾かたむけ、レンヴィートルを見据えつづけた。

「最後にレンヴィートル元帥閣下より御お言こと葉ばがある！　心して聞け！」

　大将の怒鳴り声でリーゼは我われに返る。

　大会議室が静かになり、皆の視線が元帥に集まった。

「マリーレーヴェ王女殿下の成人祝賀式典は五日後です。美しく輝かがやかしい一日となるよう、全力を尽つくして警固にあたってください」

　平然と言うレンヴィートルが当日なにをするかも知らず、操られている軍人も操られていない軍人も感激して「イエッサー！」と叫さけぶ。「どの口が言うの……」と、サリバンのあきれ声が聞こえた。

　純白の軍服を着た元帥は薄い笑えみを浮うかべて言う。

「警固会議を終しゆう了りようします。──筆頭バトラー以外、退室してください」

「なっ……？　レンヴィートル元帥閣下っ、おやめください！」

「こやつは魔ま物ものの手先ですぞ!?　二人になど断じてできません！」

　フレイザーやほかの大将たちが慌あわてて止め、傍ぼう聴ちよう席からざわめきが起きる。

　リーゼは立ち上がる。サリバンは座ったまま動かない。

　レンヴィートルも椅子から立ち、口角を上げた唇くちびるを薄く開いた。

「全員、下がりなさい」

　魔力を使ったのだろう、フレイザーがにわかに態度を変え、操り人形のような動きで「直ちに出ろ！　退室せよ！」と喚きだす。急せき立てられた軍人たちがぞろぞろ出て行く。

　フォンティーンはタイプライターの入ったトランクを持ち、レスターがリーゼに向かって頭を下げ、サロメも目配せをした。大会議室をあとにする彼らの会話が聞こえてくる。

　──やはり今日の会議は非常に異質でした。レスターは怖くなかったですか？

　──いえ、特には。確かに異質ではありましたよね。

　──人間とは思えない胆たん力りよくの持ち主だ。私は時折レスターが魔物に見える。

　──私もです。もしかしたら本当に魔物なのではありませんか？

　──しばしば皆さんから訊たずねられるのでジュストさんに血液を調べてもらいましたが、人間でした。おや？　オーキッドがいませんね。

「サリバンもリーゼくんも早く帰ってきてよ」

「はぁーい」

　オーキッドはにこにこ笑ってサリバンと手を振ふり合い、レンヴィートルには「べっ」と舌を向けて大会議室を出て行った。「あーん、お兄さま、レスター、待ってぇー」という甘えた声が遠ざかる。

　広い室内に、風竜、魔ま狼ろう、黒猫の、三匹びきの魔物が残るだけとなった。

　レンヴィートルが巨きよ大だいなテーブルに沿ってゆっくり歩く。両手をスラックスのポケットに入れたリーゼと、椅子に座ったまま長い脚あしを組むサリバンのところへ近づいてくる。

「あのような愛らしい竜もいたとは」

「でしょ、かわいいでしょ、ぼくの自じ慢まんの弟」

「筆頭バトラー以外、退室しろと言ったが」

「さすがに二人きりになるのは許してあげられないな。二人になったら取っ組み合いのケンカ始めるでしょ？　きみは魔狼のアルファで強いんだろうけど──あ、ぼくと比べたらずっと弱いけどね──リーゼくんのことあんまり見くびらないほうがいいよ。三十年以上ぼくの魔力を浴びつづけてるから怪かい力りきだし、すっごく凶きよう暴ぼうだよ。そこがまた魅み力りよく的で最高にかわいいとこなんだけどー」

　ウフフと本気でのろけるサリバンに、誰だれも返事をしなかった。

「あっ、ひどい、二人してぼくを無視するの？　お話は手短にね、どうせ永遠に分かり合いっこないんだから」

　やることがなくなったサリバンは、自身の長い三つ編みをいじりだす。

　リーゼは視線をシルフィードから魔狼のアルファへ移した。

「フレイザーを解放してやれよ。あんな能無し、操あやつっててもなんの得もねえだろ？」

「うるさいので。黙だまらせるために魔力をかけただけのこと」

「ま、それならしかたないか」

「あの男は、大だい蛇じやに殺させる日が決まっていた。しかし前日に法務将校と土竜が私のプライベート・ルームに無断侵しん入にゆうしてきてね。予定が変へん更こうとなった。あと少しで静かになったというのに、残念だ」

「へえ！　フレイザーの奴やつ、すげえ強運持ってるじゃねえか。おまえが去ったあと陸軍元げん帥すいの座に就つくのはあいつかもしれねえな」

　露ろ骨こつな言いまわしで、帝国軍の中ちゆう枢すうからの瓦が解かいは実現しないと伝える。

　レンヴィートルは薄い笑みを浮かべたまま表情を変えない。

「アルカナ王に、式典の警固を直じき訴そしたそうだな。〝祝福の炎ほのお〟とやらも……法務将校が今日の警固会議を欠席したことも含ふくめて、すべておまえの画策か？」

「ヴァンパイアを捕とらえたと言って、アルカナ大たい帝ていの前に突つき出されては困るからな。サージェントは稀まれに見る優ゆう秀しゆうな法務将校であり、我が社の顧客クライアントでもある。現在、我が社は彼の身辺警護の契けい約やくを履り行こう中だ」

「ずいぶんな思い上がりだ。あの男に興味はない。帝国軍に蝙こう蝠もり一匹紛まぎれ込んでいるなど、崇すう高こうなる大義を前にして極きわめて瑣さ末まつなこと」

「崇高なる大義ね……。計画が大おお幅はばに狂くるっちまったんじゃねえか？　大義とやらを果たせそうか？」

「私の計画に狂いはない。──少し、余興を楽しもうと思う」

「余興？　どうせ碌ろくでもないことだろ。戦車を買って帝都のど真ん中でレースでもするか？　大たい砲ほうを買って時計塔とうに当てる射的ゲーム大会でも開くか？　あれだけ人間を殺して金を奪うばってるんだ、掃はいて捨てるほど貯たまってるだろ」

　さらに語らせるために、わざと痴しれ言を並べて誘さそう。

　だがレンヴィートルは乗ってこない。

　余興とは、なんだ。多数の同どう胞ほうを宮きゆう殿でん群へ潜せん入にゆうさせること、一いつ斉せい蜂ほう起き、重要拠きよ点てんを押さえることのほかに、なにを企たくらんでる──リーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らす。猫ねこの目で、仮面のように崩れない微笑の向こうの真意を看破しようとする。しかし、さっき見定めてしまった〝あれ〟に邪じや魔まされる。　>>>♥

　途と方ほうもない孤独を宿した、冷れい酷こくな瞳ひとみ。

　この瞳を、リーゼは過去に見たことがある──。

「リーゼくーん。そろそろ行こうよ」

　ほんのわずか沈しずんだ声が、心底退たい屈くつだと訴うつたえてくる。サリバンは牙きばを剝むき出しにして「ふぁーあ」と大あくびをした。なおもここに留とどまれば機き嫌げんを悪くする。リーゼはスラックスのポケットから両手を出した。

　下げた右手を開いたり閉じたりしながら言う。

「俺は〝魔物が人間を狩かる新時代〟なんぞ望んじゃいないんでな。徹てつ底てい的に阻そ止しするぜ」

「好きにするがいい。おまえたちがどれほど足あ搔がこうが新時代は必ず来る」

「ま、どうなるかは五日後にすべてわかる。次に会う場所は謁えつ見けんの大広間か」

「大広間で姿は見ることはあっても、言葉を交かわすことは二度とない」

「だったらなおさら、今おまえに渡わたしておかなきゃならねえものがある」

　レンヴィートルが小首をかしげる。リーゼは開いたり閉じたりしていた右手をかたく握にぎりしめると、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめ、アルカイック期の彫ちよう像ぞうみたいな顔面へ拳こぶしを打ち込んだ。

　バキッ……と鈍にぶい音が立つ。サリバンが驚おどろきの声を出す。

「あらら」

「おまえに生け捕どりにされ帝国軍へ提供された同胞たちの恨うらみだ!!　篤とくと受け取れ!!」

「……っ！」

　リーゼが殴なぐりかかってくるとは思っていなかったのだろう、不意打ちを受けたレンヴィートルは踏ふみ堪こたえることができずに倒たおれた。

　起き上がる隙すきは与あたえない。男に馬乗りになり、二発、三発と殴りつける。

「魔物の矜きよう持じをどこへやった!?　下げ種す以下の真ま似ねしやがって！　死んで詫わびても詫び足りねえことをしたんだよおまえは!!」

「うん、あれにはきついおしおきが必要だね。魔物にあるまじき愚ぐ行こうの極みだ。魔物の永い歴史の、唯ゆい一いつ最大の汚お点てんだ」

「顔面だけで済むことをありがたく思え！　今日、ここで、鉞まさかりでてめえの脳天真っ二つに割ってもよかったんだぜ!?　割ってやろうか？　あ!?」

「ああ、おくちがすごく悪い……」

　血に染まる顔を、ドコッ、ガキッ、と容よう赦しやなく殴る。ぼきっと骨の折れる音がする。純白の軍服に血ち飛沫しぶきが飛んだ。右手から右みぎ肩かたまでビリビリッと激痛が走る。だが同胞が受けた痛みはこんなものではない。

　激痛以外の感覚がなくなっても殴おう打だをやめずにいたら、両りよう脇わきをつかまれて身体からだが浮ういた。

「はーい、リーゼくんストップ。急にめちゃくちゃするんだから。びっくりするでしょ」

「放しやがれ！」

「だぁめ、もうおしまい。──うちの仔こが乱暴してごめんね、あとでうんと𠮟しかっとくから。お薬を持ってる？　魔狼のアルファってすぐ治るんだったっけ？　とにかくお大事にー」

　サリバンはリーゼを横よこ抱だきにすると、倒れたまま小刻みに震ふるえているレンヴィートルへ軽けい率そつな言葉を投げ落とし、大会議室を出た。

　廊ろう下かを進んで曲がり、階段をおりる。軍人たちの視線が一気に集まってくる。

「おろせっ、自分で歩く！」

「いい仔にしててよ、ほら、もうドア見えてるからさ」

　脚の長い竜が大おお股またで駆かければ、あっという間に扉とびらが近づく。総司令部を出たサリバンは二十段ほどある階段を一度の跳ちよう躍やくで下までおり、「はい、到とう着ちやく」とリーゼを立たせた。

　宮殿群の正門へすたすた向かう。サリバンは後ろ手を組んで歩く。

「あはは、派手にやったねえ。あの仔、鼻の骨が折れて頰ほお骨ぼねにもたくさんひびが入ってるよ。すぐ治ると思うけど、まあまあ綺き麗れいな顔が腫はれちゃうね、かわいそう」

　せめて正門を出るまで我が慢まんしようと思ったが無理だった。リーゼは立ち止まり、血が付着した手て袋ぶくろを外してテール・コートのポケットに入れ、長ちよう軀くを見上げる。

「サリバン、涙なみだくれ」

「えっ？」

「手と指の骨が砕くだけた。たぶん腕うでも。だから涙ちょびっと流してくれ」

「早く言ってよ！　なに普ふ通つうに歩いてんの！」

　本気で𠮟るサリバンはリーゼの右手を取り、指や甲こうや手首に涙を落とした。ズキンズキンと右肩まで響ひびいていた激痛があっという間に引いていく。

　橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを混ぜ合わせたような、夢のように美しい雫しずくを左手の指で掬すくって舐なめると、完全に痛みが消えた。

「ありがとうな、すっかり治ったぜ。ほら」

「だめ！　もっと舐めてっ」

　右手を開いたり閉じたりして見せる。サリバンはそこに指を絡からませてきて、なおも涙をぼたぼた落とした。

「ぼくの目、直接舐めて！」

「なんでだよ」

　なぜか左手のほうにも指が絡んでくる。世界で最も貴重な涙が次々とあふれて、リーゼの制服にぱたぱたと落ちた。ジュストに見られたら『なんてもったいないことするの！　最低！』と二人揃そろって嫌きらわれてしまう量である。

「ええい、涙を引っ込めろ！　あと手ぇ放せ」

　ようやく落らく涙るいをやめたサリバンが、ぱちぱちとまばたきをしてリーゼを見おろす。

「警固会議に出ることにこだわってたのは、魔ま狼ろうのあの仔を殴るためだったんだ？　説得したり話し合ったりするつもりはないってわかってたけど」

　説得する気は端はなからなかった。一斉蜂起を抑おさえる前に、レンヴィートルによって恐きよう怖ふと絶望を突つきつけられた同胞たちの無念を晴らしておきたかった。

　だが、蜂起の日まで会わないほうがよかったかもしれない。

　レンヴィートルの瞳に宿るものに、気づかないほうがよかった。

「………」

　ドラゴンギルド創立時の、十八歳のリーゼは未熟で、恐おそろしいものや、どうしたらいいかわからないことが多くあった。

　今は恐怖を覚える存在もなく、なにかに躊ちゆう躇ちよすることもない。

　でも、あの瞳だけはリーゼをひどくためらわせる。……かつての、サリバンと同じ──。

「──とにかく。手を放せ」

「いや」

「おまえなぁ。……この、っ」

　なぜか端たん整せいな顔が迫せまってくる。撥はね返すべく、指を絡ませたままの両手でギリギリと押し合う。「あははー、これ楽しいね」と余よ裕ゆうで笑うサリバンに苛いら立だったとき、背後から声がした。

「筆頭バトラーさま。失礼いたします」

　初めて聞く声と丁てい寧ねいな口調から、ぞんざいな対応をしてはならない者だと察知する。リーゼは両手を放して身体ごと振ふり向き、姿勢を正した。均きん衡こうを崩くずしたサリバンが「わあっ」とよろめく。

　そこに立つ男性の服装は、誰だれかの執しつ事じであることを示していた。黒のモーニングコートと、丸い腹を包むウェスト・コート。縞しまの入ったダークグレーのスラックス。髪かみと同じ淡たん灰かい色しよくの口くち髭ひげを蓄たくわえた、恰かつ幅ぷくのいい老紳しん士しだった。

「わたくしはマリーレーヴェ王女殿でん下かの離宮付執事長、ルイス・ダインリーと申します。ドラゴンギルドの筆頭バトラーさまと、竜りゆう騎き士しどのでございますね」

「はい」

　リーゼは老紳士の身分に驚いたが、執事長を名乗った彼はさらに驚きの言葉を口にした。

「お時間を頂ちよう戴だいすることは可能でしょうか……マリーレーヴェ殿下がお待ちでございます」

「どういうこと？　もしかして、ぼくたち今からマリーちゃんに会えるの？」

「はい。殿下の離宮へご案内いたします。馬車をご用意しております」

　急な展開についていけないのはリーゼだけのようで、サリバンは執事長のほうへ一歩近づきながら言う。

「リーゼくん、行こっ。ぼく、マリーちゃんに会いたい！」

「だめだ」

　謁見の許可も得ず王家の息女に会うなど、あまりにも軽率すぎる。アルカナ大たい帝ていに知られたらサージェントの苦労が無む駄だになり、最悪の場合、式典警固の命令を撤てつ回かいされてしまう。

　ダインリー執事長はリーゼの危き惧ぐを正確に察し、目を糸のように細めて微笑ほほえんだ。

「筆頭バトラーさまと竜騎士どのにお会いすることは、マリーレーヴェ殿下からアルカナ大帝陛下へご報告済みです。どうぞこちらへ」

「えっ……？」

　思わず声が出る。伝達の速さと、なによりアルカナ大帝が許可を出したことにリーゼは心底驚きよう愕がくした。軽々しく「はぁーい」と返事をして執事長についていこうとするサリバンの腕をつかむ。

「待てサリバン、アルカナ王家を守るのはただのついでだと言っただろ。許可されてるとしても、王女に個別に会う必要なんかない。おまえだって『王家に媚こびを売るの？　うそでも絶対いやだ』って言ってたじゃねえか」

「王家に媚を売るのとマリーちゃんに会うのはまったく別の話だよ。ほら、執事長のおじさん馬車の扉を開けて待ってるよ、行こ」

　妙みようなことになってしまった──馬車の窓から見える風景を眺ながめ、心の中でつぶやく。今になって、手袋のない格好悪さが気にかかった。

「マリーちゃんに会えるのすっごく楽しみ！　でも、どうして馬車で移動するの？」

「王妃陛下の宮殿や王女さまがたの離り宮きゆうは、総司令部から最も離はなれた場所にございます」

「そうかあ。確かに、あんな物ぶつ騒そうな建物の近くで暮らしたくないもんね」

　サリバンとダインリー執事長の会話を耳にしながら、リーゼはサージェントが言っていたことを思い出した。

『美しくなられたぞ。リーゼもサリバンも必ず目を奪うばわれる。王家の者には非常に珍めずらしい倹けん約やく家で華か美びな服装を好まず、黒や紫し紺こんのドレスをよく着用されているんだが、それが殿下の美び麗れいさを一層際きわ立だたせるんだ。そしてなにより、聡さとい。陛下が惜おしみなく愛情を注がれているのもうなずける』

『倹約家で黒いドレスって、魔女じゃねえか』

『それ絶対に陛下の前で言うなよ。確実に殺されるぞ……俺は助けないからな』

　そのあともサージェントは、人を寄せつけない冷淡なアルカナ大帝が王女をどれほど溺でき愛あいしているか熱弁していた。

　百ひやく戦せん錬れん磨まのヴァンパイアが言うくらいだから相当な美しさなのだろう。リーゼは十年ほど前にマリーレーヴェ王女に挨あい拶さつしたきりだった。挨拶は離れた場所からで、アルカナ大帝の陰かげに隠かくれていた王女の顔はほとんど見えなかった。

　わざわざ大帝に許可を願い、関係が良好とは言えないドラゴンギルドの責任者と、そして竜に会おうとするのは、やや変わっているようにも感じられるが──。

　石いし畳だたみを打つ、心ここ地ちいい馬ば蹄ていの音がつづく。

　総司令部と議事堂が見えなくなると風景が様変わりした。新緑を揺ゆらす木々が増え、いくつかの尖せん塔とうが間近に見える。尖塔の天てつ辺ぺんでは、アルカナ神話に登場する神々の黄金像が翼つばさを広げていた。

　アルカナ王家特別区に入り、建築史の書に載のるような壮そう麗れいな宮殿が次々と姿をあらわす。

　上空から宮殿群全体を見おろす機会があるサリバンでさえ「すごい……同じ敷しき地ち内とは思えないね」とつぶやいていた。

　馬車が離宮の前で停とまる。執事長に案内されて、サリバンとリーゼは離宮に入り、絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かを進んだ。

　先ほどの馬車や、離宮の柱や扉とびらに施ほどこされた模様から、マリーレーヴェ王女の個人紋もん章しようが雪雛菊クリサンセマムであることがわかる。

　──確か、第四王子だったときのリシュリーの個人紋章は薄雪草エーデルワイス……。

　個人紋章にも、そこに籠こめられた花言葉にも興味がないリーゼはそれらをすぐに忘れた。

　ダインリー執事長が扉をノックし、数秒置いてゆっくりと開く。

「マリーさま。筆頭バトラーさまと竜騎士どのをお連れいたしました」

「間に合ったか。ありがとう、ルイス。通しておくれ」

　緊きん張ちようはしていないが、なにかが引っかかる。王女の口調や言こと葉ば遣づかいはリーゼが想像していたものと少し異なっていた。それに、どこかで聞いたことがあるような──。

　執事長に促うながされて入室する。

　マリーレーヴェ王女は、応接セットや暖だん炉ろやピアノが置いてある応接の間の最さい奥おうにいるようだった。早く会いたくてたまらないサリバンが駆かけていく。

「こんにちは、マリーちゃんっ。はじめまし、て──」

　いつも以上の軽けい率そつさで近づいたサリバンが、なぜか途と中ちゆうで足を止めた。不思議に思いながら歩いて追いつく。王女の姿は、竜の広い背に隠れていて見えない。

　挨拶をするためにサリバンの横に立つ。そのときマリーレーヴェ王女と初めて目が合ったリーゼは、息を吞のみ、これ以上ないほど瞠どう目もくした。

「式典の警固会議に出席すると聞いてな。捕つかまえるならこのときだと思ったのだ」

「うそだ。こんなの、あり得ない……」

　本気で驚愕するサリバンの声が、やけに遠くから聞こえる。

　リーゼは時を遡さかのぼったような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　倹約家の王女は書しよ籍せきを片手にソファに座っている。

　柔やわらかな生き地じを幾いく重えにも重ねた黒のロングワンピースに、宝ほう飾しよく品ひんは月長石ムーンストーンのイヤリングとネックレスだけだった。強く巻かれた長い赤毛はまるで揺らめく炎ほのおのようだ。サファイア色に煌きらめく瞳ひとみと、それを引き立てるダークブラウンのシャドウ。赤みを帯びた唇くちびる。

　マリーレーヴェ・エイグリース・テス・アルカナ──約十年ぶりに会った、十九歳の王女は、魔ま女じよジゼルに瓜うりふたつだった。

　白昼夢を見ているのかもしれない。さまざまなことを経験してきたリーゼだが、これほどまでに驚愕する出来事は未いまだかつてなかった。

　固まって動けないリーゼを見たマリーレーヴェも碧へき眼がんを見開き、笑う。

「筆頭バトラーか？　これは驚おどろいた、そなた歳としを取っていないではないか。お爺じじらが悪魔サタンと呼んで恐おそれるのも無理はないな。ははは」

「うわぁ最悪……話しかたも声も、笑いかたまであの仔こにそっくり」

　サリバンは大おお仰ぎように天を仰あおいだ。

　動どう揺ようを隠しきれず、我われながら酷ひどい挨拶を済ませる。美しいドレープのテーブルクロスがかかった円えん卓たくに案内され、席についた。

　ダインリー執事長が手ずから紅茶をティーカップに注ぐあいだも、サリバンは穴の開くほどマリーレーヴェを見る。まじまじと見すぎて、縦長の瞳どう孔こうが丸くなるという奇き妙みような現象が起きていた。

　執事長がサーブを終えて定位置まで下がると、王女は堪こらえきれなくなったように「ふふっ」と吹ふき出し、サリバンを見返した。

「私の顔がおかしいか？」

「ううん、マリーちゃんはすっごく綺き麗れいでかわいいよ。ぼくが世界で一番きらいな仔にそっくりなだけ」　>>>♥

「ん？　どういうことだ？」

「なんでもありません」

　リーゼは竜りゆうの足を粉ふん砕さいするつもりで踏ふみつけて、サリバンは痛くもないのに「ぎゃあ」と声をあげた。マリーレーヴェは紅茶を飲み、ティーカップをソーサーに置いて言う。

「先夜の祝福の炎、礼を伝えるのが遅おそくなってしまった。ありがとう。嬉うれしかったよ。火竜サラマンダーの紅こう炎えんはいつ見ても美しいな」

「いつ見ても？　それってサラマンダーの火を何度も見てるってことだよね？　前はいつ見たの？　百年前とか？」

「一昨年おととし、炎に包まれるギュスター城の写真を見た。母上は大層怖こわがっておられたし、歴史ある建築物が燃えるのはまことに痛ましいが、私には炎が美しく見えたよ」

「ふぅーん。なるほどねえー、あのときの炎かぁー」

「………」

　サリバンは張り切ってマリーレーヴェの片言をとらえ、質問攻ぜめにしたが、見事にあしらわれた。ジゼルのことが世界で一番嫌きらいなくせに、王女とジゼルを関連づけたいのか、なおも食くらいつく。

「どうしてマリーちゃんはぼくのリーゼくんに会おうと思ったの？　ぼくのリーゼくんに三十年くらい会ってなくて寂さびしくなったから？」

「祝福の炎、陛下への請せい謁えつ、式典警固の出願──アルカナ王家と距きよ離りを置いてきた筆頭バトラーが、これまでと違ちがう動きをしているのを知って興味が湧わいた」

　純黒のドレスを着たマリーレーヴェは美び貌ぼうに笑えみを湛たたえて、鮮あざやかな青い瞳を向けてくる。

　母親に見つめられたような心地になり、胸が奇妙な高鳴りかたをした。

「宮きゆう殿でん群の奥で過ごすのは、それはそれは退たい屈くつでな。自由を得てフェンドールへ向かった兄上のことを羨うらやましく思う。筆頭バトラー、兄上は息災か」

　リーゼの思い込みに過ぎないが、「私はジゼルではないよ」と暗に言われているような気がした。

　確かにそうだ。母親はリーゼのことを筆頭バトラーとは呼ばないし、リシュリーの妹でもない。目の前にいるのはアルカナ大たい帝ていの長女だと、あらためて自身に認にん識しきさせた。

　マリーレーヴェは、魔物の血に目覚め廃はい嫡ちやくとなったリシュリーを今も兄と認め、気遣う。

　王女はなにげなく言っているが、これは先せん駆く的なことだとリーゼは思う。リシュリーの現在を正しく伝えた。

「一昨日おとといから弊へい社しやに滞たい在ざいしています。参列は叶かないませんが、殿下の祝賀式典当日も弊社にて待機します」

「そうそう、ぼくさ、リシュリーのことでマリーちゃんのパパとケンカしたんだよね。魔物の息むす子こがいるくせして魔ま物もの狩がりの終結を考えることもできないんだって。あの石頭！　マリーちゃんからもなんとか言ってよ」

「あはは、石頭か。ふふっ……」

　リーゼはここに来たことを激しく悔くやみ、帰ったらサリバンに滅め茶ちや苦く茶ちやに説教してやると決めた。わずかに振ふり向いて見たダインリー執しつ事じ長は、額に浮うかぶ汗あせをハンカチでそっと拭ぬぐっていた。王女の願いだったとはいえ、軽けい薄はくで不ふ埒らちな竜を連れてきてしまったことを後こう悔かいしているのだろう。

　サリバンの戯ざれ言など放ほうっておけばいいのに、王女は表情をあらためて言う。

「廃嫡になったとはいえ、王家から魔物が生まれたのだ、魔物狩りを終結させるに充じゆう分ぶんな状じよう況きようだと私は思っている。魔物狩りが憎ぞう悪おしか生まないこと、我が国の利にならぬことは私でもわかるくらいだ、陛下は充分すぎるほど御ご存ぞん知じのはず。陛下の御み心こころは陛下にしかわからない。だが、なにかお考えがあるのは確かだ。時機を見み極きわめて、私からも伺うかがってみるよ」

「きみ本物のジゼル？　十九歳って噓うそでしょ？」

「おい。次くだらねえことを言ったらぶっ飛ばすぞ」

　ダインリー執事長への申し訳なさと風竜への苛いら立だちから、思わず地が出る。マリーレーヴェは「おや、これは穏おだやかではないな。ははは」と、また軽快に笑った。

　暖炉の上に置かれた装そう飾しよく豊かな置き時計を確認する。

　離宮に来て小一時間が経たとうとしていた。長居は執事長の心臓が持たないだろうし、サリバンにこれ以上余計なことを口にされるのは敵かなわない。リーゼは罷まかる旨むねを王女と執事長に丁てい寧ねいに伝えた。

「いやだ。ぼく、まだマリーちゃんとおしゃべりする」

　わがままを言うサリバンを、猫ねこの目を限界まで剝むいて睨にらみつける。ようやく本気で怒おこっているとわかったらしく、竜はガタタッと起立した。

　マリーレーヴェ王女は凜りんとした所作で立ち上がる。

　サージェントの言う通り、黒いドレスが本当によく似合っていて、彼女の聡そう明めいさと美しさを際立たせていた。

　そして、やはりジゼルに似ている。朱しゆ色いろの鉞まさかりを渡わたせば、魔力で柄えを伸のばし、そこに乗って飛行しそうなほどに。髪かみや瞳の色をくるくると変えて楽しんでいたジゼルが、エメラルド色やサファイア色の瞳を気に入っていたことを思い出す。

　マリーレーヴェ王女は、目の覚めるような美しい碧眼でリーゼを見つめて言った。

「急に召しよう致ちするのも悪いと思ったが……今日、話ができてよかった。次に会うのは式典だな。手間をかけるが警固をよろしく頼たのむ」

「ドラゴンギルドは総力を挙げて殿下をお守りします」

　上辺ではなく心からの言葉を伝えて、リーゼは深く辞じ儀ぎした。










　帝都はサイレンの響ひびかない静かな夜を迎むかえている。

　今日一日だけで考えさせられることが多く起きたが、結社に戻もどってからも忙いそがしく、リーゼが巣に帰ったのは午後十一時を過ぎたころだった。

　シャワーを浴びる短い時間では考えを整理しきれない。裸はだかのサリバンは竜専用の広い寝しん台だいに横たわり、コットンブランケットをかぶってまぶたを閉じている。リーゼの帰りを起きて待つのは退屈で寂しいらしく、まどろみながら待つのが常だった。

　シャツ一枚を着るリーゼは濡ぬれた髪もそのままに、寝台に座って思案を巡めぐらせる。頭の中を占しめているのは黒いドレスの王女と、そしてレンヴィートルの瞳ひとみだった。

　十八歳のリーゼが震ふるえを覚えた、途と方ほうもない孤こ独どくを宿した冷れい酷こくな瞳。三十年以上が経った現在で、同じ瞳を持つ者と会うとは夢にも思っていなかった。

　ふいに、母親の声が蘇よみがえる。

　──リーゼ。永遠とわの守もり人びと。

　長いあいだ記き憶おくの奥底で眠ねむっていたジゼルの言葉が鮮せん明めいに思い起こされるのは、彼女に瓜うりふたつのマリーレーヴェ王女に会ったからだった。

　──リーゼ。永遠の守人、ドラゴンギルドを駆使して永遠に竜を守れ。誇ほこりある魔物の血を断じて絶やすな──

〝LIESE〟とは魔女の古い言葉で〝永遠の守人〟を意味する。

　魔物狩りによって魔女が激減し、絶ぜつ滅めつして三十年以上が経ち、古い言葉を知っている者はエドワードやサロメやサリバンたち極ごくわずかになった。なんの力も持たないリーゼが竜の一族を、延ひいては魔物たちを守り抜ぬくことができるように、母親はリーゼにドラゴンギルドを遺のこしてくれた。しかし──。

　──俺は魔物を守れているか？

　近ごろはこの考えばかりが浮かぶ。

　多くの罪を重ねてきたレンヴィートルのことを、リーゼは絶対に許さない。だが、彼もオリビエと同じだ。

　リーゼとドラゴンギルドが守護の手を伸ばしていれば、オリビエの背には今も美しい黒こく翼よくがあり、そして、魔ま狼ろうのアルファはデュシス・エンドの魔物たちが恙つつがなく生きられるよう、その高い能力を使っていたに違いない。ヘーゼル色の瞳に孤独を宿すこともなく──。

「リーゼくーん。来て」

　うしろからサリバンに呼ばれても思し惟いをやめられなかった。シャツを脱ぬがされ、裸になった腰こしに竜の腕うでがまわってくる。リーゼを広い寝台の真ん中まで連れてきたサリバンは腕うで枕まくらをして、濡れた髪に微び風ふうを含ふくませて乾かわかし、うなじや背に口づける。

「肌はだすべすべしてて気持ちいい。新しいソープ、いい匂においだね」

「ああ」

「リーゼくんは前のソープと、どっちの匂いが好き？　リーゼくんの好きなほう、もうひとつ買っておこうと思って」

「サリバン」

「なぁに、リーゼくん」

　その声はたまらなく甘い。目の前にある竜りゆうの掌てのひらに自身の手を重ねると、長い指がこれ以上ないほど優やさしく絡からまってくる。

　恐きよう怖ふを覚える存在もなく、躊ちゆう躇ちよすることもないリーゼだが、稀まれに迷いを抱いだくときがある。

　それを打ち明けたいと思うのはサリバンだけだった。つないでいる手にきゅっと力を入れて、思いを吐と露ろする。

「あの若い魔狼に……レンヴィートルに悪逆の道を選ばせてしまったのは俺かもしれない」

　いつもみたいに、さりげなく導いてくれると思っていた。しかし、絡み合う指が、ばっとほどかれた。

「は？　なに言ってんの」

　一いつ瞬しゆんで低くなった声に驚おどろいて振り返る。サリバンが覆おおいかぶさり、睨みおろしてくる。

「ベッドの中でよくぼく以外のこと考えられるね。どんな神経してんの？　ベッドの中まで持ち込むなって、何千回言ったらわかるわけ？」

「違ちがうサリバン、聞いてくれ……、──っ」

　風竜と黒猫の夫ふう婦ふのあいだには、寝台で将校や貴族など他者の名を出さないというルールがある。決まりを破ったことを省かえりみても遅おそい。大きな手で顔の下半分をつかまれた。

「ベッドの中で奴やつの話を二度とするな。ひとことでも言えば奴を殺す。できる？　できない？　できるなら手を放してあげる。うなずいてごらん」

　レンヴィートルがただ寂さびしさに苛さいなまれているだけならリーゼは関心を持たない。サリバンが深く関かかわっているからこそ気にかかる。しかしそれを伝えることはもう叶かなわなかった。言えばサリバンは大窓から出て行き、今夜のうちに魔狼を殺してしまう。

　リーゼは金色の瞳を見つめ、一度だけ深くうなずいた。竜の手から解放されて、すぐに唇くちびるが重なってくる。長い舌が捻ねじ込まれる。

　リーゼが震えを覚えるほどの、途方もない孤独を宿した冷酷な瞳。

　あいつは、昔のサリバンと同じ瞳をしてるんだよ──。

「んっ、うぅ……！」

　両方の膝ひざ裏にサリバンの手が差し込まれ、身体からだをふたつに折られた。尻しりが浮き、大きく開かい脚きやくしたあられもない格好で後こう孔こうに先走りを塗ぬりつけられる。そのまま陰いん茎けいを吞のみ込まされた。

「あぁう、っ」

　グリュッと音を立てて長いペニスが一ひと突つきで最さい奥おうへ届く。黒猫の身体はシルフィードに従順で、圧あつ迫ぱく感かんはすぐ快感になり、性器が硬かたい芯しんを持った。

　覆いかぶさっているサリバンが上から突き入れてくる。強きよう靭じんな腰使いに、リーゼの尻がゴム毬まりのように何度も弾はずむ。

「うぁ、あっ」

「リーゼ、愛してる、好きだよ。リーゼは？」

「あっ、んっ……好き、……っ」

「ぼくだけ？　リーゼはぼくだけが好き？」

「サリバン、だけ……、──ああっ！」

　その瞬間、屹きつ立りつの先せん端たんからビュッと白はく濁だくが勢いよく飛び出した。サリバンは上からの激しい突き入れをやめない。予期せぬ射精に戸と惑まどう暇いとまもなく、強きよう烈れつな尿によう意いに似た感覚に襲おそわれる。

「あ？　いや……、──ぁ、あ、あ」

　赤く熟うれたペニスの開ききった小孔が、透とう明めいの蜜みつをぷしゅうぅっ、と噴ふいた。それを見たサリバンが「あはっ」と笑え顔がおになる。

「やっとだ、やっと見せてくれたね、リーゼくんのお漏もらし、かわいいっ」

「や……、待って、くれ……止まら、な……あっあっ」

　サリバンが硬い亀き頭とうを使って快感の凝しこりを押し潰つぶすように捏こねてくる。そのたび透明の蜜液が小孔から射出され、弧こを描えがいてびしゃびしゃとリーゼの腹や胸を濡らした。

「ああ、ぐっしょりだ……。ぼくだけを感じていっぱいお漏らししてるリーゼくん、すっごくいやらしくて、ぼくどうにかなっちゃいそう」

　自身の体液でしたたかに濡れるリーゼの淫みだらな姿に、サリバンは激しい嫉しつ妬とを忘れて上じよう機き嫌げんになった。つらいほど敏びん感かんになった内ない壁へきに濃のう厚こうな精液が伝い落ちるのを感じる。

　サリバンは長い射精をつづけながら、なおも上から腰を叩たたきつける。縋すがるものが欲しくなって、リーゼは金色の三つ編みを握にぎった。ぶつかり合う肌はだからも、熱い結合部からも水音が絶え間なく聞こえてくる。

「……はっ、あ、あぅっ」

「リーゼくん、好きだよっ、大好き。もっとお漏らしして見せて……っ！」

「あっ、サリバンっ、強すぎる、のは、だめ……だ、だめ──ひっ。ひ、ぁ」

　腹の中で竜のペニスの角度が変わる。サリバンの腰が突き上げる動きになる。リーゼは強烈な快感に身を震わせ、新たな蜜をしょろしょろとこぼした。

　もう何百回、何千回と繰くり返してきたように、また心も身体もシルフィードの支配下に落ちる。サリバンの終わらない甘い責め苦に、リーゼは快楽の証あかしを放ちつづけながら意識を手放していった。




　　　　†




　中庭からいつもの囀さえずりが聞こえてきて、リーゼはまぶたを開いた。

　ピピッ…、チチチッ…、という可愛かわいらしい声で鳴いているのは小鳥に擬ぎ態たいした魔ま物ものだ。

　ドラゴンギルドは、名もない魔物たちのために常時中庭を開放している。この数日、中庭で過ごす魔物の数が格段に増えた。掌に乗るほど小さな彼らは、リーゼが通知した『式典終しゆう了りようまでむやみに外をうろつくな』をよく聞き入れて行動していた。

　緑色の鱗うろこが浮うかぶ逞たくましい腕をよけて、裸はだかの上体を起こす。

　数時間前の激しいセックスの余よ韻いんは体内に残っているけれど、つらさや痛みはない。サリバンはリーゼが意識を手放したあとも愛欲行こう為いに耽ふけり、熟じゆく睡すいするリーゼを抱だいてシャワーを浴びたようだった。新しいソープの香かおりを纏まとう肌はさらさらとしていて、ほどかれた長い金髪がリーゼの腕にも絡みついている。濡ぬれたシーツは乾かされ、適当に丸められて、バスタオルと一いつ緒しよに絨じゆう毯たんの上に転がっていた。

　サイドテーブルを探さぐり、片眼鏡を見つけて右みぎ眼めにかける。年季の入った金色の懐かい中ちゆう時計を手に取って蓋ふたを開けた。

　時刻は午前五時──。

　ちょうどいい時間だった。リーゼは寝しん台だいを出る。新しい下着とシャツを身につけてスラックスを穿はき、靴くつ下したと黒の革かわ靴ぐつを履はく。髪かみを適当に縛しばると、眠ねむっているサリバンに声をかけた。

「新聞、取ってくる」

「──だめ……。行っちゃだめ……」

「五分で戻もどる」

「だめって、言ってるでしょ……」

　サリバンは俯うつぶせになり、ふい、と顔を反対側に向けた。新聞を諦あきらめたくないリーゼは交こう渉しようを開始する。肩かたに浮かぶ緑色の鱗に口づけ、頭を一度だけ撫なでて、耳みみ許もとでささやいた。　>>>♥


「新聞取って戻ってきたら、頭と髪いっぱい撫でてやる。約束する。悪い話じゃないだろ？」

「………。ぅ、ん。……ぜったい五分だけね」

　サリバンの中に嫉妬と怒いかりはほとんど残っていないようで、交渉は簡単に成立した。

　リーゼは懐中時計を持って巣を出る。シーツとバスタオルをランドリーボックスに入れ、エントランスホールを抜ぬけて大おお扉とびらを開く。

　朝あさ霧ぎりのたゆたうドラゴンギルドを、正門へ向かって走っていった。

　投げ入れられた新聞の束を拾い、時計を確かく認にんしてふたたび走りだす。必要な新聞を抜き取って、残りは事務室の机に置いた。飴あめ色いろの大階段を駆かけ上がり、廊ろう下かを進んで巣の扉を開く。

　広い室内を歩いて懐中時計を見る。五分ちょうどが経たったところだった。

　寝台に座り、クッションを積み直してそこに凭もたれると、俯せているサリバンが長ちよう軀くをずるずる引きずって脚あしのあいだに入ってくる。頭を撫でながら三社分の新聞に目を通した。

【アルカナ王家特別区区長、自宅で殺害さる。レンヴィートル元げん帥すい、歩兵中隊に出動命令】

【歩兵中隊、犯罪組織のメンバー百二十八人を一いつ斉せい検挙！】

【連続強ごう盗とう殺人事件、ついに収束す!!　アルカナ王家特別区は新区長決定まで元帥の直属部隊が警固・運営の見込み】

　今夜にも全機の竜りゆうを投入して事件の始末をつけるつもりだったが、先を越こされた。昨夜サイレンが鳴らなかったのは、帝てい都と警察ではなく、レンヴィートルが軍人に擬態した同どう胞ほうらを動かしていたからだ。

　──王女の式典まであと四日……。最後に王家特別区を押さえて、自身の出動命令で事件を収束させる……ここまで奴の計算通りか。

　最後の画策を許してしまったのが口くち惜おしい。しかし、これで互たがいに式典当日を待つだけとなった。日程的にも頃ころ合あいだろう、今日の打ち合わせで皆みなに説明すると決めた。

「リーゼ……手、止まってる」

「あ、悪い。ごめん」

　竜との約束はきちんと果たさなくてはならない。リーゼは新聞を畳たたんで横へ遣やり、頭を優やさしく撫でて、髪を梳すく。

　そんなに心ここ地ちいいのだろうか、サリバンは珍めずらしく時間になっても目を覚まさなかった。叩たたき起こして軍服を着せ、長い金髪をいつもより丁てい寧ねいに編んで巣を出た。

　午前七時──。

「リーゼさんから話がある。あと少し座っててくれ」

　今日の任務スケジュールの確認を終えたテオが告げる。リーゼは、彼が猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すに座るのを待って立ち上がり、皆の前へ進んだ。

「今から少々難なん儀ぎな話をする。アルカナ・グランデ帝国の今後と、魔物と人間の命に関かかわることだ。深刻な話ではあるが、恐おそれる必要も混乱する必要もない、落ち着いて聞くように」

　並んで座るファウストとレスターが、それぞれ手帳とペンを取り出してメモを取る準備をした。サリバンとガーディアンは優ゆう雅がに脚を組んでいる。リシュリーとオリビエの表情はひどく硬かたい。リーゼは腕うでを組んだ。

「陸軍元帥、ネロ・フーリオ・レンヴィートルの正体は魔ま狼ろうのアルファ──これは先日、皆に説明した通りだ。奴やつが陸軍トップに就ついた目的は、アルカナ王家の転てん覆ぷくと、帝国軍および我が社の破は壊かい、そして〝魔物が人間を狩かる新時代〟を築くことだ。当然ながら、我が社はそのすべてを阻そ止しする」

　小さなざわめきが起きた。シーモアはたちまち泣きそうになり、隣となりに座るエリスが「大だい丈じよう夫ぶ、みんないるから怖こわくないよっ」と手をつなぐ。

　ジュストが心配そうに「アンバーちゃんも怖かったらフォンに手つないでもらいな」と声をかけて、アンバーはフォンティーンが差し出した大きな手を両手でぎゅうっと握にぎっていた。

「すでに多くの魔狼が帝国軍に潜せん入にゆうしている。四日後に執とりおこなわれるマリーレーヴェ王女の成人祝賀式典、そこでレンヴィートルは蜂ほう起きを決行する。我が社は式典の警固をおこなう。やることは至ってシンプルだ、アルカナ王家と約三百人の賓ひん客きやくを守護し、レンヴィートルと魔狼たちを抑おさえ、捕とらえるのみ。ここまでで質問や確認しておきたいことはあるか？」

　我が慢まんできなくなったようで、キュレネーが隣に座るシャハトの椅子に自身の椅子をぴったりくっつける。メルヴィネは気丈に聞いているように見えるが、サロメの軍服を破れそうなほど握りしめていた。

　フォンティーンとバーチェスとナインヘルが順番に口を開く。

「軍人だけならまだよかったのだが……賓客が三百人いるのはまことに厄やつ介かいだ」

「だよなあ。魔狼の一族だろ？　あいつら一番の駿しゆん足そくじゃねえか。疾しつ風ぷうに姿を変えられんだぜ？　何十匹ぴきいるか知らねえが、みんな無傷で捕つかまえるのは無理だ」

「せめて脚の骨を折るくらいしねえとな。客の三分の一は殺やられちまうんじゃねえか」

「折るとしても脚一本までだ。それ以上は許可しない。手足の切断および内臓破壊は厳禁とする。竜の涙なみだとジュストの治ち療りよう技術があるとはいえ、精神に傷が残るからな」

　エドワード老やオーキッドやアナベルのつらそうな表情を見て、今日はここまで説明すれば充じゆう分ぶんだと判断した。リーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らして言う。

「式典当日、レンヴィートルがどんな行動に出てもドラゴンギルドは正せい攻こう法ほうを貫つらぬく。軍人・魔物、一匹たりとも殺すな。殺さずに抑え込め。竜にはそれを可能にする強い力があり、バトラーには竜をサポートする能力がある。最終確認は式典前日の午後五時より脱だつ衣い室でおこなう。サージェント法務将校同席。今日を含ふくめてあと四日、恐れる必要はないが緊きん張ちよう感かんを維い持じして働くこと。以上」

「イエス・サー！」

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」










　午後四時三十分──。

　執しつ務む室の扉がノックされ、通話中のリーゼは受話器を持ったまま「どうぞ」と返事をした。

　入ってきたのはサージェントで、応接セットのソファにエドワードが座っていることを知るなり、ぱっと表情を明るくして挨あい拶さつをする。

　午後三時に帰き還かんしたエドワードに『執しつ務む室へ来ていただけませんか』と頼たのんだのはリーゼだった。約三百年の時を生きる一族最さい高こう齢れいの竜りゆうにはすべてを知ってもらいたかったし、知ち恵えを借りたかった。

　ソファに向かい合って座り、この一週間に起きた出来事をひとつずつ丁てい寧ねいに語る。

　エドワード老はレンヴィートルに関する話を悲しげな表情で聞いていたが、リーゼが〝魔ま物もの狩がりの終結〟を口にすると、眦まなじりの下がった細い目を大きく開いて驚おどろく。そして最後は柔やわらかな笑えみを浮うかべ、『サージェント卿きように感謝を伝えたい』と言ってくれた。

　ちょうど話し終えたときに、事務室がクレイグ警部からの電話を受けて執務室へつないできた。連続強盗殺人事件が収束した報告と、夜間警固に協力したドラゴンギルドへの礼の電話だった。

『いやはや！　まことに感謝いたします筆頭バトラー！　総そう監かんの首も本官の首もつながりました！　ハハハ！』

　クレイグ警部の喜びいっぱいの大声は受話口から漏もれているらしく、エドワードとサージェントが揃そろって笑う。

「……ええ、ええ。それはなにより。またなにかあれば連れん絡らくください。それでは」

　適当に相あい槌づちを打って受話器を置くと、サージェントがにやにやと笑いかけてくる。

「文句を言ってたわりにずいぶん仲よくなったんだなあ」

「恩は売れるだけ売っておいてあとから数十倍にして回収する。定石じゃねえか」

「おお、恐ろし、サタン・オブ・ギルド。……クレイグ警部か。ゲルベルト元中ちゆう将じようが起こした連続猟りよう奇き殺人事件──バイロン王の一件からの付き合いだったよな？　帝都警察はギルドに妙みような対たい抗こう意識を持っていてしばしば連れん携けいが途と切ぎれていたが、クレイグ警部は温おん厚こうだし今回は長続きしそうだな」

「温厚というより御お人ひと好よしだ、よく警部になれたもんだぜ。帝都警察と連携したところで我が社に利はほとんどないからな、途切れるも長続きするも好きにすればいい」

　リーゼは黒くろ革かわの椅子からソファへ移動する。ソファには座らずに姿勢を正すと、エドワードとサージェントも立ち上がった。

　アルカナ大帝に狩られることなく、式典警固の直接命令を獲かく得とくしてくれたサージェントに、かたい握あく手しゆを以もつて礼を伝える。エドワード老とサージェントも握手を交かわした。

「サージェント卿きよう、よく頑がん張ばってくれたね。本当にありがとう」

「はいっ……」

　憧あこがれの老竜に労ねぎらわれて、サージェントは柄がらにもなく頰ほおを赤くする。感激のあまり銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみがわずかに潤うるんでいるようだった。リーゼはソファに腰こしをおろしながら訊たずねる。

「アルカナ大帝と話ができたか？」

「ああ。なぜ俺がヴァンパイアの身で帝国軍に入隊したのか、出生から説明して、アルカナ王家を脅おびやかすためではないということを陛下は理解してくださった。魔ま物もの狩がりの終結については、陛下が触ふれることはなかったし、俺からもなにも言わなかった。あと……三人の王子が〝魅み了りよう〟の魔力に侵おかされていると、どうしても伝えられなくてな……」

「魔物狩りの終結をあの場で口にしたのは俺も早計だったと反省している。三人の王子については、なにも伝えなくていい。レンヴィートルから隔かく離りして魔力を解けば元通りになる」

「しかし、隔離したうえでどうやって〝魅了〟の魔力を解く？　レンヴィートルにしか解けないんじゃないか？」

「我が社には優ゆう秀しゆうな魔物専門の医師がいる」

「えっ！　まさかジュストが薬を作るのか？　あいつなんでも作れるんだな……」

「ジュストの薬学の知識は若い魔女を凌しのいでいるからね」

　エドワードに息むす子このことを褒ほめられて嬉うれしくなったが、リーゼは「おいっ、サージェント、魔女！」と、わざと大きな声を出し、小首をかしげる法務将校を睨にらみつける。

「おまえ、マリーレーヴェ王女とジゼルが瓜うりふたつってこと先に言っとけよ。めちゃくちゃ驚おどろいて、すげえ失礼な挨拶しちまったじゃねえか。サリバンは余計なことばっかり言うし……事前に知ってたら絶対に会わせてなかった」

「無む茶ちや言うな、俺はリーゼの母堂に会ったことがない。俺が魔女ジゼルの存在を知ったとき、彼女はすでに竜母神ティアマトーと並んで伝説となっていた」

「サリバンもずいぶん騒さわいでいたよ。『エドの爺じいさまとサロメに今すぐ会ってほしい！』って。そんなに似ていたのかい？」

「……ええ。顔立ちだけじゃない、声も口調も笑いかたも、仕草までも、すべてよく似ていました。四百年生きた魔女と十九歳の女性がこんなにも似るものなのかと……夢を見ているみたいでした」

「ジゼルの生まれ変わりだったりして」

「はぁ……？」

「バイロン王だって転生してきただろ、生前の記き憶おくまで持って。起こり得ないことじゃない」

「ジゼルが亡なくなって三十年と少し、王女は十九歳だぜ、どう考えたって早すぎる」

「早すぎるだけで、べつに矛む盾じゆんしてない」

「魔力が強い魔物ほど転生も早いと聞くよ」

「………」

　サリバンだけではなく、サージェントもエドワード老までも王女をジゼルにしたいらしい。

「美しさも然さることながら、聡そう明めいなかただっただろう？　だから余計に、レンヴィートルが蜂起決行の場にマリーレーヴェ殿でん下かの式典を選んだことが腹立たしいんだ。──エドワード老は、魔ま狼ろうのアルファについてどのようにお考えですか？」

「うん。そうだね……。直接会って言葉を交わしていないし、憶おく測そくで話すのは申し訳ない気がするのだが……」

　老ろう齢れいの土竜はそう前置きしてゆっくりと語る。

「おそらく、魔狼のアルファにしかわからない苦く悩のうや惨さん痛つうがあるのだろう。それは蜂ほう起きを決行し〝魔物が人間を狩る新時代〟を築くことでしか消せないと、知らず知らずのうちに自己暗示をかけてしまっているのかもしれないな。被ひ害がいを最小限に止とどめるのは、アルカナ王家と賓客のためでもあるが、魔狼のためでもある。彼を今以上の重罪者にしてはならない。然しかるべき場所で保護して……すぐには無理でも、時が経たてば説得の機会が訪おとずれるだろう」

「もし……もし本当に、レンヴィートルを説得する機会が得られたら……、そのときは、エドワード老、お願いできますか」

「もちろん、わしで力になれるなら。しかしリーゼ、焦あせることはないよ。まずは蜂起を抑おさえて、そのあとリーゼは魔物狩りの終結を目指していることを帝てい国こくじゅうの魔物に宣言するんだ。竜りゆうを使いに出せばいい。そうすれば魔物たちも終結のときまで必ず凌いでくれるだろう。サージェント卿の力を借りて、あらためてアルカナ王との協議の場を設けて、魔狼のアルファと向き合って……ひとつひとつ着実にな」

「はい。もっと早い段階で気づくことができていたら、どれほどよかったかと……。エドワード老、遅おそくなってしまい申し訳ありません」

　エドワードは丸い腹を揺ゆらし、「リーゼが謝ることではないよ」と優やさしく言ってくれる。

「魔物狩りの終結か。夢のように素す晴ばらしいよ。長生きするものだね」

「ぜひ、あと百年、二百年」

　エドワードは穏おだやかに笑うだけだったが、リーゼは本気で願っていた。

「長生きの秘ひ訣けつは早はや寝ね早起き……わしはこれで下がらせてもらうよ。サージェント卿、また数日後に」

「はいっ。失礼します」

　サージェントとリーゼは立ち上がってエドワードを見送る。

　丸くて大きな身体からだが扉とびらの向こうに消えて、パタン、と扉が閉まるなり、リーゼは銀灰色の瞳をきらきら輝かがやかせているヴァンパイアに言った。

「おまえ、エドワード老の前だと少年みたいな目になるよな」

「おまえもな。こればかりはしかたない、エドワード老は格好よすぎる」

　同時に笑い、ソファに座り直す。サージェントは孔雀緑ピーコツクグリーンのマントを外した。

　そうして、アルカナ大帝とサージェントが語り合ったことをより詳くわしく聞き、警固会議の内容やレンヴィートルの様子を話すと、瞬またたく間まに一時間三十分ほどが過ぎた。

「時間が経たつのが早く感じるな。今日はこれで失礼するよ。リシュリーさまは今どちらに？　今日お会いできるのを楽しみにしてたんだ」

「事務室にいると思うぜ。いなかったらジュストかテオあたりに呼び出してもらえよ」

「そうする。……アルカナ・グランデ帝国軍による警固会議は終了した。ドラゴンギルドの最終確かく認にんは明々後日しあさつて──式典前日だな」

「ああ。午後五時に脱だつ衣い室で、よろしく頼たのむ。式典までの日数が残り少ない今、レンヴィートルが新たに仕し掛かけてくる可能性はほぼなくなったが油断するな。明日からの三日間も単独行動は避さけ、総司令部での滞たい在ざい時間を極力減らせ」

「イエス・サー、心得た。ではまた明々後日の午後五時に」

　今日は蒸むし暑ささえ覚える。サージェントは孔雀緑のマントを腕うでにかけて執しつ務む室を出て行った。










　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであと三日──。

　日がずいぶん伸のびた初夏の午後四時四十分。執務室の扉がノックされ、リーゼは書類にサインをしながら「どうぞ」と返事をする。入ってきたのはオリビエで、竜を洗せん浄じようするときに使うゴーグルを持っていた。

「失礼します。いま防護服業者が来てるんです」

「定期商談、今日だったのか」

　オリビエは、『しばらく結社の敷しき地ち内から出るな』という指示をしっかり守っていた。

　ギルド内であれば問題ないと、防護服業者との定期商談を許可したのは五日ほど前だったと記憶している。

「はい。それで、ゴーグルの試作品が思いのほかいい出来なんでボスに見てもらいたくて」

　オリビエから手て渡わたされたゴーグルを目に当てたリーゼは、思わず「ほう」と声を出した。

「めちゃくちゃクリアになってますよね」

「ああ、それに歪ゆがみも少ない。よくここまでのものができたな」

「さらに撥はつ水すい加工ができるそうです。ただ、すげえ高くなるみたいで。撥水加工ありなしで見積もりを出してもらいます。みんなの安全と、竜の鱗うろこに挟はさまった異物の発見率を考えれば、高くなっても撥水加工ありのほうがいいかなって思ってます」

「そうだな、最終的に撥水加工ありに決まりそうだが、加工ありなし、それぞれトライアルができればありがたい」

「交こう渉しようしてみますね」

　うなずいたリーゼはもう一度ゴーグルの試作品をのぞいて、透とう明めい度を確かめ、オリビエに返した。

「そういえば、ボスの『式典終了までむやみに外をうろつくな』の通知書が届いた日から、ハーシュホーン通り全体が厳げん戒かい態勢だそうですよ。商業組合理事長が心配しまくってるみたいで。防護服業者の三人も今日ここに来るの、理事長に渋しぶられたそうです」

「厳戒態勢、いい心がけじゃねえか。だが彼らの擬ぎ態たいは完かん璧ぺきだろ？　どこから見たって人間の工匠だ」

「はい。それに魔物通りからうちの敷地内までずっと車なんで、見つかることはないですね、って話してて。でも『筆頭バトラーと理事長に怒おこられたくないので寄り道せずにまっすぐ帰ります』って言ってました」

「そうしてもらってくれ。あと数日の辛しん抱ぼうだと」

「伝えときます。時間もらってすみません」

　ぺこりと頭を下げたオリビエは、嬉うれしそうにゴーグルの試作品を持ち、駆かけ足で執務室を出て行った。

　彼のさらさらと揺れる黒くろ髪かみを見ながら、ジュストの言葉を思い起こす。

　スパイは最初からいなかったよ──。

「──ま、それが正解だろうな」

　パイプを咥くわえて火をつけ、黙もく々もくと書類に目を通しサインを量産していく。

　そこから一時間ほどが経った、午後六時──。

　突とつ如じよ、ドオォン……！　という乱暴な着地音がした。衝しよう撃げきは稀まれに見るほど強く、執務室がキシキシと鳴って揺れ、一枚の窓ガラスにひびが入った。

「なんだ、っ？」

　竜たちには静かに降り立つよう訓練を受けさせているため、このような乱暴な着陸をする者はいなかった。

　アナウンスなしでの着陸は極きわめて危険で、最悪の場合バトラーが死ぬ。

　絶対に看過できない。リーゼは執務室を出た。

　飴あめ色いろの大階段をおり、エントランスホールを抜ぬけて大おお股またで廊ろう下かを進み、バンッ、と音を立てて脱衣室の扉を開く。

「おい、今の誰だれだ。ふざけた真ま似ねしやがって」

　室内には異様な雰ふん囲い気きが広がっていた。苛いら立だつガーディアンが「オリビエはどこだっ」と声を荒あららげ、アナベルとメルヴィネが必死に宥なだめている。肩かたや腕に浮うかぶ深緑色の鱗が逆立ち、さらに濃こくなっているのがわかる。

「なに……？　あの着陸はガーディアンだったのか……？」

　冷静で思し慮りよ深いシルフィードがあのような行動を取るとは思いもしなかった。表情を硬かたくしたジュストが近づいてくる。

「あの仔こ、少し様子がおかしいの。帰き還かん予定時刻は午後八時なのに大急ぎで帰ってきて、オリビエはどこだ、しか言わなくて」

「オリビエなら定期商談してるだろ。もう終わったのか？」

「うん。いつも通りオリビエが三人の業者と正門へ歩いていくところを見たんだけど……」

「そのあとは？」

「姿を見てない」

　リーゼは首をかしげ、なおも苛立っているガーディアンのところへ駆け寄った。

「ガーディアン、少し落ち着け。オリビエは鱗の指輪をしてるだろう？　おまえには姿が見えてるはずだ」

「その姿がとらえられなくなったんだっ。絶対おかしい、オリビエはどこにいるんだ!?」

　鱗で透とう視しできないという現象も、ガーディアンの取り乱しかたも気にかかるが、それでもリーゼは冷れい徹てつで真面目まじめなバトラーのことを信じていた。

「とにかく建物の中と外、手分けして捜さがせ。俺も捜す。オリビエは必ず敷地内にいる。ストックルーム、ランドリールーム、資料室、すべてあたれ。あいつ、さっきゴーグルの試作品を持ってたからな、性能を見比べるために資料室の奥で過去のものを漁あさってるかもしれん」

「イエス・サー」

　リーゼの言葉に安心した竜りゆうとバトラーたちが「談話室で居い眠ねむりしてんじゃねえ？」「僕たちは飼育小屋を見てみよう」と言いながら散らばっていく。

　そこから二十分、三十分と捜しても姿は見あたらず、ドラゴンギルドにオリビエの名を呼ぶ声が響ひびくばかりになった。

　建物の中と外に分かれて捜していた従業員たちが、おのずと中庭に集まってくる。

「資料室は捜したか？」

「はい、でもいませんでした。ストックルームにも……」

「ねえ、ボス、これだけ捜しても見つからないのは少し変だよ。ギルドの外も竜たちに見てもらったほうが──」

　ジュストの言葉にうなずいて、バーチェスとファウストにギルドの外周を捜すよう指示しかけたとき、テオが真っ蒼さおになって走ってきた。

「リーゼさんっ、帝てい都と警察のクレイグ警部から電話です！　魔ま物ものの遺体が上がりました！」

　オーキッドやメルヴィネたちが息を吞のみ、リーゼは心の中で舌打ちをする。

　帝都や周辺都市で魔物が狩かられるたび、警察や都民から通報を受けたドラゴンギルドが死し骸がいの回収をおこなってきた。

　王女の式典の日が近づくにつれ、魔物狩りと警察による警けい邏らが一層厳しくなるため、『むやみに外をうろつくな』と魔物たちへ通知したというのに。

　注意喚かん起きも虚むなしく帝国軍にやられた──その考えが、テオの言葉に覆くつがえされる。

「三体も……！　ま、魔物に殺された形けい跡せきがあるそうです！」

「なんだと!?」

「手に負えないからギルドに引き渡したいと……事務室の電話つながってます！」

　リーゼはテオとともに事務室へ駆けていく。初夏特有の、湿しめり気を帯びた生なま温ぬるい風が頰ほおにぶつかってくる。

　受話器を持って「代わりました」と言うなり、鼓こ膜まくを刺さすようなクレイグ警部の叫さけび声がした。

『筆頭バトラー！　たっ、た、大変な──』

「遺体はどこに？　魔物の形けい貌ぼうをしていますか」

『コークス・ブリッジの高こう架か下したです！　惨むごいですが三体とも……狭せまい側そつ溝こうに、詰つめられた状態で……渦うず巻まき状の角、牙きば、手の甲こうに獣じゆう毛もうなど、魔物でまちがいありません！』

「裸はだかですか？　衣服を着用していますか？」

『揃そろいのスラックスを穿はいています！　サスペンダーと靴くつも同じです』

「軍人による魔物狩りではなく、加害者も魔物と判断した理由はなんですか？」

『見ればわかります。斧おのや鉈なたとは違ちがう、大きな鉤かぎ爪づめで抉えぐったような痕あと、それと……、死体の一部が……欠損しています。あんな複雑な創傷、人間にはつけられませんっ』

「欠損？　喰くわれているということですか？」

『そこまでは本官にはわかりません。御おん社しやの魔物専門の医師どのを連れてきてください。欠損部分が落ちていないか、あたりを捜しましたが魔物特有の臭においが強きよう烈れつで……申し訳ないですがこれ以上は我々には厳しいです』

「わかりました、遺体から離はなれていただいて結構です。新聞記者は来ていますか？」

『発見したのはパトロール中の警官で、すでに箝かん口こう令れいを敷しきました。新聞社もまだ気づいてません、ですから急いでください！』

「今から行きます。連れん絡らくありがとうございます」

　受話器を置いたリーゼは、数秒、かたくまぶたを閉じる。

　すぐに目を開け、強いまなざしを向けてくるテオに業務命令を下した。

「遺体を回収する。サリバン、フォンティーン、バーチェスを直ちにコークス・ブリッジへ向かわせろ。俺は車で行く。レスター運転、ジュスト同乗。ジュストは簡易の医い療りよう器具とシーツ三枚準備。ほかの従業員はこれより一時間以内にオリビエを見つけ出して業務終しゆう了りようとする。ガーディアン、シャハト、ファウストは外を捜せ、許可範はん囲いはギルド外周のみ。エドワード老、サロメ、テオ、リシュリーは若い竜とバトラーを不安がらせないよう努めること。業務終了後はいつも通り食事と風ふ呂ろを済ませて休め。テオは俺たちが戻もどるまで事務室で待機。皆みなを集めて伝えてくれ」

「イエス・サー！」

　テオが机や椅い子すにぶつかり、ガタガタッと大きな音を立てながら事務室を出て行く。

　静かになった室内で、言い捨てた。

「どうなってやがる……」

　姿を消したオリビエと、魔物に殺された魔物。

　本来なら起こらないはずの、ふたつの事象。

　拳こぶしをかたく握にぎりしめる。どうなってるもなにもあるか──空くうを睨にらみつけて自答する。

　なおもレンヴィートルが動いているに違いない。この期ごに及およんで魔物を殺害することに、いったいどんな意味があるというのか。

「三匹びきの魔物の遺体……揃いの服と靴……。まさか──」

　目を見開き、片眼鏡がカチャリと鳴る。

　ふいに浮かんできた憶おく測そくに胸がざわめいた。

　ハーシュホーン通りに工こう房ぼうを構える防護服会社は魔物狩りを避さけるため、三匹の魔物が人間に擬ぎ態たいして来社する。制服と、揃いのハンチング帽ぼうや革かわ靴ぐつを身につけて。彼らと信しん頼らい関係を築き、かつ律りち儀ぎなオリビエは、商談後は必ず正門前まで同行して自動車が出て行くのを見送っていた。

　仮に、殺害された三匹の魔物が古くからの取引先の従業員で、彼らがレンヴィートルの〝魅み了りよう〟の魔力に侵されていたとしたら──。

　首を横に振ふって強く否定しても、一度浮かんでしまった考えはすぐには消えない。この不ふ吉きつに満ちた予測が当たるなら、ギルド内を何時間捜してもガーディアンたちはオリビエを発見できないだろう。

　追い打ちをかけるように、レンヴィートルの言葉が蘇よみがえる。

『──少し、余興を楽しもうと思う』

　もう、疑いようがない。

「……っ」

　混乱してはレンヴィートルの意のままになってしまう。リーゼは湧わき上がってくる激しい怒いかりと動どう揺ようを抑おさえ、ジュストとレスターが待つ専用車へ向かった。










　リーゼの予測は的中した。

　逢おう魔まが時を過ぎ、宵よいの色がアルカナ・グランデ帝国を覆おおいはじめた午後八時。ドラゴンギルドは三匹の魔物の遺体を──防護服業者たちの亡なき骸がらを敷しき地ち内へ運び入れる。そしてオリビエを見つけられないまま営業を終了し、余よ儀ぎなく正門を施せ錠じようした。

　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであと二日に差し掛かかろうとしていた夜の出来事だった。





（下巻へつづく）
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装幀者／鈴木洋介












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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